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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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カラダ貸します










「十万じゃありませんでしたっけ？　そうですよ、たしか必要経費コミで十万です」


「抜きで十万だ。だからコミで十五万」


「……いえ、やっぱりコミで十万って言ってた気がします」


「抜きで十万だ！　俺が言ったことなんだからまちがいない！」


　らちのあかない主張合戦で水を掛け合っているより顧客メモを調べたほうが早い。


　キャビネットの錆びてきしむ引き出しを開けて、健はゴソゴソと『く』のファイルをたぐった。


　探している顧客は『九十九代作』、浮気症のかみさんの素行調査で、一年に一度ぐらいの頻度でお世話している得意客だ。夕方、調査結果を聞きに来るという電話が入ったので、報告書に請求書を添える子定なのだが……


「あれェ？　所長、ファイル持ち出しましたかァ？」


「いや。俺の記憶力はファイルなんざ必要とせんからな」


　声は、健のすぐうしろで言った。もちろん声の主は、この探偵事務所の所長、岡おか上がみ道みち与のぶだ。そして、声といっしょに、やる気充分の手が……


「ちょっと、所長、まだソトは明るいんですよっ」


　健は抗議したが、そんな委細にはいっさいかまわずに、ロゴ入りのタンクトップ一枚の胸やらショート丈にカットしたＧパンの股間やらをサワサワとなでまわしていた道与の手が、ピタ、と止まった。


「おまえが探してるのは誰のファイルだ？」


「だから、報告を取りにくるっていう……」


「ここは『く』だぞ。九十九氏は『つ』だ」


「あ……」


　九十九なんて書いて『つくも』なんて読ませる名字、健の頭にはフィットしない。だからフィットするように、かってに九十九里浜の『くじゅうく』さんと読んでいたのだ。ちなみにファイルには『つくも』とルビを打たされたんで、ファイルは『つ』の項に入っているわけで……


「あ、ありました、ありました。ええとォ……ほらっ、経費込みで十……アハハ……五万……」


「いつもながらのムダ手間、ご苦労」


「所長、書きかえたでしょ、これェ」


　うらめしげにいって、健は限度いっぱいに使った横目で肩ごしに道与を睨んだ。


　切れ長な目はくっきりとした二重まぶた。白目が青みがかって見えるほど澄んだ瞳は、光線の加減によってきみょうなパープルの輝きを帯びる。


　篠しの木き健、十七歳。『ケン』ではなく『タケシ』と読むのが、彼と友達になるコツだ。典型的現代っ子顔の美少年だが、御ご幣へいをかつぐ……つまり縁起をおおいに気にするタチだからである。（なにしろケンと読んだらシノキケン……つまり『死の危険』に聞こえるわけで、こわがりのタケシにとってはとんでもない名前なのだ）


　ところで、睨まれている所長のほうだが、細かいことは気にしない、大きいこともほとんど気に病まない男。


　二十八歳で独身で、家族と親戚からはプータローと思われているが、仕事絡みで出会った不幸な人々からは一流のプロフェッショナルと認められている。


　普通名詞では『探偵』、固有名詞では『地獄耳』の『口より手が早い』『特珠工作屋』『私設スワップ』『逃げるが勝ち』……


　要するに、表稼業と裏稼業のスレスレを、かぎりなく裏街道者に近い歩き方をしている男である。


　で、その道与がいま、何をしているかというと……


「ファイルの書きかえなんてマメな仕事、俺がやると思うのか？」


　とかいいながら、手は、いつのまにかブロック解除してあった健のズボンの中に入りこんで、シコシコでキュンキュンな触り心地のモノをせっせともてあそんでいる。


「ん……もうっ……あっ、あっ」


　しなやかに身もだえた健が、のけぞるようにあおむいたのは、ガンつけに専念するためでは、むろん、ない。証拠に、やや三白眼の気がある目はうっとりと閉じられ、桜色の形のよい唇は半ばひらいてピンク色の舌が……


「スキモノ……」


　つぶやいた道与の唇は、次の瞬間にはお待ちかねの花弁に重なっていた。


「ん……ん……」


　濃厚なくちづけを交わしながらのいたぶりに、健のスレンダーな肢体がこまかく震えだしたときだった。


　ドコンという音。


　それから、ドコン、ドコン！　ガシャン!!


　蹴破られたドアが壁ではね返って閉まりかかったのをガンと蹴りあげて、乗りこんできたのは、見るからにやくざな男。いやな目つきでジロリと事務所の中を斉射し、道与とその助手を見つけ、アングリと顎をおっことした。


　ドアを入ってきた者には、やっていることが完璧に丸見えのキャビネットの前から、道与は闖入者を見やり、甘くあえいでいる唇に顔をもどした。


「ちょいと待っとけ」


　言って、くちづけの続きにもどった。


「て、てめーっ！　ふざけやがって！」


　至近距離なら必殺のチャカを片手に、ダッと殺到してきた男の鼻先で、


「ん。あ～～」


　健が細く澄んだよがり声を洩らして、道与のたくましい肩にあずけたままイヤイヤした頭をふっと起こした。男に流し目を据えて、ウッフ～ンとくちづけに濡れた唇をなめた。


「手より指より口が欲し……のう……おまえさまァ～」


　甘ったるく男を呼んだ健の声が、煽情以外の作用を持っているはずはないが……


　男はその場にガックリと膝をついた。


　と思うと、ハアハアと真夏の犬のような息を吐きはじめた。


　たしかに、作用は煽情だったのだ。ただし一気に昇りつめてしまうような強烈無比な。


「のう、くわえてくだされ……なめて吸うてくだされ」


「ウオオッッ！」


　叫んだ男は、ぎゅうっと背中を丸め、手は股間を握り締めていた。丸めた背中がビクンビクンと波打ち、ぐにゃら～……と弛緩した。


「なんてお手軽な旦那でありんすこと」


　そうからかって、健―――いや、健なのだろうか、顧客ファイルをあさっていたときとは言葉づかいも雰囲気も別人だ―――は、とろりとしたしぐさで持ちあげた手の、人さし指と中指を口にふくんだ。


「ウアッ」


　うめいたのは、二人を襲撃しに来たはずの男だった。うずくまったままブルブル震えだしたと思うと、


「イ、イイ、イイッ！」


　どうやらフェラチオをされているようなおめきぐあいだが、健がぴちゃぴちゃとねぶり吸っているのは自分の指だ。


　その健が、「ぬしさん……」と道与に流し目をむけた。


「ほしゅうて我慢がならぬわいなあ」


　道与は苦笑した。


「いいかげんにしとけよ、大夫たゆう。人前でやったなんて知ったら、健のやつ、首をくくっちまうぞ」


「ふふ……」


　と、健の姿のものは笑った。


「そうはいわしゃんしても、ぬしさん、あの旦那はそこまでしなさんすと泥は吐かぬわえなあ」


「吐くような泥があるのか？」


「ありんすわえ。けれども気が固くて、あちきにもまだ読めぬのでありんす」


「しょーがねェ」


　まんざらしょうがないという顔でもなく、道与はうしろから抱きかかえたままいたずらをしていた健のＧパンを引きおろした。それから自分のズボンのファスナーをおろして……


「おあっ！」


　ズブリと突きこんだ巨根に、目を剝いてあえいだのは、うずくまっていた男。


「ぎっ、ひっ！　い、痛ェッ！」


　じっさいに入れられているのは健の尻なのだが、その感覚が男にもつたわっているらしい。しかも、受け入れ慣れている健の体は喜悦にもだえているが、おそらくバージンにちがいない男は激痛にさいなまれているようす。


「や、やめろ、やめてくれっ！」


　ヒイヒイわめきながら突っ伏した床に爪を立てた男に、こちらはよくてたまらなそうなあえぎを吐きながら、健が言った。


「そろそろ白状しなさんせ。のう、洞門会のヤスジさん」


「なんだ、洞門会の若いやつか」


　つぶやいたのは、道与だった。


「命令したのは組長か？」


　ヤスジはヒクヒクと頭をふった。


「わ、わか、若頭の……」


「ブタ山か。こりねェやつだな」


　健、いや『大夫』がクックッと笑った。


「こんどこそ、あちきに行かしてくんなましな。のう、ぬしさん」


「ああ、俺もちょいと怒ったからな。大夫にまかせるぜ」


「うれしゅうありんす。では、まずはこの子をイカせてやっておくんなまし」


「ああ」


　にわかに気の入った責めに、ヤスジの絶叫と健のかんだかい絶頂の叫びが交錯した。


　そして、ガックリと喜悦のはての失神に弛緩した健の体から、ヤスジの体へと飛んだ一筋の光。大夫が憑き代をかえた霊現象だったから、光は道与の目にしか見えなかったのだが、憑かれたヤスジの面相が変わったのは、だれが見ても一目瞭然だった。いかにもマル暴の対象になりそうな悪相に、道与の目には美しい女の顔が浮かべているものと見える淫奔な表情がくわわって、下品ではあるが勃起中枢をくすぐらずにはいない顔ができあがっていたのだ。


「おや、けっこうないい目を見なんしてたんじゃないか」


　ヤスジが大夫の口調でつぶやいた。もちろん、大夫が、乗り移った体がまだ感じている『情事』の余韻をいったものだ。


「若頭が組員に乗っかって腹上死か。ぞっとしねェ図だな」


「ふふ、まあ因縁でござんすよ」


　そういって、ヤスジはよろよろと立ち上がると、ヨかった悪かったとは別次元の、犯られ傷のせいで尻をつきだしたみょうな格好のまま、ひょこひょことドアを出ていった。


「さて、そろそろ九十九が乗るころだな」


　まだうっとりと気を失っている助手をかかえあげると、道与は、事務所の続きの住いに入っていった。





　道与が篠木健というアブナイ少年をひろったのは、とある事件の解決に動いていたさいちゅうだった。


　経も読めなければ祝詞のりとも知らない道与なのだが、なぜか霊感が強いうえに除霊や浄霊ができてしまう。その道与が出会ったとき、健はタチの悪い怨霊に取り憑かれて、殺人の道具に使われようとしていた。


　篠木健は、そのすぐあとで道与が知ることになった快感への敏感さとおなじていどに、霊に対しても敏感な―――それも、いたく取り憑かれやすい体質だったのだ。


　もちろん道与は、健からその怨霊を追い出してやったのだが、そのときに手を貸したのが『大夫』だった。


　その大夫の正体はといえば、七代ばかりさかのぼった健の先祖の一人らしいということと、花の吉原で人気をはくした花おい魁らんだということ。あまりに床わざが巧みで、客を何人も腹上死させてしまい、そのとがで無念の処刑死をさせられた女だということ。そして、死後二百年はたっているはずだが、いまだにニンフォマニア的な色好みが健在で、ついでに男をもてあそぶのがなによりの楽しみだということがわかっているぐらい。


　ただし、道与や健は、大夫にとってはもてあそぶ対象にはなっていない。健が道与の恋人になったのは大夫が取り憑いてあやつった結果ではなく、二人がじゃれあうのは、大夫にとってはほほえましいことらしいのだ。


　だから二人の情事を応援こそすれ、じゃましたりはしない大夫なのだが、霊の特技である予知能力で危険を察知したときには、あんなふうに出てくる。出てきて、彼女一流のやり方で、後こう見けんしているつもりらしい恋人たちの身の安全を助けてくれるのだ。


　道与としては、いささか迷惑に感じていないわけではないのだが、除霊してしまうまでもないと思っている。健のベッドでのテクニックのおおかたは、彼女のひそかな応援の成果だとわかっているし……


　はっきりいって、岡上道与は根っからのスケベで、大夫とはウマが合わないわけでもない、というわけだ。





　さて、時間どおりにやってきた九十九氏が、十五万の調査料とひきかえに妻の浮気のドキュメント報告を受け取って、いそいそと帰っていったあと。


　やっと、健が部屋から出てきた。


　まだ目の色がぼんやりしているのは、低血圧体質で抜群に寝起きが悪いからだが、顔色がまっさおなのはべつの理由だ。


「所長ォ、またバアさん出たんですかァ」


　そうおそるおそる聞いた。バアさんというのは例の大夫のことだ。


「洞門会から、若いのがちょっかいだしにきやがってな。二、三日はもどってこないだろうぜ」


　答えてやった道与に、


「そう……」


　健は言って、ブルッと震わせた肩を両腕で抱いた。自分の背後霊だろうが強力な守護霊だろうが、そういう存在そのものがとことん怖い健なのだ。


「ねェ……」


　いいかけた青い顔に、道与は「やめとけ」と首をふった。


「あれでヘソを曲げさせたらたいへんな相手だぞ。除霊なんてやろうとしたら、こっちがあぶない」


「でも、僕……」


　こいよと手でまねいて、おとなしくやってきた健を、道与は腰かけた膝の上に抱いた。さっそく桜色の耳たぶに唇で愛撫をしかけながら、ささやいた。


「悪い霊じゃないんだ、気にするな。だいたいおまえには見えないんだから、いないもんと思っとけばいいじゃないか」


「だって、いるんでしょ？　それで、僕の体を使っていろいろ変なこと……」


「俺以外の男がおまえにさわれないのは、大夫のおかげだぞ。なにしろおまえときたら、色っぽいうえに気が弱くって……」


「う・ん……」


　健が言ったのはうなずきの「うん」ではなくて、甘ったるいうめき。彼自身はニンフォマニアというほどの好き者ではないのだが、道与を好きになってしまったのが運のつき。なにも知らなかったうぶな体を調教したのが絶倫スケベの道与だったうえに、やりたい盛りの年ごろだ。いまではすぐに火がついてしまう。


「あ、所長、あっ」


「ズボン脱げよ」


「か、鍵は？」


「客なんか来るかよ」


　つるんとむき出しにさせたかわいい尻を、さあ来なさいと屹きつ立りつしているモノのうえに抱きおろした。


「ああっ、うっ！」


「ん～、やっぱりおまえは、おまえのときが一番だぜ」


　ニヤニヤとうなじにくちづけながら、道与は、ぐるっと椅子ごと窓にむきなおった。闇をバックにした窓によがり悶える健を映して、目でも楽しもうという算段だったのだが……


「ひっ！」


　いきなり健がひきつった。


「あ、あ、ああ……っ！」


　窓に映った健の、恐怖にゆがんだ顔にダブッて浮かんでいたのは、血まみれのうらめしげな女の顔。


「おい、そう締めるな」


　顔をしかめてそう言って、道与はぐるりと椅子をまわした。


「しょ、所長、い、いまのっ」


「おまえにも見えたとなると、よっぽど残念無念な死に方をした女らしいな」


　無造作に言ったとたん、


「わあっ！」


　耳をふさいで身もだえた健に、道与はウッと息を詰めた。はめたままのモノが、恐怖にちぢみあがった健の体に締めつけられて、あやうく暴発しそうになったのだ。


　と、ジリリ～ン！


「きゃあっ！」


　叫ぶなり、どうやったものか、健は受け入れたままの体を百八十度まわして、ひしと道与にしがみついた。


「電話だ、電話」


　おまえ器用だなァとかなんとかつぶやきながら、道与は机の上で鳴り続けている電話を取った。


「はい、岡上探偵事務所」


《仕事をお願いしたいの》


　女の声が言った。


　道与は顔をしかめた。


「料金は払えるのか」


　女は一瞬だまり、言った。


《ええ、たぶん》


　道与は、また椅子ごと、ぐるっと窓をむいた。


　女の顔はまだそこにあった。三階の窓の外に、恨めしげな血まみれの首だけが。


「六文銭じゃ足りないぞ」


　受話器にむかって言った道与に、窓の外の女の唇が動き、電話から声が流れ出した。


《わかってるわ。わたしの貯金通帳からいるだけ取ってください》


「それで、殺しの容疑者としてつかまれってのか」


「しょ、所長、だだ、だれと話してるの!?」


　道与の肩にしがみついて震えている健が、恐怖につぶれた声でささやいた。


「おまえが思ってる相手さ。うおっとっ。そう締めつけるなって！」


「だだ、だって、ゆゆ幽霊からのででで電話だなんてっっ」


　肩をすくめて、道与は、窓の外の首に言った。


「悪いが、化粧をなおしてから出直してくれないかな。こいつ、そういう見ものはだめなんだ」


　とたんに、キンキンいう声が、道与の耳から健の耳にまでつき抜けた。


《あ、あたしだってなんとかしたいわよっ！　でも首だけでどうやってお化粧なおすの!?　だいいち、そっちだって……》


　道与が言い返した。


「そういやそうだが、こっちに関しちゃ、あんたがかってにのぞいてるんだぜ。予約をもらってたわけじゃなし」


　生首はフッと泣きべそ顔になった。


《そ、それは……あ、あやまるわよ。でも、あたし、ほかに頼れる人がいなくって……やっと見つけたのよ、あなたを》


　しくしく泣く血まみれ生首というのは、それなりに無気味さが増す見ものだったが、道与はまるで動じなかった。


「わかったよ。とにかくちょっと消えて待っててくれ。この体勢じゃ仕事の話どころじゃない」


　もっともなことを言った道与に、女はだめなのと頭をふった。


《いまにもあの冷たい土の中にひきもどされそうなのよ。だからいそがないと》


「ちっ、これだから女ってのは……」


　ぼやいて、道与は机の引き出しをあけた。ゴソゴソさがして机の上に出したのは、リカちゃん人形。


「こいつに入れ。何度か依り代に使ってるから素人でもやれるはずだ。入ったらむこうをむいて待ってるんだぞ。話はこれを終わらしてからだ」


《……わかったわ》


　プッと電話が切れた。お話し中のツーツーという音ではなく、ツーという待機音だけが残った。いまの通話が霊現象だった証拠だ。


　受話器をもどして、道与は健の背中に手をすべらせた。


「いいとこでじゃましやがって」


「も、もう行ったんですか？」


「ああ、まあな。俺たちもイクことに専念しようぜ」


「怖かった……」


「だいじょうぶさ、俺がいる」


　口直しのキスからやり直しをはじめたふたりのうしろで、ピクッとリカちゃん人形が動いた。人形はしばらく、試すように手や足をあげたり曲げたりしていたが、やがてギクシャクと起きあがると、樹脂製の小さな胸でふうっと息をついた。いましもクライマックスにさしかかっているふたりにチラッと目をやって、ポッと赤くなった。ギクシャクと背中をむけた。樹脂の顔に描かれただけの目が、恥ずかしそうに閉じた。


「しょ、所長……愛してる……！」


「かわいいぜ、健っ」


　アアッと漏らしそうになって、人形はあわてて唇をかみしめた。ふたりに刺激されて、恋人との情事での熱いエクスタシーを思い出してしまっていた。





　宙に浮かぶ血まみれの生首はどうしようもないほど怖がるくせに、動いたりしゃべったりするリカちゃん人形はＳＦＸの感覚で受け入れてしまえる健の矛盾は、道与には便利な性格だといえる。


　もっとも、


「中身はさっきの生首だぜ」


　と、からかってやるのは忘れなかったが。


「僕はスプラッタが苦手なんですっ」


　言い返して、健は、見つけてきたマヨネーズのチューブのふたについだコーヒーを、人形の前に置いてやった。


「へんなカップですいませんけど」


「いいえ、うれしいわ。二年ぶりのコーヒーなんですもの」


「二年か……じゃあ、もう白骨化してるな」


「ええ、おかげさまで」


「それで、依頼ってのは？」


「わたしを家に帰してほしいんです」


「つまり死体を掘り出して……ってことか」


　言った道与の横で、作業を想像してしまった健がウッと口をおさえた。


「で、どこにいるんだ？」


「それがよくわからないの」


「ふむ。どんなふうにして死んだんだ」


「それが……」


　リカちゃんが涙ながらに話したことをまとめてみると、女の名前は矢や島じま恵けい子こ。恋人がいて、ヨーロッパに結婚式を挙げにいくことになっていたが、出発直前に轢き逃げにあったらしい。


　らしいというのは、突然の死に見舞われた霊によくある記憶の断絶があって、覚えているのは、飛びかかるように近づいてきたヘッドライトの輝きと、轢かれるっと思った恐怖感だけだというのだ。


「それで、気がついたら暗くて冷たいところにいたの。土の中だって気づいたのも、ずいぶんたってからだったみたい」


「葬式の記憶とかは、ないわけだな？」


「ええ」


「家族はいるんだろ？」


「ええ。両親と妹が」


「それなのにあんたは、首だけが土葬になってるわけだ」


　ブルッとリカちゃん……いや、恵子は肩をふるわせた。


「よくわからないの。でも……」


「さっきの姿を考えると、そういうことだろうな。たぶん、死体をバラバラにされて、それぞれ別の場所に埋められたんだ」


「そんな、ひどいこと……！」


　吐き出したのは、健だった。


「あんまりだよ、恵子さんがかわいそうだ」


　道与もうなずいたが、頭の中ではほかのことを考えている顔だった。


「矢島恵子か……」


　つぶやいて、道与は机の上のパソコンのスイッチを入れた。キイをたたいて……


「やっぱりな」


「え、なに？」


「ヤジマケイコ、新都銀行の使い込み事件の重要参考人として二年二か月前に指名手配されてる。いまもって消息不明」


「それが、この人……？」


「あんただろ？」


　とたんに、人形はワッと泣き伏した。


「い、いけないってわかってたわ！　でも、でも俊しゆん二じさんは会社が倒産しそうで、わたしが助けてあげなくちゃ首を吊るしかなくて！　きみのおかげでツキが変わったって！　お金はちゃんと返してからヨーロッパに行くことになってたのよ！」


「ふむ……」


　道与はうなって、ガシガシと頭をかいた。


「もしかしてあんたは、その返済用の金を受け取りに行く途中で、事故にあったんじゃないのか？」


　リカちゃん恵子はコクコクとうなずいた。


「そうよ。まだ監査の前だったし、こっそり返しておけばだれにもわからないから。俊二さんは、ちゃんと約束どおりにお金を作ってくれたのよ」


「その金は見たのか？」


「いいえ」


　リカちゃんは、なんでそんなことを聞くのという顔で、キョトンと道与を見あげた。


「だってわたし、あの夜に受け取る予定で」


「だまされたな」


「え？」


「金なんてなかったんだ。だからあんたを轢き殺して、死体は隠した。たぶん、その恋人のことは職場では秘密にしてたんだろ？」


「……え、ええ」


「彼がそうしろって言った」


「……ええ」


「気の毒だけど、はじめから仕組まれてた公算が大きいな。あんたはいいように利用されて、あげくのはてに殺されたんだ」


「そんな……！」


　叫んだのは健。


「そんなのひどすぎますよ！」


　言って、リカちゃんを見やって、ヒッと息をのんだ。


　リカちゃん恵子の形相が、見るも恐ろしく変わっていたのだ。


「俊二さんを悪く言うのは許さない」


　おどろおどろしい口調で言うなり、すっくと立ち上がった。人形からボヤボヤとエクトプラズムがたちのぼり、宙にむすんだ像は、さっきの血みどろ生首の姿。


「ひいっ！」


　硬直した健が、つぎの瞬間、グニャッと失神した。


「こら、おどかすなって言ったろっ」


　あわてて道与が抱きとめた。


　と、思うと、健がパチリと目をあいた。ひどくしゃんとした目つきでキッと生首をにらんで、言った。


「色しき欲よくに迷ったおろかな女めが。成せい敗ばいしてくれようぞ」


　道与がため息を吐いた。


「弦げん之の進しんさん、勝手な手出しはやめてくれ。彼女はおれの客なんだ」


　健―――ではないらしい―――は、キリッと眉を引き寄せた顔を道与にむけた。


「殺気をもって歯向かうは、すなわち敵。敵は斬らねばならぬ」


「あんたの腕はわかってるさ。いざとなったら助太刀をたのむよ。だが今はまだ話し合いのさいちゅうなんだ。得意のヤットウはいよいよ決裂してからにしてくれ」


　宙に浮かんでいた恵子の顔が怖がるようにゆらいでうすれ、人形の中に吸いこまれた。正確にいうと、『弦之進』の剣気をおそれて人形の体に逃げこんだのだ。


「あ、あの……この人……」


　こわごわたずねたリカちゃん恵子に、道与は心配しないでいいと苦笑してみせた。


「健の背後霊の一人でね、生前は何人斬ったかわからないって物ぶつ騒そうなご先祖だが、話がわからない男じゃない」


「だが、話によっては斬る。正直に吐けい」


「あのなァ、弦之進さん」


「この女、噓を申しておるぞ。噓はなべて悪事のはじまりだ」


「わかってる噓はあぶなくはねェんだよ」


　言い返した道与に、


「う、噓なんて、わたし……」


　恵子は抗弁しかけたが、


「だが全部は話してないな」


　道与に言われてがっくりと肩を落とした。描いた目からポロポロッと涙がこぼれた。


「え、ええ、そうよ」


「なにを見た？」


「か、顔よ、わたしを轢いた車を運転してた男の。で、でも俊二さんだなんて、そんなことあり得ないわ！　わ、わたし、びっくりしてみまちがえたのよ、きっとそうよ」


「だが、疑いがまるでないなら、そんなふうに迷わないはずだ」


　ようしゃなく断定した道与に、恵子は肩をこわばらせ、やがて小さくうなずいた。


「……おねがい、わたしをさがして助けて。このままじゃ、わたし、どこへも行けない」


「引き受けよう」


　道与は答えて、言葉を継いだ。


「じゃあまず、その俊二とやらのことをできるだけくわしく話してくれ」


「はい」


　と恵子は口をひらいたが、「名前は多胡俊二……」と言ったまでで、不意に口をつぐみ、人形はパタッと倒れた。


「弦之進さん、たのむ」


「おう」


　答えた健は、クニャリと倒れた。


　前後して窓から飛び去っていった二つの霊れい光こうを見送って、道与はつぶやいた。


「こっちは俊二さがしだな」


　なかば地じ縛ばくされている恵子は、つるつるすべる斜面に立っている人間が力つきて重力に引かれるように、生首の埋まっている場所にひき戻されていき、弦之進は、その場所を知るべく彼女を追っていったのだ。まかせておけば首の埋めてある場所はわかる。問題は、恋人轢殺犯人の多胡俊二という男だった。


「おい、起きろ、健。仕事だぞ」


　失神している気弱な助手を抱き起こしながら、道与は、今回はまあまあラッキーだったなと思っていた。なにしろ弦之進という男は、霊視したところでは顔立ちは健によく似た二十歳前後のみずみずしい若侍で、毅然としたなかにもどこか艶めかしい雰囲気のある生ツバものの美丈夫なのだが、中身は超硬派。おかげで弦之進が依り憑いているあいだは、恋人の体に指一本ふれさせてもらえない。このあいだなどは、まるまる一週間近くもいすわられて、道与は悶々のあまり気が狂いそうになったものだった。


　だから、弦之進が乗っ取っているあいだの健がいかにアクションシーンに強い頼れる助手であっても、道与には、健でいる健が一番なのだ。こんなふうに、「だいじょうぶだ、もうみんないっちまったよ」なんてなぐさめてやれば、「こわかった……」なんてかわいらしくつぶやいてくちづけを求めてくる健が、道与の好みの恋人なのである。たとえ、助手としてはあまり使えない奴でも。





「じゃあ、偽名の可能性が強いわけですね」


「そういうこと」


　うなずいた道与に、健は困惑した顔で唇をなでた。道与がついそそられる、色っぽい癖だ。


「じゃあ、どうするんです？　聞き込みは手間もひまもかかるし、恵子さんが秘密でつきあってたんなら……」


「とりあえず結婚詐欺師のリストをあたる」


「でも、わかってるのが『多胡俊二』っていう偽名だけじゃ……」


「まかせとけって。顔はわかってる」


「霊視ですかァ？」


　気味悪そうな顔で言った健に、道与は紙とえんぴつをわたした。


「またやるんですかァ？」


　なんとも情けない声で見あげてきた健にうなずいて、道与は立ちあがると、健のうしろにまわった。


　両手で健の目をふさいで、言った。


「気分をらくにしろ。ゆったりと。このまま眠ってしまうつもりで」


「僕、いやですよォ」


「うるさい。おまえは俺の恋人なんだぞ。四の五の言うと離縁するからな」


「そ、そんなァ」


「だいいち、俺がめたくそ無器用なのは知ってるだろうが。


　さあ、えんぴつを持て。あとは、俺にすべてまかせて。カウントするぞ、十、九……」


　すなおがとりえの健は、カウント四でトランスの眠りに落ちた。


「よし、いい子だ。はじめよう」


　道与は、手で健の目をふさいだまま、自分も目をとじた。恵子の思い出から霊視した男のイメージをできるだけ鮮明に思い浮かべて、健に送った。健の手が動きはじめ、えんぴつが紙のうえに線を描きはじめた。輪郭……目……鼻……口……道与の思念を受けて自動書記をつとめているのだ。


　やがてできあがった精巧な似顔絵は、いかにも女たらしな若い顔だった。


「よし、ご苦労」


　背中に手をあててムッとカツを入れて。


「お、終わったんですか？」


　ぐったりした顔でふりかえった健に、道与は褒美のキスをしてやった。


「今夜はおまえの好きなものを食わしてやるよ、フランス料理のフルコースでも何でも」


「わは、ラッキー」


　うれしそうに言った健に、道与はやさしくほほえんだ。


　この自動書記という手は、便利だが、やらされる健にとっては、ひどく体力を消耗する力わざなのだ。





　その夜遅く、ちょうど健が眠りについたころに、弦之進がもどってきた。


　ベッドの上方の宙にぼんやりと浮かび出た弦之進は、道与の腕枕で眠っている健も道与も裸なのを見て、プイと顔をそむけた。


「もう慣れてるだろうが」


　言ってやった道与に、幽霊はクルッと背中をむけた。


《衆しゆ道どうは武士の習いだが、十七にもなっていまだ稚ち児ごに甘んじているのが情けないのだ！　軟弱者めがっ》


「まあ、そう言うなって。で、どこだ？」


《丹たん沢ざわの山中だ》


「くわしい地点は」


《案内なしではわからん》


「……わかったよ。じゃあ、こっちの準備がととのったら頼む」


《骨こつは一つではなかった》


　弦之進がぼそっと言った。


「ふむ？　同じ場所にか？」


《色に迷った女どもの執着未練が渦を巻いておった》


「それで帰りが遅かったのか……なるほど」


　飲み込み顔でうなずいた道与に、亡霊武士はカッと振り返った。青白い美貌が怒りに頰を染めている。


《い、言うに事欠いて～……無礼なっ！》


「なんだ、ちがうのかい」


　道与はとぼけることにかけては、悪びれるなどという罪の意識は持たない。


「ともかく、出かけるのは明日の朝だ。多胡俊二の人相書きをやらしたんでね、しっかり寝かしてやらないと使い物にならない」


　弦之進も、にがにがしい表情はそのままだが、顔色をもどした。


《ではあすは、もーにんぐせっくすとやらは遠慮してもらおう。腰の定まらぬ体では斬り捨て浄霊もままならぬ》


「おいおい、そんなに固まっちまってんのかい？」


《道理の通ずる女になど、まだ会うたことがないわ》


　そして、木ぼく石せき幽霊は消えた。


「旦那、女は知らないと踏んでたんだがな」


　つぶやいた道与の顔は、物思いに陰っていた。つぶやいた口と頭の中とは、べつべつに働いている。


「何人いたのか聞きそこなったが……精力はたくわえといたほうがよさそうだな」


　しかし、俺の金棒で昇天させる相手は、とりあえず健一人でまにあってるんだが……


　胸のなかでのひとりごとを聞き取ったか、健がウ～ンとため息をついて、抱きついてきた。


「所長……いや……ん……」


「おい、ひとりでいい夢見てんじゃないよ」


　健のひたいにチュッなんてしてやった道与のやに下がりぶりを、弦之進はいつもの居場所の部屋のすみの天井近くから憮然と見下ろしていた。やがて寝入った道与の太平楽な寝顔を、なおしばらくにらみ下ろしていたが、フフンと肩をゆらすと、中空で横たわった。ふっとその姿が淡い光になり、すうっと流れたと思うと、消えた。


　吸い込まれるように消えたところは、部屋のすみの安っぽいビニールクロゼット。


　チン……と聞こえたかすかな鋼はがねの鳴き声を、道与は眠りの底で感じ取っていた。弦之進が眠り場所の剣身に帰っていった音だと……





「健、今日はおまえは休みだ。ゆっくり寝坊してるんだぞ」


　耳元で言ってやると、健は低血圧症の寝起きの悪さでぼんやりあけた目を、ぼんやりとしかめた。


「やです……」


　道与がこのセリフで起こした日には、自分の体がどういう役目を持たされるか、健は知っていて、だから「やだ」なのだが。


「じゃあ、白骨死体を掘るか？　二年前のじゃあ、まだ腐りきってない肉が残ってるかもしれんし、髪の毛なんざァそのまんまだろうし、掘り当てたときの臭いったら」


「わかった～！　わかりましたよ……目が覚めちゃうよォ……」


　ぼそぼそと寝言みたいな文句を言った健に、道与は笑ってくちづけた。


「眠らせてやるよ。俺にまかせて。十、九、八、七……」


　むくっと健が起き上がった。そのまま立ち上がって、むっむっと寝起きの全身に気合いを入れた。


「よし。いつでも出しゆつ立たつできるぞ」


　体は健だが、中身はむろん弦之進だ。


「ったく、味も素っ気もない奴だな」


　道与が文句をたれたが、弦之進の健はもうさっさとビニールクロゼットの前に行っていた。


　手早く『弦之進用』のアーミールックを身につけ、クロゼットの奥からひっぱり出した愛刀『叢むら雲くも丸まる』をすらりと抜いた。


　なにを隠そう、弦之進自身の末まつ期ごの血潮を吸った刀身は、ブラインド越しの朝日に青いきらめきをほとばしらせた。


「自分の腹かっさばいた刀をよ、どうしてそうほれぼれとながめられるのかね」


　同じく『汚れ仕事用』のアーミースタイルを着こみながら言ってやった道与に、弦之進はフフンと刀をさやに納めた。チンと涼しいつば鳴り。


「おぬしの知ったことではないわ。


　めしのしたくはできておろうな」


「武士は食わねど高たか楊よう枝じ……じゃないのかよ」


「腹がへってはいくさはできぬ」


「たしかにな」


　毎度の賛同をしてやった道与に、弦之進はフッと目元を笑わせた。


「こやつもだいぶ腰が練れてきたな。おぬしの日夜の薫くん陶とうあればこそと、礼を言っておこう」


「はっ、おてんとさんが東に沈むぜ。いつまでも稚児に甘んじてるのはどうとかって言ってたお方がよ」


「あれは心映ばえの軟弱を申したまでだ」


「じゃあ、出かける前にイッパツ準備運動をやるか」


　にやっと細腕をつかんだ道与の目の前に、あと五ミリでズブリという鋼の輝き。


「冗談だよ」


「わかっている」


　ふたりの男は、フンと笑い交わした。半ば苦笑の道与はともかく、叢雲丸を手にしているときの弦之進は、いたくきげんがいいのだ。





　ナビゲーターをつとめる弦之進の指示で、道与が愛用の四輪駆動車を乗り入れたのは、丹沢山中の、ハイキングコースからはかなりはずれた灌かん木ぼくの林の中だった。


「なるほどな、ぷんぷん臭うぜ」


　道与がいったのは、地面の下の死体の腐乱臭をかぎつけたわけではない。霊感でさとった、そこの異常さだ。


　秋には美しく紅葉しそうな雑木の林は、下ばえの草の色も明るく、アウトドア派のアベックのロマンチックな野合場所として名所になりそうな雰囲気だが、それは見かけだけのこと。じっさいにおこなったアベックがいたとしたら、さぞや恐ろしい思いをさせられる結果に終わっただろう。


　そもそも丹沢山は、都心からも近く、家族連れがハイキングに行く山だぐらいの認識をされているが、なかなかりっぱなその道の成果を秘めている。王座は富士山麓の青木ケ原樹海にゆずるとしても、穂高や槍ケ岳で聞かれるような怪談は、ここでもかなりの数が見聞きされているのだ。


「おい、スコップ」


　言った道与に、弦之進の健はだまって車をおりていった。スコップは屋根のキャリアーの上にくくってある。


　弦之進が現実的な仕事の道具を取りにいっているあいだに、道与は、超現実的だが実害は現実同様の事態への対応の準備をととのえにかかった。


　バックシートに積んできたのは一升瓶入りの日本酒が二本と、スーパー仕込みの『あら塩』の一キロ袋が五つ。一尺物の線香が三箱に、ガムテープで密封した発泡スチロール製の魚箱。


　それらのなかから、道与は、酒一本と塩三キロ、線香二箱をナップザックに詰めた。あとは万が一の予備として、車に残す。


　スコップを手にもどってきた弦之進が、道与がかかえた魚箱を見て顔をしかめ、いかにもいやそうに鼻を手でおおった。


「できれば使いたくないがな」


「そうはいくまい」


　やりとりは魚箱に関係している。道与はそれを運転席に置くと、ドアを閉めた。予備のうちの一キロ分の塩を、車の周囲にぐるりと撒いた。


　弦之進をうながして、出発した。


　道案内の弦之進がストップをかけたのは、車を止めたところから五十歩ほどの空き地だった。五メートル四方ばかりの広さが木のない草地になっていて、カンゾウの黄色い花がそこここで咲いている。


「で、どこだ」


　弦之進は、かがんで何本かのカンゾウの花を折り取った。道与が数えたところでは八本だった。


「八人もか……」


「ああ」


　弦之進が、草地のなかをゆっくりと歩いて立ち止まった。そこの地面に、つんだ花を一本さし立てた。二本目……三本目……


　八本すべてを立ててしまうと、弦之進は、道与にむかってうなずいて見せた。


　うなずき返して、道与はナップザックから線香の箱を取り出した。一箱分まとめて火をつけると、草地の周囲をぐるりとめぐって歩きながら、一歩ずつの間隔で地面に線香を立てていった。二箱と半で、草地を、香煙を立てる線香の柵がかこんだ。


　じつはこれが、道与式の結界の張り方だった。一尺（約三十センチ）の線香が燃えつきるまでは、この場所を外界から遮断していられる。


　準備の第一段階を終えると、道与はナップザックから塩の袋を取り出して、まず自分の口にガバと放り込んだ。


「うえっ、しょっぺー……」


　のどをグビグビいわせながら、残りの塩を二キロ分、結界の外にむかってまんべんなく撒いた。インスタント雑霊祓いだ。


　最後に酒瓶を持ち出すと、口をあけて、弦之進に差し出した。弦之進は、受け取った瓶から一口ふくんで、プッと叢雲丸に吹きかけた。それから、ごくりと一口、うまそうに。


　返してよこされた酒を、道与は、まず左の手にちゃぷりと振りかけた。それから右手に。早い話が酒で手を洗って、それから、弦之進が立てた八本の花の墓標の一本ずつに、ていねいにそそいでまわった。


　そして、八本の花が見渡せる場所に、どっかりとあぐらの尻をすえた。


「いいぜ、ねえちゃんたち。出てきな」


　白昼の幽霊というのはどこか間が抜けたイメージがあるが、霊体は昼も夜も存在はしている。夜のほうがなにかと人目につきやすいというだけだ。


　で、舞台は夏の日ざしもまばゆい開けた草地ではあったが、招喚に応じて現われた女たちは、道与の事務所に現われた恵子とおなじく、血みどろの生首として姿を見せた。


　しかし、


《ああ……まぶしい……》


　そう言った者があったのは、やはり亡霊は闇に属しているのが本来だからだろうか。


「ねえちゃん」


　道与がまず声をかけたのは、その日ざしをまぶしがった生首だった。


「あんただよ、そこの美人。名前は？」


《あたしはそういうカルい女じゃないの》


　生首はツンと、つぶれた鼻を上にむけた。もとはたしかに十人並みではあったらしい顔の傷みぐあいから見て、この女も轢殺されたようだ。


「誤解しないでくれ。俺が名前を聞いたのは、あんたをうちに送ってやるためだ」


　おとなしく言った道与に、女はますますそっぽをむいた。


《よけいなお世話だわ。あたし、待ち合わせをしているの。もうすぐ彼が車で迎えに来てくれるのよ》


「へえ」


　道与は愛想よく言った。


「もしかして行き先は、教会かな？」


　その瞬間、女の顔つきが変わった。なんとも無念そうな表情とニッコリほほえもうとするらしい表情が交錯して、般はん若にやのような形相になった。


《ええ、そうよ、軽井沢の教会でお式を挙げるのよ》


　言っているうちに、女の形相からほほえみが消えていき、無念な思いが濃さを増した。


《あたしは幸せになるはずだった。だのに……なぜあたしはこんなところにいるの!?　ここはどこ!?　あたしのすてきなおっぱいは？　あの人がかわいいって何度も咬んだお尻はどこにあるの!?》


「わかってるはずだろ、うすうすぐらいは」


　道与が静かに言った。


「あんたは死んで、首だけがここに埋められてる。毎日パックしてた顔はもう腐っちまって、いまじゃ骨しか残ってない」


　残酷な事実を淡々といってやった道与に、生首は血みどろの形相をさらにぐしゃぐしゃにゆがめた。


《うそよ！》


「うそじゃないのを、あんたは知ってる」


　道与はきっぱりと返した。


「俺は、あんたの骨を掘り出してうちに帰してやるためにやって来た。あんたがのぞむなら、あんたをそんな目に遭わせた男を見つけ出してつぐなわせてやろうとも思ってる。たしか俊二とかいったかな」


　道与がその名前を口にした瞬間、ハッと動揺の気配をしめしたのは、道与が相手にしていた生首だけではなかった。


《どうして!?　俊二さんはわたしを愛してるわ!!》


　そう叫んだのは、八つの生首の七つの口。


　そして女たちは、たがいの存在にはじめて気づいたというふうに同類たちを見まわし合い、ギリギリとにらみ合った。


《俊二さんがあんたを!?　はっ、ブスがなに寝ぼけてるのよっ！》


《ブスですって？　年増がよく言うわ！　三段腹の女なんて俊二さんが相手にするわけないじゃない！》


　こっちで二つが口汚い言い合いをはじめれば、そのむこうではべつの二つが似たような口げんかをはじめている。そのとなりでは、三つどもえの女の争いが起きていて……


　そんな中でただ一つ、かなしげに沈黙を守っている生首を見つけて、道与は手まねいた。


「恵子ちゃん、こっちだ」


　恵子の首だけの亡霊は、道与がさしのべた手の上に、頰ずりするように乗った。


《知らなかったわ。この人たち、みんな？》


「ああ。あんたと似たような運命をたどらされた仲間だな。で、あんたはどこだ」


《あそこ……みたい》


　生首が自信なさげに目でさした花の墓標の一本にむかって、道与は「たのむ」と顎をしゃくった。


「心得た」


　すっと足を踏み出したのは、弦之進の健。本人が目覚めていたら悲鳴をあげてつっ伏すか逃げ出すだろう、生首たちの口げんかのあいだを悠然と通り抜けて、恵子が教えた墓標の地面にザクとスコップを突き立てた。


　とたんに、女たちがシンと静まった。霊の目にはぼんやりとしか感知できない現実界でなにが始まったのかと、それぞれに目をこらしている。


　やがて弦之進が、スコップを置いてすっと身をかがめた。健のものである、男にしては華奢な手で取り上げたのは、まだ白くさらけてはいない、あめ色のどくろ。


「あんたかい？」


　道与が手の上にいる生首に聞いた。


《いや～ァ……》


　恵子は細い泣き声をあげた。変わり果てた自分の姿への、当然の感想だった。


「よしよし、いい子だ。あんなもん、ただの抜け殻だ、気にするな」


　なぐさめてやって、道与は発掘人にむかってうなずいた。


「弦之進さん、矢島恵子だ」


「承知」


　弦之進は胸のポケットからさらしを引き出すと、恵子のどくろを包んだ。それからマジックペンで、『矢島恵子姫命みこと』と。


「さあ、とりあえずの依り代を作ったから、あれへおさまっておいで。いや、リカちゃんは今日は持ってきてないんだ。悪いな」


　言ってやって、道与は、自分のどくろには近づきたくないらしい恵子の亡霊首を、ぽんとかるく投げあげた。


「恵子姫のミコト、御おん名みよう跡せきに鎮まりたまえ」


　ややためらっていたが、すっと首は光になり、包みに書き込まれた文字に入った。


「よしよし、すなおな女ってな、けっきょく得だよ。いいことあるぜ」


　さて、と道与は顔を上げた。あとの七人はこう簡単には自縛を解けまいという思いが、精悍な顔つきにめんどうくさそうな表情を刷きくわえている。


「そこのねえちゃん、あんた、名前は」


　最初の亡霊にしたのとおなじ質問をやった道与に、化粧のぐあいからして水商売らしい女は、


《あたし？　……は》


　案外すなおに死苦まみれの口をひらこうとしたが、


《言うんじゃない！》


　恐ろしい声にさえぎられて、びくっと黙った。


　さえぎったのは、道与が最初に名をたずねてやった、あの光をまぶしがった女だ。


「やっぱりあんたからやらないとだめか」


　道与が苦笑した。


「じゃあ、時間を倹約といくかね」


《男なんか信用しない！　ああ、そうとも！　男なんかみんな取り殺してやるっ!!》


　物騒なセリフをわめいた生首に、


「まあ、そうとんがりなさんな」


　こちらは、ふてぶてしい落ち着きで返して、道与はあぐらのひざに手を組んだ。その背後に、すっと寄り添ったのは、弦之進。手にした叢雲丸をすらりと抜き放ったと思うと、瞑想に入ったらしい道与の後ろ首……ぼんのくぼのあたりに、ぴたりと切っ先を当てた。


「おい、紙一重にしといてくれよ」


　道与が注文をつけた。


「わかっている」


　と弦之進がうるさげに却下した。


　数秒間の沈黙ののち。女たちも、とうに絶えた息すらひそめたように静まり返っている中を、道与の声が流れた。


「十一月四日、小島多与子。あんただ」


　道与が指さした先で、生首の一つがたじろぎ、すっと消えた。


「見取った」


　弦之進の声が道与に告げた。


「五月二十七日、田中君江。あんただな」


　もう一つ、生首が消え、消えた先の墓標を見取った弦之進が合図の声を上げた。


《なにすんのよ、あんたたちっ……》


　金切り声でわめいたのは、道与に名を明かすのをこばんだ女だった。その形相はすでに般若の域を越えて、『健』が健だったら一目で白目を剝きそうなすさまじさだ。


　しかし、今ここにいるのは、悪霊も暴力団のチンピラも「フフン」のひとからげで片づける男と、わが腹を断ち割り心の臓をつかみ出すという、歴史上でも五指に入ろうという見事な自刃をやってのけた男。


　白昼の光をまぶしがるていどの『なりかけ悪霊』などにおびえるような、ヤワな肝きもは持っていない。


「おのれ、うぬらァ……ぐらいの怨霊っぽいセリフは出ないのかね。教養が知れるぜ」


　ぼやきともからかいとも受け取れるつぶやきをたれて、道与は、つぎの女の身元調べにかかった。


　亡霊の記憶から名前と死亡日とを読み取っている。それが道与にもらくな作業ではないことは、顎から首筋にかけての固く引き締められた筋肉のこわばりに現われていた。


「あんたは……十月十一日……猪野千代」


　道与の指が残った生首の一つをさして、そう言い終えようとしたときだった。


《プライバシーの侵害はよしてっ！》


　金切り声は、物理的な力をおびた霊の体当たりとして、道与の胸に炸裂しようとした。


「推すい参さん！」


　受けたのは弦之進の声。応えたのは、半瞬前までは道与のぼんのくぼにぴたりと切っ先を据えていた剣身。


　ひるがえった動きも、見えたのはキラと陽をはじいた輝きの残像だけという瞬速の技で、蒼刃は飛びかかった亡霊と道与のあいだに割り込み、怨霊を両断していた。いや、正確に言えば、弦之進は刀身を盾として道与の前へ振り下ろしただけで、そこへ突進した亡霊がかってに二つに斬れただけだ。


《ぎゃーっ!!》


　こんどばかりは怨霊らしい絶叫を放った生首女に、弦之進がぼそりと言った。


「そもそも亡ぼう魂こん、死にはせぬわい。だが斬られればふたたび死ぬ心地がいたすであろう。おとなしゅうしておれ」


《もう～っ、もう～っ！》


　足があったらじだんだを踏んでいるところだろう。女はギリギリと歯嚙みしたが、もういちど斬られてみる気はうせたらしい。かわりにどこへか飛び去ろうとした。


　しかし、女のいる草地の周囲は、やっと半分まで燃えた線香の煙が作る結界にかこまれていた。


《なんでよ!?　あたしがなにをしたの!?》


　わめいた女に、道与がひっそりと言った。


「あんたはなにもしちゃいないさ。罪があったとするなら、男を見る目がなかったのと、お人好しすぎたってことだけだ」


　それから道与は、怨霊女にむかって手をさし出した。


「来な、永山るり子さん。俺はあんたの結婚願望を満たしてやることはできないが、せめて、あんたのために泣いてくれる人たちのところへ帰らしてやるから」


　女の形相が怨念から悲哀に変わるのを、道与はゆるがない目で見取った。


《俊二さんには処女をあげたのよ。お金も、心も、持ってるものはぜんぶ……》


　うめくような告白を、道与はうなずきで受け止めた。


「あんたは運が悪かった。だが、これ以上悪くすることはない。成仏して、生まれ変わって、こんどはいい男を見つけるんだ」


《そんなことができるのかしら……あたしは三十前まで処女ですごした行きおくれのＯＬで……あげくに初めての男にだまされて……》


　ク・ヤ・シ・イ～……


　つぶやきをしたたらせた唇が、ぐぐーっと横に裂けた。


《男なんか……男なんか……二度と信用するもんかァッ!!》


「弦之進！」


　道与が叫んだ。


「ことわる」


　弦之進が答えた。それへ、


「時間がねェんだよっ！」


　たたき返したセリフより先に、弦之進の健のみぞおちにたたき込んだひじ打ち。


「グッ」


　力ずくで健の体からたたき出された弦之進が、中空で憤怒の目を剝いたとき、瞬間的に霊的な真空となっていた健の肉体には、すでに永山るり子の亡魂が吸い込まれていた。


「あ……」


　茫然と立ちすくんでいる健の肉体のなかのるり子は、なにが起きたのか理解できていない。


　そのあつかい慣れた体から、道与はあきれるすばやさで下半身の着衣をはぎ取ると、あぐらのひざに抱き込んだ。


「あんたの二人目の男になってやる」


「え……？」


「俺の、この世でいちばん大事な恋人の体を貸してやるから。燃えて、イッて、くだらねェ男への未練なんぞ吹き飛ばすんだ」


「え？　あっ、いやっ、あっ！　ああっ……」


　るり子が事態に気づいたときには、すでに道与のエレクトした逸いつ物ぶつは、受け入れ慣れた秘穴に最初の一突きをくれていた。そして健の肉体は、中身が誰であれ、とぎ澄まされた性感をにぶらせる構造にはなっていない。


　たちまちるり子は、怒濤の喜悦にのみ込まれ、翻弄され……一声の絶叫をほとばしらせて絶頂の彼方へ昇天した。


　と思うと、すっく、というより飛び離れる勢いで道与のひざから立ち上がったのは、昇天したるり子と入れ違えに、健の肉体にもどった弦之進の行動だ。


「おのれはァ……！」


　頰には情事の余韻の赤みも濃い顔でキリキリと歯を鳴らしながら、できるだけのすばやさでズボンをはき込んだ。


「は、恥というものを知らんのかっ！」


「忘れたな」


　こちらは悠然と用済みのイチモツをしまいこみながら、道与が言い返した。


「で、見取ったか？」


「ああ！」


　取り落としてあった叢雲丸を拾い上げながら、弦之進はキンと返事した。


「じゃあ、あと四人だが……」


　道与は、まだ残っている生首女たちにジロリと視線をめぐらした。


「あと五分ばかりで、結界を守っている線香が絶える。で、そのあとどうなるかってェと……まあ、見ろや」


　顎をしゃくった道与の目線を追って、女たちはヒッと凍りついた。


　たゆたゆとくゆり昇っている煙の囲みの外には、青ざめた男たちの影がゆらゆらと……


「この山で遭難した数にしちゃ、ちと多い気がするが、とにかくあんたたちを仲間に引き込みたい連中だ。山幽霊の情婦でやってくってんなら、むりに止めやしないがな」


　しかし影のような男たちの陰気な顔つきは、女たちの気を惹かなかったようだ。


《や、山中豊子よっ、連れて帰って！》


　一人が叫んだのが皮切りだった。


　八人ぜんぶの名前を聞き終えると、道与は立ち上がった。霊能力の増幅装置として働いた刀をおさめた弦之進からスコップを受け取ると、花の墓標を片端から掘りはじめた。掘りあげたどくろは弦之進がさらしの包みに作っては、女たちの名を書きつけていく。


　道与が最後の墓にスコップを突き立てたときだった。


「来るぞ」


　弦之進の落ち着き払った予告に、道与は、鼻の頭に土を飛ばした顔を振り向けた。


　なるほど、線香の一本がいましも燃えつきようとしていた。


「まかせる」


　みじかく答えて、道与は、掘りかけの墓にペッとつばを吐いた。仕事をはじめる前にふくんだ塩まじりのつばは、しないよりましというていどではあるが、女の霊の防護策。


　それから、弦之進がまとめておいた女たちのどくろの包みのまわりに、残してあった塩をどかどかと撒いた。これまた防護措置だ。


　すませてとって返すや、道与はがばがばと土を掘りあげ、最後のどくろを掘り出した。


　しかしそのときには、すでに弦之進と幽霊たちとの戦いは始まっていた。


　山で死んだ男たちは、看取られなかった最期の寂しさが呪縛となるのか、あるいは山そのものの魔力に縛りつけられるのか。地縛から解き放とうとしても簡単には言うことを聞かないばかりではなく、仲間を増やそうとする思念が強い。囚われれば、新人山幽霊だ。


　さらに、道与たちが守っているのが女たちであることも、山幽霊たちの執念をかきたてていた。生前は『[image: ]娘さん、よく聞けよ、山男にゃ惚れるなよ』などと粋がっていても、本音をさらせばモテたい、やりまくりたい。そしていざ亡魂となり果ててみれば、そういった本音のレベルの願望ほど根強く残ってしまうものだ。


　定められた時間の経過にしたがって線香はつぎつぎと燃えつきていき、それはすなわち敵の侵入口の拡大だった。


　体中のうぶげがよじけ立つような陰惨な喚声をあげて、山幽霊たちは襲いかかる。


　それを弦之進は、七人の女たちの霊のただ一人の守り手として、斬り払い、追い退ける。


　そして道与はというと……


　最後に上げたどくろを片脇に抱いて、来たときは五十歩だった車までの道のりを疾駆していた。


　むろん、山幽霊たちは、道与を見逃してはいなかった。襲うというより取りすがるように、走る道与の全身に絡みついて、なんとか取り込めようと生気をしゃぶり吸っている。


　車まであと数歩というところへ来たときには、道与の顔は土気色になっていた。


　霊視能力のある人間には、道与の姿は、取り憑いた何十人という山幽霊たちのおぼろな姿に隠されているだろう。それだけの数の襲撃者に、物理的な生命力もだが、生きる気力という意味での生気もしゃぶり取られては、いかにタフで鳴らした岡上道与といえど、息も絶え絶えになろうというものだ。


　それでも道与は、愛車のドアまでたどり着いた。引きあけて、シートに待機させてあった発泡スチロールの魚箱を引き出した。密封のためのガムテープをはがし取る手間をはぶいて、ドカとスチロール箱を踏み破った。


　とたんに、もうっと立ちのぼった魚臭。いや、内臓やらのアラばかりを詰めた箱から流れ出たのは、腐敗臭をふくんだ血臭だ。


　わらわらと山幽霊たちが動揺した。機をのがさず、道与は魚箱を抱えあげると、渾身の腕力で投げた。箱は二十メートルばかりの距離を飛び、グシャリと割れて中身を飛び散らせた。


　いっせいに、山幽霊たちはそちらへ引かれた。邪霊と化した彼らにとって、生臭い血の匂いは、ネコにマタタビの効果だったのだ。


「弦之進！」


　叫んだ道与に、「おう！」という応え。


　道与は運転席に飛び乗ると、イグニッションキイを差し込んだ。


　十秒数えて、キイをひねった。


　ブルルンッ！


　ぴたりのタイミングで、どくろをくるんだ七つの包みを、串だんごよろしく叢雲丸のさやに並べ通した弦之進が、助手席にころげ込んできた。


「忘れもんはないな？」


「誰に聞いている」


「よっしゃ」


　返事をしたときには、道与の手はバックシートに残してあった酒瓶をつかみ取り、まだあけ放しのドアからブンと投げていた。それが地にたどり着いてガシャンと割れたときには、４ＷＤ車はタイヤを鳴らして走り出していた。


　魚箱の血臭に引き寄せられていた山幽霊たちが、あらたに立ちのぼった酒の芳香に誘われてそちらに流れるのをバックミラーで確認して、道与は窓の外へどなった。


「さわがせて悪かったな！　その酒で残念会でもやってくれ！」


　そのひざの横で、最後の救出になったおかげで道与に運んでもらえた永山るり子のどくろが、チチッと不満げなきしりを立てた。


「まあ、そう言うな、ねえちゃん」


　グインと林道へのハンドルを切りながら、道与は笑った。


「男ってのは、生まれた時から死んだあとまで、女のことしか考えないのさ。かわいいもんじゃないか」


　それから、つけくわえた。


「ふつうの男はな。俺は、生まれる前からの男好きだ。悪いな」


　チ……と、るり子のどくろは沈黙した。健の体を借りたことで、このふたりの結びつきがはるか前世までさかのぼっていることをわかってしまっていた。


　るり子の生涯二人目の男には永遠の恋人がいて、しかしその男は、なんの縁もない自分の心を溶かすために不倫さえいとわない……


　生まれ変わっても幸せなんかにはなれないと、るり子は魂の奥でつぶやいた。


　でも、あなたって男に会えてよかった。……たぶん、すこしはね。





　さて、女たちのむくろは、それぞれの身元調査も成功して、親や家族の元に帰せたが……


『俊二』さがしは予想外に難航した。


「だました女は、用済みになるとつぎつぎに殺してった奴だからな。全国の警察をあたったが、結婚詐欺の訴えも出てないんだ」


　苦節一週間、ついにあきらめたようなセリフを吐いた道与に、健がかみついた。


「それじゃ、まるっきりタダ働きになるじゃないですか！　だいたいね、所長は甘いんですよ！　八人もの消息不明人を発見してやったっていうのに、『謝礼は加害者を捕まえてからでいいです』なんて！　カッコつけるからですよ！　僕はあきらめませんよ！」


「あきらめねェって、どうするつもりだ」


「ど、どうするって……それ考えんのは所長の仕事でしょ？　僕はただの助手です」


　自分が頭脳労働をしないでいい根拠を堂々と主張した健に、書類満載の机の空き地にくたびれきった頰杖をついていた道与は「やれやれ……」とため息をついた。


「結婚詐欺のリストに上がっていた分については、全員、おまえが描いたモンタージュとのつき合わせをやった。何人かいた『俊二』については特に念入りにチェックした。結果は、該当者なし。


　八人の女たちの、『俊二って男にだまされた』って以外の共通点を見つけるための、詳細な身上調査もやった。


　抱いた女の首をちょん切れそうな前科者のリストも作り、調査検討した。金目当てでなんでもやれる連中のいる事務所には、しらみつぶしにおうかがいをやった。


　おかげで俺は、この一週間で五キロもやせこけ、おまえとのベッドインも三日に一度ってありさまだ。


　にもかかわらず、『多胡俊二』の手がかりは、まったくどこをさがしても出てこない」


　だから、残された頼りは、おまえのたよりない頭なんだ……とは、さすがに口には出さなかったが、目には込めた。


　道与に、健が言った。


「八人とも東京の人だよね」


「ああ。出身はいろいろだが、女たちが俊二と出会ったのは東京でだ」


「東京かその近辺に住んでる『多胡俊二』の調査はやった？」


　アガ………と道与の顎がおっこちた。


「まだなら、電話帳調べてみましょうか？　もしかして多胡俊二は本名だっていう可能性もあるでしょ？」


「うわおぉっ!!」


　吠えて、道与は頭をかかえてつっ伏した。


　背中がふるえ、肩がゆれて、


「あっはははははは!!　お、お、傍おか目め八はち目もくだあっ！」


　健が眉をひそめたのは「オカメハチモク」の意味がわからなかったからだ。しかし、自分が所長を狂喜させるようなアイデアを提出できたということはわかった。


「アタリが出たらボーナスくださいね」


　にこっと言ってみた健に、所長は、完全にタガがはずれきっている顔でコクコクうなずいた。


「ああ！　サイパン五泊六日。ヤシの葉陰でやりまくりの旅だ！」


　健はブッとふくれた。


「僕、現金がいいんですけど。欲しい夏物があるんですよねー」


「おまえは裸でいるときがいちばんさ」


「じゃあ、町も裸で歩くんですか？」


「あ……いや。好きな服とサイパン旅行だ」


「やった！　ラッキー。あ、ホテルは五つ星ですよ」


「あったらな」


「……なかったら？」


「砂まみれでやるとな、刺激がものすごい。泣きわめくほどイイって話だぜ」


「………………」


　黙ってしまった健にスケベったらしいウィンクを残して、岡上所長はＮＴＴ人名事典を調べに出ていった。


「もうっ、そんなの……死んじゃいますよ」


　珊瑚砂のビーチでのハードセックスを想像していた健が、とろりとさせた目つきでつぶやいたころには、道与は、道端でタクシーを止めていた。





「サイパン五泊六日の旅。出発はこんどの月曜だ」


　さし出されたクーポン券に、健はうれしさ全開の顔をあげた。


「見つかったんですね!?」


　開口一番のセリフがそれだったのは、健にも健なりの『探偵業』にたいするプライドと情熱がある証拠だ。


「ああ」


　うなずいた道与の顔も、長かった便秘の日々を解消した晴れやかさだった。


「港区在住、多胡俊二、三十二歳。インポート・ブティック経営。結婚歴なし。


　偽名だと思い込んだのが間違いだったよ。


　裏も取れた。彼女たちが殺された日にちはすべて、多胡が仕入れのための海外出張に出た日に一致してた。おまけに、パスポートに押された通関日時は、すべてその一日か二日遅れだ」


「状況証拠はそろいましたね」


　まるでプロの探偵助手が言うようなご感想に、たまには素人の助けも必要とするプロの探偵は、フフンと鼻を鳴らした。


「それだけありゃ充分だろうさ。なあ？」


　道与が目を向けたのは、部屋のすみの天井近くの中空。


　そこでふたりの話を聞いていた大夫は、道与の「なあ？」に、ニイッと賛同した。


《あちきにまかせておくんなまし。女の誠まことを食い物にするような外げ道どうは、畜生道にでも堕おちるが似合いでありんすわえな》


　それへ（ああ、まかせるよ）と目で言った道与の顔を、健が見ていた。


「しょ、所長……もしかして……」


　知らずに霊を引き寄せたり取り憑かせたりする以外の霊能力は持っていないが、怖がりの本能がよけいなことを教えたのだろう。


　大夫がいるあたりに目を向けまいとしながら、ふるえる声で言った健を、道与は来いと引き寄せた。


「三日ぶりだな、健。おまえのここを夜泣きさせとくのはつらかったぜ」


　ささやきながら、ぷりんと丸い尻を包んでいるジョギングパンツの、さあ手を入れて……といいたげなラフな裾から、夜泣きポイントへの直行便を送りこみ……


「おおっ!?　ノーパン！　そうか、そんなに……悪かったな、健」


「わ、忘れただけですよ、穿くの」


「うそつけ」


「あっ、やめ……っ。バ、バアちゃんが」


「見てねェよ、だれも」


　しゃあしゃあと噓をついた道与の頭上で、大夫が朱い唇をたまらなげになめた。


　ニンフォマニアの大夫は、のぞきも趣味のうちだった。そして男色のからみ合いは、女の大夫には求め悶えても手に入らない世界の喜悦ゆえに、ことさらに気をそそられ……


　立たされたまま片足を抱え上げられた若衆の蘇す芳おう色の菊座に、枕絵そのままのような巨大な摩ま羅らがあてがわれ、みりっと押し入れられるさまを……あっとのけぞった色子若衆の両手の指は、おのれを犯す摩羅の持ち主のたくましい肩をすがりつかみ、みりみりと犯されていく喜悦にしたがってすがりの爪を食い入らせていくのを……呑み入れ果たした太摩羅の抜き突き激しい荒責めに、たちまち髪振りみだしてよがり叫び、みずから腰をくねらせ乱れ狂っていくのを………大夫はうっとりとながめていた。


　そして大夫にそうした楽しみを提供するのは、道与からの暗黙の謝礼だった。


　女という存在には特有の勘定高さとがあり、それを認めずに収支バランスのない協力関係を結ぼうというのは、男のわがままというものだ。


　むろん、道与の損にはならない一石二鳥だからのことではあるが、謝礼としての機能を果たしているのは事実だった。


「イク、しょ、所長っ、イクゥッ!!」


　喘ぎ叫んだ健が熱くほとばしらせた瞬間。


　大夫もまた、多胡俊二のいたぶりへの思いをほとばしらせ、つかの間の情夫のもとへ飛んで行っていた。





　その事件は、派出所の業務日誌によると、『公然わいせつ罪』の一語で片づけられている。が、内容はかなり異色であり、波紋は迷宮入りになっていた八つの事件におよんだ。


　ざっとその公然わいせつ事件をまとめてみると―――ことを起こしたのは三十二歳の個人貿易業・多胡俊二。場所は銀座四丁目の交差点付近で、歩行者天国の雑踏のなか。衆目を浴びながらの強姦という破廉恥きわまる犯罪の被害に遭ったのは、散歩中だったノラのメス犬。たしかに、毛並みからして若くはあったし、美人でもあったのかもしれないが、紛れもない犬だったのも、また確かだった。


　目撃談によれば、多胡は自分の横をトコトコ通りすぎようとしたそのブチ犬に、ぎょっとした顔で「千代じゃないか」と呼びかけ、犬が振り向くと「るり子……！」と絶句した。そして、よく通行人からハンバーガーのかけらなどをもらっていた犬が、尾を振って近づくと、泣き笑いのような顔でなにやらつぶやきながらズボンの前をあけ……


　公衆の面前での獣姦は、すぐさま最寄りの派出所に通報され、多胡は駆けつけた警官にわいせつ行為の現行犯で逮捕された。


　ところが、その取り調べ中に、いきなり、八人の女性たちの殺害と死体損そん壊かい遺い棄きをべらべらとしゃべりはじめたものだ。


　大夫の取り憑いたノラ犬にしくまれた、人前でのとてつもない恥さらしが、多胡の極端に見栄にこだわる性格に鉄てつ槌ついをくだした結果だった。


　のちに行われた精神分析によると、親兄弟をふくめた周囲の人々からの『優秀で人間的にもすぐれた男』という評価を守ることは、多胡にとって、女一人の人生と命を食いつぶし、それをくり返すのに、充分正当な理由になっていたという。


　自意識だけが肥大した一種の異常者だった青年実業家は、その年の暮れ、死刑執行の日を恐れながらの獄中生活という地獄に、生きながら埋葬された。





　―――太陽が赤く燃える円盤となって、金箔をしわ立てたような水平線の涯にとろけ沈んでいく、サイパンの夕暮れ―――


「ひっ、ひいっ!!」


　声にならない悲鳴をあげて、くたりと意識を手放した健が、すぐにひらいた目に健のものではない表情を浮かべて起き上がるのを、道与は苦虫をかみつぶした顔で見ていた。


　南洋の楽園にやってきて二日目で、早くも九人目の憑ひよう依い客だ。


「サイパンってのは失敗だったなァ……」


　ラタンの椅子に深々と沈み込んだかっこうでぼやいた道与に、健に入り込んだ大日本帝国陸軍兵士は、ムンと肩をそびやかした。


「わが軍の作戦には失敗はない。転進はひとえにあらたなる勝利のための布石であり」


　どうやら今回は士官だったようだ。訓くん令れい調でとうとうとしゃべっている男に、道与はひらひらと手を振り、言った。


「あんたらの戦争は五十年も昔に終わった。あんたはとっくに死んでる。で、極楽浄土に行きたけりゃ」


　道与はめんどうくさそうに、砂浜のむこうの落日を指さした。


「あっちの方角。日本に帰りたきゃ、その逆だ。ってことで、どっちでも好きなほうへ行ってくれ」


　それから、すうっと胸いっぱいに息を吸い込んで、どなった。


「とにかくとっとと俺のお楽しみから出て行け!!　ぐずぐずするな!!　地獄に蹴り込まれたくなけりゃよそをあたれ!!」


　きょとんと、健は道与を見た。


　それからフルルッと細い肩をふるわせ、ちいさな声で言った。


「帰りましょう、所長。僕もう……」


　道与もフウとため息しながらうなずいた。


「ああ。これなら由ゆ比いケが浜はま海岸のほうがまだましだな」


「……ですね。あそこのは鎧よろい武者だから、見えちゃっても、ここのよりはまだ……」


　言ってる健のうしろにただよってきた、大砲の直撃でも食らったらしい戦没日本兵を、健が見てしまわないうちに霊れい喝かつで追い払い、道与は椅子から立ち上がった。フロントにつながっている電話を取った。


「四〇四号室の岡上だ。できるだけ早い成田行きに乗りたい。手配してくれ」


　返事を待つあいだに目をむけた部屋の外では、ホテルの専用になっているビーチをカラフルな水着で行き交う日本人観光客のあいだを、何人もの戦病死した日本兵の亡霊がうろついている。


　まったく、うっかり太平洋戦争の激戦地なんぞに遊びにきてしまったのは、かえすがえすも大失敗だった……


　なんてことを思っていた道与の目に、亡霊の一人が、ツッと引かれるように動くのが見えた。きゃらきゃら笑いながら通りかかった女子大生らしいグループの中に、波長が合う者がいたのだ。よろよろと女たちについていく亡霊を、道与はむっつりと見送った。


　ああして寄る辺を見つけて日本に帰っていくのはいいが、祖国は、出征してきた当時とは別天地のように様変わりしている。親兄弟の居場所や自分がおさまるべき位牌や墓所を捜し当てられる者は、どれほどいるか……。けっきょく、待っていたのは、やはり漂ひよう泊はくの浮遊霊としてさまよう運命だけだという場合が、ほとんどのはずだ。


　しかし道与には、手を貸す気はなかった。気の毒だと思うことは「取り憑いてくれ」という看板をあげるようなものだから、それも思わない。


　なにしろこれは、引き受けたなら何万人かの身元とその遺族たちの調査をやるということなのだ。とても個人営業の探偵屋がこなせる仕事ではない。


　受話器のなかで、フロント係の声が道与を呼んだ。


「はい。今夜の最終か、あさっての便？　もちろん今夜のほうだ。ああ、いますぐチェックアウトする。タクシーを呼んどいてくれ」


　電話を切って振り返ると、健は、見てはいけないものを見ないために目をつぶって、手探りで荷物を詰めていた。


　道与は苦笑して、作業交代の声をかけてやった。




妄根










「一晩だけ、いえ、一回だけでいい！　お願いよ、あんたが欲しい。あんたのこの凄いのであたしを殺して！」


　演出効果を計算しつくしての選択にちがいない。うす桃色の絹の長じゅばん一枚というしどけない姿で迫る美女に向かって、男っぽい美貌の眉をぴくんと跳ね上げた。長身は柔軟で強靭な筋肉で形作られ、引き締まった体たい軀くのどこにもむだはない。


　男は『岡おか上がみ探偵事務所』の若き所長、岡上道みち与のぶ、二十八歳。


　コンクリートジャングルに棲せい息そくする野獣たちの中でも、闘争能力で白はく眉び。相手を食らって生き残るしたたかさも十二分。不夜城の闇に覇はをとなえる気になれば、五年と待たずに王座につくだろうとうわさされている存在。


　その、かつてどんな意味での鎖も受けつけたことはない美獣を、燃えさかる恋心を武器にわが身を檻として捕らえようと、女は挑んでいた。抱いてくれ、と。


「詩し麻まさん」


　ため息をまぜ込んだ道与の声は、その呆れているらしい調子で女の恋愛中枢をかきむしった。


「抱いてくれないなら帰さない！　あんたを殺して……あたしも死ぬんだ」


　言った女が、化粧台に飛びかかって引き出しから拳銃を取り出し、道与に向かってかまえるまで。阻止するチャンスは十度もあったが、道与は黙って見逃した。


「さあ、あたしを抱くか、撃たれて死ぬか！　言っとくけど、このチャカは改造なんて安物じゃないし、あたしはグアムで実弾を撃つ稽古をしてる。ただの脅しじゃないんだよ！」


　たしかに震えてもいない手の中から、きっちり胸板をねらっている銃口を、道与はフフンと笑い飛ばした。


「撃ちたきゃ撃てよ。俺の摩羅は俺のかわいい蘭らん丸まるのためにしか勃たたねェんでね。交渉の余地はゼロだわな」


「ちくしょうっ」


　赤いマニキュアの指がトリガーを引いた。


　パンッ！


　弾は難なくかわされるはずだった。が、


「……ひいっ！」


　女の思惑は、道与の左の脇腹にみるみる浮かび出た深紅のしみに裏切られた。


「な、な、……なんでっ!?」


　殺すと言って撃っておいて、なんでよけなかったとはごあいさつだが、笑った道与の表情は、あざけりとはまるで異質の影を刷いていた。


「あんた、産みたいと泣きながら流した子がいるね」


　女はハッと目をみはり、唐突な話題に戸惑いながらも、こくりとうなずいた。


「流された子は、あんたの産みたかった思いと、生まれたかった思いとにからめ取られて、供養はされても成仏しそこなった。あんたを孕はらませられる強い男の精気を利用すれば、もう一度あんたの腹に入れると思ってる。


　なあ、ぼうず？」


　最後のひと言は、詩麻の腰のあたりにしがみついている水子の霊に向けたもの。


　道与は霊能力者なのだ。


　四月目あたりで流されたらしい。水子の、そこだけはっきりと形をなしている目に目を据えて、道与はおだやかに話し続けた。


「だがな、ぼうず。おまえの母ちゃんの腹には、もうおまえが入る袋はねェんだ。泣く泣くおまえを流したすぐ後で、母ちゃんは二度と子供のできない体になった。おまえを産めなかったことがあんまり悲しくってな、おまえ以外の赤ん坊はいらねェと……


　だからな、もう母ちゃんにむりを言うんじゃねェ。俺を殺してでもぼうずの願いをかなえてくれようとした母ちゃんの気持ちを手土産に、前に母ちゃんが教えてくれたところへ行きな。いい子にしてりゃあ、ぼうずが生まれる順番はちゃんと来るから」


《ほんとうかい？》


　幼い思念の問い返しに、道与はきっぱりとうなずいて見せた。


「いま、母ちゃんにぼうずを抱かせてやる。母ちゃんが子守歌を歌ってくれるから、それ聞いて眠んな。目が覚めたら、おまえは光ん中にいるよ」


　それから道与は、詩麻を手招きで呼び寄せた。


　ふらふらと夢遊病者の足取りでやって来た女の口に、撃たれた傷から流れる血をすくった指をさし入れた。


「飲み込め」


　女が指示を果たすのを待って、水子の霊を両手の中につかまえた。


　道与の目にはありありと見える四か月の胎児の姿は、ヒトというよりサンショウウオ。


「このさいだ。出血大サービスしてやるか」


　気を澄ませ念をこらして息に込め、フゥッと吹きかけた。道与のまるめた手の中で、心身とものタフさで鳴らす男の精気を分け与えられた胎児は、小さいながらも人の子の姿になった。


「さあ、俺の血の効きめで見えるだろ？　あんたが抱いて眠らせてやんな」


　さし出された怪奇現象を、女はおずおずと両手で受け取り、ひしと胸に抱き込んだ。


「ぼうや……ぼうや！　あたしの……っ！」


「言っとくが、今夜中に成仏できなけりゃ、その子の行き先は無間地獄しかなくなる。生まれ変わることもできずに闇をさまようことになるんだ。


　おい、聞いてるな？」


　泣きながらうなずく女の肩に励ましの手を置いてやって、道与は、用の済んだ部屋をあとにした。細い震え声が子守歌を歌いだすのを聞きながら、ドアを閉じた。


　鼓動のリズムで激痛を吐き出す脇腹の傷をおさえて毒づいた。


「ったく。女に関わるとろくなことがねェ」


　母親への思慕と恨みをないまぜにした絆で詩麻に取り憑き、母親に男あさりをさせるまでに育ってしまった。この世を見ずに逝った子の妄執を昇華させてやるには、よけられた災難を受け止めることで、こちらの誠意を納得させてやるほかなかった。が……


「ちくしょう……痛ェじゃねェかよォ……」


　こんどあの女を見かけたときに、まだぶら下がってやがったりしたら、問答無用で無間の闇に蹴り込んでやるっ。なにしろこちとらァてめェのために、一週間はかわいい健をバコバコたァしてやれねェってリスクをしょい込んでやったんだからな。きっちり成仏しやがらねェと承知せんぞ、クソガキ。


　街角の電話ボックスによろけ込んで、ダイヤルボタンを押した。


「岡上だ。ガキは片づけた。ああ、ちゃんと成仏できるようにしてやったよ。ってことで約束の二百万、明日中に振り込んでくれ。事務所の家賃がたまっちまってるんだ」


《わかった。……ありがとうよ》


　しんみりした声での礼に、腹の中で、因いん縁ねんつきの女なんぞに惚れやがった馬鹿野郎への罵ば言げんをひとしきり。それから、ただの除霊で済ませておけば痛い思いなどすることもなかった、甘ちゃんの自分への罵声をひとくさり。


　タクシーが通りかかるのを待つあいだに、応急の止血を済ませて、乗り込んだ。


「狸まみ穴あな六丁目の矢や部ぶって家だ。ビデオ屋の角を入ってすぐ。医院の看板が出てる」


　三十分後、道与は『急患用』のボタンを押していた。


　小児科の看板で商売をしているが、ヤッパやチャカが原因の傷の手当てにも明るいヤブ医者は、まだ起きていたようだった。





　窓に貼りつけた『岡上探偵事務所』の文字が、汚れたガラス越しに斜めにさし込む午後の日ざしを、何本かのスポットに区切っている。光のリボンの中では、キラキラと挨が舞っている。


　粉塵に汚染された空気を吸い込んでいることをあらためて実感させられて、つい顔をしかめていた、警視庁捜査一課の若きホープ、倉くら岡おか一かず機き警部補の前の、これまた埃が見て取れるテーブルに、


「あの、お茶どうぞ」


　透明すぎてどこか頼りない声といっしょにことんと湯のみを置いた手は、ほっそりと白い。手に続く手首も、腕も肩も細い。


　ゆったりサイズのアンゴラセーターと（女性に）流行りのベルベットのロングパンツという、いかにもないでたちの少年を、倉岡はごく批判的な視線で検分した。


　公安部秘蔵の資料によれば、名は篠木健。十七歳。岡上との間柄は、住み込みの助手……というのは表向き。じっさいは男色関係をきずなとする、つまり愛人であるらしい。


　お茶くみの用を終えて湯沸かし室があるらしい奥のほうへもどっていこうとした健を、倉岡警部補は「篠木くん」と呼び止めた。


「シノキケンくんだね。すこし話を」


　言いかけて、後ろ向きの背中がガタガタ震えているのに気づいた倉岡は、ほとんど本能的に不審尋問に立ち上がった。


「シノキケンくんだろ？」


　人定質問をくり返しながら、見た目にわかるほど震えている肩に手をかけ、容疑者をあつかう時よりは気を遣って振り向かせて、ぎょっとした。


　いかにも今時ふうの美少年は、顔色は蒼白で目は据わり、ひたいにはべっとりと脂汗を浮かべていたのだ。


「どうしたんだ!?」


　と思わず聞いていた。少年の表情は、あきらかに激しい怯えをあらわしていたから。


　少年はグビリと喉を鳴らして、絞り出すように言った。


「タ、タケシ……と、よ、呼んでください」


「……え？」


「タケシと呼んでくださいっ！」


　悲鳴のような声で叫んだと思うと、探偵助手は金切り声で口早にわめき始めた。


「僕の名前って『ケン』って読んじゃうと、シノキとくっつけたら、すっごく縁起悪いことになっちゃうでしょ!?　だから『タケシ』なんですよ、『タケシ』なんですっ！　い、いいですねっ、二度は言いませんからねっ！　もう絶対ゼッタイ僕のことをシノキケンなんて！　……うわっ、言っちゃった……!!」


　たらりたらりと涙まじりの脂汗を頰に伝わせながら、すさまじい勢いで「ツルカメ、ツルカメ」と唱えはじめた健を、倉岡は、ほけ～っと見ていた。


　業界では泣く子も黙るアブナイ探偵、ターミネーター岡上道与の美少年助手は、若いのに似合わず、黒猫を見たら即座に道を変えるような折り紙付きの縁起かつぎ屋で……とくに、自分の名前を「死の危険」と聞こえる読み方で呼ばれると、発狂したかと思われるほどのパニックにおちいる……という事実を、倉岡は知らなかったのだ。


　ともかく、岡上の留守にその稚児を半狂乱におとしいれたとがで、岡上の、手の出る早さも破壊力も人並みではないというパンチを食らうのなど、まっぴら御免こうむりの助。いそいでフォローにかかった。


「すまなかったね、僕が悪かった。タケシくんだな、タケシくんだ。そう言えば、健たけしっていうのは運の強い名前らしいね。僕の友人にもいるんだが、交通事故に二度あって、しかも二回とも無傷だった。おまけに万馬券は当てるわ、顔も頭も気だてもいいカミさんをつかまえてみせるわ。とにかく、『健』ってのは運がいい奴なんだ。はは、はは、はははは」


　自分でもそらぞらしい噓と笑いでの必死のフォローを、健は額面通りに受け取ったらしかった。


　女の子の手よりさらに骨の細そうな指先で涙に濡れた目をぬぐい、照れたような恥ずかしそうなほほえみを浮かべながら、上目遣いに倉岡を見上げてきた。


「……すいません。僕、すっごく怖がりで……自分でもおかしいって思うんですけど、どうしても治らなくって……」


　その、いかにも頼りなげな風ふ情ぜいに、倉岡はふと（抱きしめてやりたい！）と思い、あわてて打ち消した。


　もうやがて少年課の管轄からはずれようという同性にむかって、抱きしめたいなどという気を起こすとは……！　岡上の変態がうつったか!?


「そ、それで、岡上所長はどこへ行くと言っていたんだね？」


　内心の動揺をチャラにするためにくり出した質問に、


「あー、えーと」


　健は言いよどんだ。が、それは、まだショックから立ち直れないとかいう理由からではないようだった。


「たしか、杉並のほうへ……いえ、巣鴨だったかな。ええとォ……」


「いや、いいんだ」


　倉岡は、記憶力とは縁の薄いらしい美少年のむだな努力を、キャンセルで救ってやった。


「二時までにはもどってくるんだったね」


「はい。お客さんのアポが入ってますから」


　答えた健がたしかめるように見やったホワイトボードには、『二時　クラオカ』の文字。


「あれ」


　と健は小作りな頭に手をやった。さらさらとやわらかそうな髪をもうしわけなさそうにかきまわした。


　どうやら、さきほど渡した名刺の文字と、電話でアポイントを取った来客の名前とが、いまやっと結びついたらしい。


「すいません、所長はもうすぐ帰ってくると思いますから」


「いや、気にしないでいいよ。僕が早く来すぎたんだから」


　にっこり笑って言ってやった倉岡の本音の顔は、生理的な嫌悪に引き攣つっていた。


　東大法科出身で、同期生の中でも五本の指に入る優秀さだった倉岡は、自他共に認めるカミソリ頭脳がわざわいしての「バカは許せない」性格が警視庁中にとどろき渡っている男だった。先輩・後輩・上司・部下を問わず、頭の働きがにぶいと評価した人間には容赦ない毒舌を浴びせ、いつぞやなどは警視総監にむかって「あんたはバカか！　その頭はただの帽子の台かっ！」とやり、あやうく懲戒免職を食らいかけた。いまだに首がつながっているのは、倉岡の頭脳があげる成果が、毒舌の効果を上回っているからというだけのことだ。


　そんな倉岡にしてみれば、子供より世話のやける臆病者のうえに大ぼけバカボンでもあるらしい、この篠木健という顔だけ美少年の存在は、「天よ、なぜ許し賜たまわるか！」と髪かきむしってわめきたいようないらだちを与えるもので、こんなガキを可愛がっているという岡上道与なる男の、理性や人間性にも深刻なる不信をいだかせるものであって……


　約束の二時まで、あと七分。岡上とのコンタクトを取りやめるなら今のうちだと思いついて、総監命令への反抗を実行しようとしたときだった。


　ギッとドアがあいたと思うと、


「おう、待たせちまったかい」


　言った声の主は、すらりと長い脚の颯爽とした四歩で空間をまたぎ越え、倉岡の前のソファにどっかと長身を投げ込んだ。


「健！」


　と怒鳴った。


　ハーイと飛んできた助手に、


「シナチク抜きのチャーシューメンと餃子ライス。大盛りの大至急だ。それと、こいつをスピードプリントでやって来い。この前みたいに幼稚園の運動会のスナップなんかもらってくるなよ。ターゲットは男二人、枚数は十二枚だ。ネガも忘れるなよ」


　ビシビシと記憶層に用件を打ち込む口調でまくしたてて、ホイと業務用の証拠写真（だろう）を収めたフィルムを投げやった。


「あれ？　所長、寄り道してきたんですか？　そのシャツ、昨日のとちがってる」


「どこがだよ。ほら、さっさと頼むぜ」


　と、道与は助手の形のいい尻をすけべったらしい手つきでなでた。倉岡の目の前でだ。


　それからやっと倉岡に目をむけてきて、


「捜査一課のメンバーにしちゃ男前だな」


　と、唇の端で笑った。


　あんたもな、と倉岡は腹の中で返した。公安部の資料につけられていた写真は、この男のほんの上っ面しか写し取っていなかった。猫科の獣のしなやかさをそなえた長身の、威い嚇かくのしぐさなど必要としない威圧感。よくあるギラギラと脂ぎった精力感ではなく……触れたら青いスパークをはじけさせそうな、より剣呑な精気を感じさせる、精悍な美丈夫。


「で、用件は？」


　これ以上はない簡潔さですぱっと切り出されて、倉岡は、話を始めるタイミングを計った。


　電話での出前の注文を終えた健が、預ったフィルムを握りしめてドアを出て行くのを待って、口をひらいた。


「依頼したいことがあって来た」


　道与は、「そりゃどーも」


　とうなずいた。


「しょっぴきに来られたんじゃなくて安心したぜ」


　倉岡は一瞬赤くなり、どす青くなった。言わずもがなのセリフを浪費したことを、道与のからかいで気づかされた、その屈辱で。


　じろりと道与をにらみ上げて吐き出した。


「僕としては、犯罪者と紙一重のところでご活躍のお方に警視庁が内密の依頼を持ち込むなど、言語道断だと思うんだがね。総監でも断われなかった命令とあっては、下っ端は使い走りを務めるほかはない」


「すまじきものは宮仕えだな」


　しゃあしゃあと言われて、カッとなった。頭にのぼった血を、倉岡は力ずくで腹に押しもどした。感情は理性を曇らせる不用物だ。


「頼みたいのは、同一犯人によると思われる四件の殺人事件の調査と解決だ」


　当人は充分に冷静をよそおっているつもりだったが、道与の耳から内心の苦々しさを隠しきるには演技不足だった。持参の書類バッグから大判の封筒を取り出す手つきにも、憤懣が見て取れる。


　そんな自分を、道与がおもしろそうに眺めているのには気づかず、倉岡は、封筒から関係調書のコピーを出して、説明にかかった。


「詳細はこの資料を見てもらいたいが、ああ……まず、なぜこの件をきみのところに持ち込んだかというと……」


「心霊現象がらみの事件をあつかえるのは、俺ぐらいだからだろ」


　道与はあっさりと言った。


「非科学的な幽霊の存在なんぞを捜査線上に持ち込むなんて、あんたにしたらヘソ嚙んで死にたい気分だろうが、実際、あるんだよ。


　で？　ガイ者を取り殺した相手を捜せってのか、殺されたガイ者から証言を取れってのか、どっちだい」


　倉岡は、アッケから憮然、そしてくやしげへと顔つきを変化させていたが、


「ああ……前者のほうではないかと思うが」


「なんだ、あんたが担当してる事件じゃねェのか」


「いや……いや、あいにくと僕が担当してるヤマだ」


　だからこそ認めたくなかった、思うほどにばかげた可能性なのだが、やはり受け入れざるを得ないらしい。いやでたまらない覚悟を固めるために、大きく息を吸い込んで、倉岡は道与の目に視線を合わせた。


「場所は、四回ともおなじ。個人所有のクルーザーの船内だ。被害者は全員、女性。死因は、多数の相手から強姦を受けたことによる衰弱が原因の急性心不全と判定された」


　そこで倉岡は、無意識に肩を落とした。


「だが、体液はもちろん加害者の痕跡はなにひとつ残っていなかったんだ。全身に吸引による鬱うつ血けつが見られ……つまりキスマークだな……一部には歯形も発見されたが、唾液は検出できなかった。体内に残っていたのも被害者自身の分泌物だけ」


「コンドームを使ったんだろ」


　と肩をすくめた道与に、


「四人目のときは目撃者がいたんだっ」


　と、食ってかかったのは、この、科学捜査をまるで無効にした事件へのいらだちが、つい噴出したものだ。


「被害者は、恋人の目の前で輪姦された。加害者は男性ばかり十人ほどのグループで、全員、軍服らしいものを着用していたそうで、その……詳細な証言を取ってあるのだが、ああ……つまり……加害者たちはコンドームなど使用してはいなかった」


「ふうん？　どういうことだ？」


　とぼけた顔で聞き返されて、倉岡はしどろもどろになっている自覚に腹の中で舌打ちしながら話を続けた。


「だ、だからだな、つまりィ……か、加害者たちはァ、四、五人ずつで交替しながらァ」


「ようするに、寄ってたかって女にハメたりくわえさせたりして、もちろんドバドバ出したんだろ。顔と言わず上下の口と言わず」


　それから、ニヤッとしながら、


「あんた、童貞か？」


　一瞬で倉岡は、ものの見事に真っ赤になった。からかわれるという取り扱いには、無条件で理性が蒸発する、ごくナーバスなプライドがスーツを着ているのが、倉岡というエリート警察官の一方の素顔だった。


　がばっと立ち上がったまま、怒り心頭のあまりに立ち往生してしまった倉岡を、道与はニヤニヤと眺めていたが、ふとまじめな顔になった。


「まずは、第五のヤマを防ぐこと、だな。


　あんたの推理によると、まだ事件は続きそうで、並みの手で防ぐのは無理だと踏んだ。


　だから、俺のところに持ち込めってェばかげた命令にしたがうことにしたんだろ？」


　まっすぐに倉岡の目を見つめながら、おだやかな口調で続けた。


「賢い判断だったよ、倉岡さん。この世の中にゃ、科学なんて屁理屈は通用しねェ事実なんざァ、それこそ腐るほどころがってる。警察畑の連中がみんな、あんたみたいなやわらかい頭をしてくれてりゃァ、オクラになんぞ入らなくて済んだ事件も山ほどあるんだが」


「……なるほど、食えない男だな……」


　ため息の音色で吐き出して、倉岡はへたんとソファに尻をもどした。


「きみが言うとおりだ。証拠を検討すればするほど、納得のいかない答えしか正解はないってことがはっきりしてくるんだ。


　人間が幽霊に犯やり殺されるなんてね……まるで出来の悪いＢ級ホラーのネタだってのに……まいったよ、どう考えてもそれしかあり得ないんだ。


　だから、あんたに事件を引き渡せって言われたとき、僕は内心ホッとした。これで、とんでもない内容にしかならない報告書は書かないで済むってね」


「あんた、かわいいな」


　と道与が言った。


「二十五になっても童貞なのは理想が高いせいで、ホモっ気は完璧にゼロだよ」


　と倉岡は返した。


「それじゃ、仕事にかかるとするか」


　意気投合のニヤリを交わし合って、二人は調書の検討にかかった。


「四つの事件に共通している点は、三つだ。


　まず、死体以外の物的証拠がなにも残っていないというのと、事件が起こったのが新月の夜だということ」


「ほう、よく気がついたな」


「偶然だけどね。しかし」


「ああ。新月は満月とおなじに陰いんの気が高まるからな。霊的な事件は起こりやすい。


　現場は船の中だと言ったな？」


「ああ。四件ともおなじクルーザーだ」


「ってことは、係けい留りゆう位置が問題か、持ち主がかかえてる因縁か。それとも……」


「それとも……のほうではないかと思う。最初の事件のあと、オーナーは船を売りに出し、新オーナーは船を自分の所有ベイに移した。


　二度目の事件はそこで起きた。横浜だ。


　事件後、船はふたたび売りに出されたが」


「買い手はつかず、すったもんだのあげくに元の持ち主に引き取らせた」


「……やくざがあいだに入ったと聞いていたが……」


　じろりとにらみ上げた倉岡に、道与はひょいと片眉を持ち上げた。


「二度目のオーナーの木田一郎ってのは、じつはハマのドンってなジジイの孫なんだよ。化けもんみてェに頭の切れるジジイだから、正体つきとめてるのは俺ぐらいだが。


　一億どぶに捨てたと気がついた一郎に泣きつかれたジジイが、スキャンダルを武器に買値にイロをつけて引き取れと無理押ししてきやがったてんで、ちょいと調停に入ってやっただけさ。山川のタヌキおやじに借りがないわけでもなかったしな」


　思わずみはっていた目をしばたいて、倉岡はフゥッとため息をついた。


　警察にも手の届かなかった情報をポケットから出し、法務大臣をタヌキおやじ呼ばわり。それがハッタリではないのは、事件を道与に引き渡せと言ってきた人物は、倉岡の推理によると法相自身らしい。おまけに……


（調停ねェ……）とは倉岡の内心のつぶやき。


　三人の組員はそろって、重傷の身を横たえるベッドから解放された暁あかつきには組を抜けたいと、倉岡に訴えた。あんなバケモノの相手もしなくてはならないような稼業は、続けていく自信がない、と……


　倉岡はエヘンと咳払いして気を取り直した。


「ともかく、係留場所ではなく船が問題なのだろうという推理は、外れていないと思う」


「まちがいねェな、船に憑いてる。船名はたしか『はるな』だったな」


「船歴を調査した。建造場所からこれまでの航海の記録まで。もっとも、航海日誌については完全ではないが」


　受け取ってぱらぱらとめくって、


「ふむ」


　と道与は眉を引き寄せた。


「南方の島めぐりをやってるのか……」


「ああ。サイパン、レイテ、ミンダナオ」


「玉ぎよく砕さいの島々を観光してまわった……か」


「慰い霊れいを兼ねたクルージングだったようだ」


「よけいなことをしやがったもんだ」


「大臣は玉砕した部隊の生き残りだそうだから、戦友たちに線香のひとつも手向けたかったんだろう」


「ところがギッチョン、戦友たちは渡りに舟と乗り込んで、慰い安あん婦ふで凱がい旋せん祝いをやった」


「……だが、『はるな』の南方クルーズは、もう二年も前の話だぞ？」


「南方の日本軍が玉砕したのは五十年も前の話だぜ」


「ということは、英えい霊れいを殺人霊に引きずり下ろさなければならないということか……」


　国家と国民の安全のためには殉職も辞さない覚悟の男としては、お国のために命を捨てた男たちには、それなりの思い入れめいたものがある。気重くつぶやいた倉岡に、道与はごくドライな調子で言った。


「ところで、それなりのギャラは出すんだろうな」


「クルーザーのオーナーが費用は持つと言っているそうだ」


　吐き捨てて、ややためらって、続けた。


「先週、霊能者を雇って除霊をしようとしたところが、返り討ちにあったらしく発狂したそうだ。前田道源という、その道では有名な坊さんだったそうだが」


「ろくな力もないくせに口のうまさで荒稼ぎしてた極道坊主さ」


　冷たく片づけて、道与は倉岡の目の前に人差し指を立てて見せた。


「百万か」


「ばか野郎、一千万だよ。前払いでな」


「一千万だと!?」


「ほんとうは一億と言いたいところだがな、当座の必要以上の金を握ると人間は腐る。この俺が命を張る値段だ。高くはねェだろう」


　商談は、成立した。





　倉岡が帰って行ったのと入れ違いに、ラーメン屋が出前をとどけに来て、すべての器を空にしたところで、健がもどってきた。


「写真、これでよかったですよね」


　いかにも自信なさそうにＤＰＯショップの袋をさし出した、健の手をつかんで引き寄せて、道与はスリムな恋人を膝のあいだに抱き込んだ。中身をさっとあらためて、まちがいが起きていないのを確認した袋をテーブルの上に投げやって、健のすんなりきれいなうなじに顔をうずめた。


「ん～、シャネルの五番か」


「カオーのミューズですよ。あっ、もうっ。


　刑事さん、なんの用だったんですか？　まさか所長を調べに来たんじゃ……」


「なんで俺が調べられなくちゃならん？」


「だって、ヤバイことなら山ほどやってるじゃ……あんっ！」


　とっくにセーターの下の素肌をまさぐり始めていた指に、数ある性感帯の中でも弱点の乳首をグイとつねられて、健はかん高く叫んだ。爪を立てるように揉みいたぶられて、声をうるませた。


「あ、所長、所長っ」


　とある事件をきっかけに高校をドロップアウトして、以来、この事務所で住み込みの助手をやっている十七歳は、探偵術の手ほどきよりもスケベ技の伝授に熱心な所長のおかげで、いまではマッチ一本で火がつく体。もっとも、相思相愛に行き着いてのことだから、べつに不都合はないと、二人は考えている。


「ガソリンは満タン、来客の予定はなし」


　にんまり笑った道与の手が、スケベそのままに健の腿を這いまわり、早くも手ざわりのいい布を持ち上げているソレを握った。布越しの愛撫で、そこの部分が濡れそぼってしまうまでなぶり上げてやってから、白い尻を包んだズボンを剝ぎ取った。感きわまったすすり泣きをもらしている感度絶好の助手を、向かい合う体勢に抱き直して……


「こ、このまま？」


「いらないのか？」


「だって、痛い……」


「じゃあ濡らせよ」


「ぼ、僕が？　……自分で……？」


「なんだ、欲しくないのか」


「……いじわる」


　ソファにすわった道与の上にまたがるという不安定な体勢を、ソファの背もたれについた片手でささえて、健はもう片方の手を口に持っていった。目を閉じて、指を二本。ためらいながら口に入れて唾で濡らして、そろそろとソコへ。恥ずかしさに頰を紅潮させながら、菊口に唾を塗り込んだ。


「中にも塗れよ」


　意地悪な指示を出して来た美貌に恨みの視線を流したが、初めてやらされることではなかった。指先を温かい内部にめりこませた。


「あゥ……ん」


「ゆっくりやさしくゆるめてやるんだ。いつも俺がしてやってるみたいに」


　耳元で煽あおってきたささやきに目を閉じたままうなずいて、健はみずからを犯しはじめた。


「ん、ん、あっ」


　このすなおなところが可愛らしくてたまらない恋人の、あられもない恥態をじっくりと目で楽しんで……道与はやおら、先刻から臨りん界かいに呻いていた股間のモノの呪縛を解いた。


　あらわれた隆々と天を仰ぐ威丈夫は、仕事がらみで出会ったヤクザの情婦たちやらのあこがれを一身に集める逸いち物ぶつ。


　水子憑きの女から因縁を祓はらってやってくれという依頼が舞い込んだのも、女が道与に目をつけたのが縁の始まり。


　ともかく、清廉潔白で持ち帰った刀身は、納まるべき鞘には四の五のなしにすべり入り……


「あっ、はっ！　はあっ、んっ、んんっ！」


　受け身が上位のテクニックも、充分に教え込まれている。健が作り出す律動に、快感とともに昨夜食らった弾たま傷きずがひらく激痛を引き出されながら、道与は胸の中で、ある女の名を呼んでいた。


（大夫たゆう、大夫！　来て……くれっ）


　健が絶頂の叫びをほとばしらせてのけぞった。


　抱きとめてやろうとした道与は、動きに傷をえぐられて、一瞬、意識をくらませた。


「ぬしさんっ、気をたしかにしなさんせっ」


　大夫の口調の健の声に、


「ああ……」


　と喘ぎを吐き出した。


「お怪我をしなさんしたか」


　まだつながったままの膝の上から道与の顔をのぞき込んだのは、もちろん健だが、健ではない。健の体に別人の霊魂が入り込んで支配している。証拠は、いつもはどことなくぼんやりな瞳が、きりっと強い光を浮かべていることだけで充分だ。


「……面めん目ぼくない。健じゃあパニックしちまうだけだからな、交替してもらったんだが」


　それを道与は、疼とう痛つうに乱れる荒い息の下から言い終えて、よそおい続けていた虚勢を手放した。ぐったりと背もたれに頭をあずけて目を閉じた。


　鉛玉を食らった体にはむりを承知の交合で、健の背後霊の一人『大夫』の呼び出しを強行した。理由は、血を見れば卒倒する気の弱さのうえに、頼りないのも実証済みの健の看護を受けるのは、一度の経験で懲こりていたから。


「手当てはしなしゃんしたのかえ？」


　中身は大夫に入れ替わった健は、たずねるあいだにも道与の上からすべり下り、てきぱきとたがいの身じまいをすませて、道与のワークシャツの前をひらいた。脇腹の、血をにじませたガーゼを見て、眉をひそめた。


「面倒なところを傷しなしゃんしたわえな」


「たいしたことはねェよ」


「狸穴のヤブの旦那のお手当てざんすか？」


「名前は矢や部ぶでも腕はいい」


「ともかく、お床とこにお移りなんし」


　ふだんの健にはとうてい望めない的確なかいがいしさで面倒を見てもらいながら、道与は、じつはこちらのほうが本命の頼みごとを大夫に告げた。


「このまま四日ばかり、健をあずかってくれねェか」


「あちきはようござんすが……」


「このあいだからいやな予感がしてやがったんだが、倉岡の話でメドが見えた。


『はるな』の事件を解決しちまうまで、健は眠らせておきてェんだ」


「巻き込まれると危ないことになりしゃんすと…？」


「命にかかわりそうでね」


「ようござんす。四日のあいだは、あちきがこの子を務めましょう。けれどぬしさん、おまえさまとてこのお怪我では……一人働きでは危ないお仕事でありんしょう？」


「いざとなったら弦げん之の進しんさんに出てもらうつもりでいるよ」


「あい。そんならあちきもいっそ心丈夫でありんす」


「すまねェな、勝手ばかり」


　霊視能力の強い道与の目には、健の生身にダブって見えている花おい魁らん姿の年増美女は、いとも艶えん然ぜんと笑った。


「堅いお方は女じよ郎ろうをお嫌いでありんすが、女郎は、木ぼく石せき居こ士じにはかくべつに想い惹かれるものでありんすよ」


「木石弦之進殿がくしゃみをしてねェかい」


　こちらも笑って答えた道与の耳に、特殊な聴力のある者にしか聞けない霊のくしゃみ。


「げ、弦之進さん、こ、こういうときにわざわざ笑わしてくれるってなァ、い、いい趣味だぜっ」


　部屋のすみのビニールクロゼットにしまった名刀『叢むら雲くも丸まる』を依り代としている、健のもう一人の守護霊は、しんと静まり返って道与の抗議を無視した。





　篠木健は、ごくおさないころ、人格が交替するという癖を持っていた。突然、まるでちがう声とちがう口調でしゃべり出す。もちろん両親は気味悪く思ったが、あるとき、その交替は健に他者の霊が入り込むせいで、その霊は健の曾祖父だと判明した。それ以来、両親は、うちの息子はそういう子なのだと納得し、わが子の霊媒体質についてはとくに気にもしないで育ててしまった。


　健のどこかのほほんと抜けている性格は、まぎれもなくこの両親ゆずりである。


　さて、他人の霊魂が自分の体に入り込んでいるあいだ、健自身の魂はどうなっているかというと……道与が言ったように「眠って」いる。


　自分の体を他人の意思のままに使われることに、まるで抵抗を感じないわけではないのだが、『カラダ貸します』と看板をあげているような体質にくわえて、貸せと押されればハイとおとなしく引き下がってしまう言いなりな性格。あきらめているというのが本音だろう。


　そんな健の魂は、絶頂に意識をスパークさせた隙に、大夫に主導権を交替させられて、そのまま体のどこやらでたゆたゆと眠り込んでいたのだが……


「もし、健さん、健さん？」


　呼ばれて、ほやんと気を覚ました。


「もし、健さん？　あちきがおわかりになるかえ？」


　健は視覚神経組織とはべつの目をひらき、時代劇テレビでは見たことのある派手やかな装束の美女をみとめて、ぽけっとなった。


「あー……どこでお会い……しましたっけ？」


　年の頃は二十四、五か。熟れきった牡ぼ丹たんの花の風情の女は、口元に寄せた白い手のかげでクスリと笑った。


「こうして会うのは初めてざんすが。『バアさん』でござんすよ」


「バアさん……？」


　だれだっけと首をかしげて、思い出したとたん、健は思いきりギョッと跳び下がった。この場合、霊的存在の健は心理的距離を後ずさったから、相手が目に入らないところまですっとんだ。が、


「バ、バ、バアさんって、あ、あ、あの!?」


　色青ざめてつぶやいた健のうしろで、


「あい。浮うき舟ふねでありんすえ」


「ひっ！」


　首をちぢめて凍りついた健は、超がつくおそるおそるで振り返って、


「き……きゃあああっ!!　きゃあっ、きゃあっ、いや～～～～～～～っっっ!!」


　健の、極度の縁起かつぎは、何かというとご利用されてしまう立場が無意識の防衛反応として選んだ、霊その他の怪奇現象への極端な恐怖心から出ているもの。取り憑かれるのはしょっちゅうでも、相手は見えないのがせめてもの救いだというのに、背後霊でも霊は霊の『バアさん』をまのあたりに見てしまった！


　当然、健のパニックは極限状態である。


　が、浮舟大夫は、七代目の子孫のそうしたタチなどは先刻承知のうえで、コンタクトを試みたのだ。悲鳴を上げて億万光年のかなたに飛び逃げようとした健の襟首を、のばした繊せん手しゆでむんずとつかんで引き止めた。


「まあ、聞きなんし」


「きゃあ～～～～!!」


「お聞きなんし！」


「やだっ、やだァッ！　ひい～～～～!!」


　大夫の美しいひたいにピクッと青筋が立った。じつはけっこう気が短い。白い手で、健のほっぺたをものの見事に張りとばした。


「ええい、まったく意気地のない!!　ぬしさんに愛想づかしをされるのも、ほんにしようのないざまでありんすわえ!!」


「えっ？」


　幽霊にひっぱたかれたショックを貼りつけた顔のまま、健が初めてまともに大夫に目をむけたのは、「ぬしさん」が道与のことで、「愛想づかし」とは嫌われることだとわかったから。


「しょ、所長が!?　なな、なんで!?」


　いつになくピンと悟ったかと思えば、反応も超常的に迅速。早くも涙で目をうるうるにしながらの問いかけに、大夫はいささかならず呆れ返りのため息をかみ殺していた。


　七たび生まれ変わっても、七生とも伴侶とするのはおまえだけだと誓った若武者と、命かけてうなずいた側そば小ご姓しよう。いまは探偵とその助手として、七世越えてもまたいちゃいちゃとやっている。


　よく飽きもせずにと呆れるかたわら、人の心は変わるのが真の相だと信じていた大夫には、この二人の転生さえものともしない執着は奇跡であり、うらやましくもほほえんでしまうほかはないうれしさだった。


　むろんそこには、幾人もの客を腹上死させた科とがで刑死させられても、ニンフォマニアの気質はそのままな大夫にとって、二人が日に一度といわず交わす、淫らで熱い情交を覗き見するのが、目下の無上の楽しみだという事情もあったが。


「あちきの話を聞きたい気がありゃんすか」


「は、はいっ」


「ならば、もそっとしゃんとなさんせ。


　このこと、ぬしさんは、おまえさんには隠せと言わしゃんした。それを明かしてあげるには、おまえにもそれなり覚悟を作ってもらわねばならぬわいなあ」


「わ、わかりました。もう『バアさん』なんて言いませんから。おねがいしますっ」


　……さっそくに、ズレている。


　真剣なのはたしかだが、頼りないのもまたたしかな健を見やって、大夫はいまさらながらに迷いの影を刷いたが、（ええい、ままじゃわえ）と心を決めた。


　道与が予感している「危機」は、健ばかりに降りかかるものではない。生身の者より予知に明るい大夫の目で見たところでは、むしろ道与のほうこそが、生死の縁に足をかけている。だから……の決心だった。


「そんなら、よう聞きなんし」


　胸の中でか、頭の奥でか……二つの魂が話し合いを始めた健の肉体は、負傷の身をベッドに横たえた道与のかたわらで看護の席につき、だが中身は会議にいそがしいため、はた目には居眠っているように見える。


　大夫の話がややこしいのか、健の呑み込みが悪いのか、居眠りはかなりしばらく続いていたが、やがて健が目をあけた。


　おずおずと手をのばして、眠る道与の熱に汗ばんだひたいをそっとぬぐって、ひっそりとささやいた。


「所長……僕だって愛してるんですからね。僕だけ無事だってしょうがないことぐらい、わかってると思ってましたけど？」


　やがて健はほっとため息をついて、カクリと居眠りにもどり、しかしすぐに目を覚ました。今度は大夫の目つきですばやく道与の容態をたしかめて、すっと立ち上がった。部屋のすみのビニールクロゼットから黒鞘の一刀を取り出して、足音を忍ばせて部屋を出た。


　もうとっぷりと夜に浸っている事務所スペースの、ソファとセットのテーブルの上に、半分ばかり鞘から抜き出した叢雲丸を置いて、


「もうし、弦之進さま」


　とささやきかけた。


「およそのことはお耳に入りやんしたでありんしょうが、こたびのことは、むしろだんなのお助けが入り用でござんしょう。


　女郎と口を交わすなど、お腹の立つことでありんしょうが、お頼み申したいことがござんす。どうぞ曲げてお姿を見せておくんなまし」


《ふん》


　と刀身に依り憑いたものは鼻を鳴らした。


《出ねばならぬ時には出る》


　それきり、ウンともスンともなく黙り込んだ。


　大夫は、刀に向かってしとやかに頭を下げた。


「花魁風情がよけいなことを申しまいた。お許しなんしておくんなまし」


　作法通りに刀を鞘におさめ、クロゼットに返しにもどった。





　二日寝込んで、道与は行動を開始した。


　まず出向いたのは、国会図書館。思わしい成果がなかったらしく、憮然とした顔でむかった次の目的地は、厚生省援えん護ご局だった。


　料金の前払いといっしょに倉岡に請求してあった、警視総監の捺印入りの『特別調査許可証』を盾に、黄ばんだ書類をぎっしり詰め込んだ書架が何列にも立ち並んだ資料庫に入り込んで、半日。規則違反だと異議を申し立てた職員を二言で黙らせて、選び出した書類のコピーを総動員で作らせて、警視庁へ。


　呼び出されてやってきた倉岡警部補は、告げられた用件と、渡された膨大な「仕事」に目を剝いた。


「こ、これだけの人数の遺族調査を、一週間で仕上げろって!?」


　ダンボール箱いっぱいの戦死者名簿のコピーに記載された数は、万というオーダー。


「そこまで急がんでもいいさ」


　道与のほうは肩の荷を下ろした顔でタバコなんぞをふかしながら、「頼むぜ」と倉岡の肩をたたいた。


「英霊ったって人の子だ。できることなら、靖やす国くに神社なんぞにおさまるよりも、家族のところへ帰りてェだろうさ。所番地さえわかりゃ送ってやることはできるからよ」


　倉岡はハッと道与に顔を向け、


「……なんとかしよう」


　とうなずいた。


「祖母は戦争未亡人でね、女手ひとつで一人息子のおやじを育てた。七十過ぎた今でも、仏壇の祖父の写真に線香をあげてる。妻は七十になったが、夫は二十三のままでね。せめて遺品だけでも帰ってきていたら、祖母も思い切れたのかもしれないが」


　しんみりと口を閉じた倉岡に、道与はフンと肩をゆらした。


「言っとくがな。俺がやつらにこんな手間をかけてやるのは、辛しん気きくせェ戦没霊なんぞに二度はつき合う気はねェからだ。


　やつらの妄念にゃ五十年越しの年季が入ってやがる。船から追っ払っただけじゃ、河岸かしを変えさせるだけにしかならねェからな」


「冷たいんだな」


　道与の言いぐさに憤慨を感じているらしい倉岡を、道与はじろりとにらみやった。


「やつらが被害者だったのは、昔の話。いまは連続殺人なんて味なまねをしやがる悪霊なんだ。なまじ同情なんかすると、ケツから魂抜かれて仲間にひっぱり込まれるぜ」


「……わかった」


「ところで、もうひとつ相談なんだが」


「なんだ？」


「あんたのばあさんに、和歌を書いた短冊を二十枚ばかり作ってもらえねェかな」


「俳句なら作るがうまくはないし、筆も達者とは言えないがね」


「かまわん。書いてもらいてェのは、百人一首にあるやつだ。




　『立ち別れ　いなばの山の　峰に生おふる




　　　まつとし聞かば　今帰りこむ』」




「中納言行ゆき平ひらの歌だな。それを二十枚？」


「ぐらいありゃァ足りるはずだ」


「なにかのまじないか？」


「まあ、そんなところだ」


「わかった。明日にでも事務所に届けよう」


「ばあさんには、しっかり念を込めて書いてもらってくれ」


「……ああ」


　いぶかりながらも引き受けてくれた倉岡に別れを告げて、道与は、本日最後の目的地、東映衣装部に向かった。





　そして、新月に一日早い、その深夜。


　道与の姿は、晴はる海み埠ふ頭とうのプライベートベイの一郭にあった。


　もっとも、それが道与だと一目で見抜ける人間は多くはないだろう。


　大日本帝国陸軍の軍服に身を包み、襟には大佐の階級章を光らせた凜々しい将校が、あのスケベなやくざ探偵だとは。


　その、作り物とは思えない威厳をたたえた立ち姿にむかって、


「どうだ？」


　とたずねたのは、倉岡警部補。


「小隊ていどの人数だなんてガセ食わせやがった馬鹿野郎から、ざぶとん全部取れ」


　とぼけた口調で苦々しい内容を答えた道与のかたわらに、いるべき助手の姿はない。大夫や弦之進の力を借りるには、その依り代の健をつれてくるのが条件だったが、どうにも気が進まずにやめにした。


　そして今夜来てみれば、やはりと言うか……二日前に下検分をしたときには確かに十数人の霊気しかなかったものが、数倍にふくらんでいる。道与の眼力が狂ったというより、サイパンやらグアムやらに観光に行った連中が、知らずにつれ帰ってきたまま、ついて来た当人は故国のあまりの変わりように帰る先がわからずに浮遊霊化した。その連中が、この船の陰気に引き寄せられて集まって、ここまで増えたのだろうが……


　土壇場でこれとは、道与自身のツキも落ちているのは明らかで、だから、健をつれて来る気にならなかったのだろう。


「道路封鎖は、午前四時までが限度だ」


　そう言い渡してきた倉岡に、


「これ以上の犠牲者を出したくねェんなら、俺がＯＫを出すまで封鎖を続けろ」


　ぴしゃりと返して、道与はつけくわえた。


「とくに女は、この界かい隈わいにゃ絶対に近づけるな。でねェと結果は保証しかねる」


「……ああ。わかったよ」


「十分後に始める。あんたも結界の外に出ていてくれ」


「一人で大丈夫なんだろうな」


　たずねた倉岡に、道与はフンと肩をすくめてみせた。


「般はん若にや心しん経ぎようを一字一句まちがえずに百回くり返して暗あん誦しようできるんなら、見物してたってかまわんが？」


「……言ってくれればマスターしておいたんだがね」


「いまからでも間に合うかもしれねェぜ。ぐちゃぐちゃの死人連中を見たけりゃ、がんばってみな」


　言い放った道与の横顔は、ごくまじめだった。


「いや、遠慮するよ」


　倉岡はため息にして吐き出した。


「ああ」


　と、道与は脇腹の傷に手をやった。


「そのほうが利口だ」


　ヤブ医者の手当てが下手なのか、安静を無視して動きまわっている不養生のせいか。ズキンズキンと燠おき火びに焼かれるような疼痛は、四日を過ぎてもいっこうに軽くならない。


　しかし、この新月に起きる事件が、健に命にかかわる災厄をもたらすという予感は、日を追って強まっていた。倉岡の持ち込んできた話から得た直感を信じるなら、この『はるな』連続殺人事件を解決することが、健を守ることになる。


（ってなわけで……）


　と道与は自分にハッパをかけた。


　かわいい健と心置きなくいちゃつくには、六感するどい道与には虫歯の痛みのごとくチクチクうるさい「予感」をきれいさっぱり片づけること。片づいた暁には、一千万のボーナスで豪華客船世界一周やりまくりの旅あたりを買い込んで……


　かすかにしかめた眉根に、倉岡が緊張と思ったものは、ついニヤニヤとすけベ笑いが漏れそうになったのをこらえただけ。


　倉岡が結界の外へ出るのを見送って、道与は（さて）と今夜の仕事場に向き直った。


『危険区域』を封鎖するために、ベイへ入ってくる道すべてに道与が張らせたものは、一メートルほどの間隔で御ご幣へいを下げたワラ縄と、盛り塩。子供でも突破できてしまう非常線を守る警察官たちは、立ち番のあいまに寄り集まっては、カミソリ倉岡の頭のネジの行方をうわさしている。


　遠巻きの不信の念を耳ざわりなざわめきと感じながら、道与は、重油のような海と暗い空のはざまに白い船体を沈めている豪華クルーザー『はるな』の、岸壁とのあいだを結んでいる渡し板に足をかけた。ギッギッと橋をきしませながら渡って、舷門の前に立った。


　肺活量のかぎりに大きく息を吸い込んで、異様な鬼気がうず巻く船上へと踏み込んだ。


　昼間のうちに船内の数か所に取りつけさせておいた、リモコン点火のキロワットライトは、万が一の場合の保険だ。


　道与は、持参のカンテラの灯を頼りに、真っ暗な船室に入っていった。





　外洋クルーズができる大型の豪華ヨットではあるが、それにしても異常に広いキャビンだった。


　いや、霊たちの思い込みのパワーに、幻覚を起こさせられているのだ。


　どうやら彼らは、そこを復ふく員いん船せんの船室だと思っているらしい。両側の壁に背をつけて膝をかかえて、死んだ男たちはひっそりと居並んでいた。


　その数、ざっと見たところでも百柱。


　そのだれもが皆、ほころび一つない軍服をきちんと着込んでいるのは、内地へ帰れる日が来たなら、いちばん立派な軍装で故郷の土を踏むのだと夢想した……生前の夢の名残りを、それとは悟らないまま、それぞれが身にまとっているからだった。


　道与の霊感するどい目で、そのもう一つ奥の真相を見きわめれば、そこにあるのは、熾し烈れつな掃そう討とうを受けて戦死した玉砕兵たちの酸さん鼻びをきわめた姿だった。


　ずたずたに破れ、あるいはぼろぼろに焼け焦げ、血と泥にまみれた軍服に、ある者は腕を失い、あるいは腹はちぎれて臓物をはみ出させ、ある者は頭が吹き飛んでさえいる身を包んで、彼らはじっと待っている。


　何をだ？


　おそらくは、彼らを帰郷へと解き放ってくれる「解散命令」をだ。帰りましたと故国の大地に頰ずりすることを許してくれる「上陸許可」をだ。


　大日本帝国軍士のいまだ救われていない悲惨な末路を、道与は、清めのための塩と酒を嚙んできた唇を引き結んで脳裏におさめた。


　それからやおら、それまで止めていた息を吐き出した。


　とたん、まるで号令でもかかったかのように、ざわっと亡霊たちが頭を上げた。


　道与の姿に気づいたのだ。


《陸軍省からの伝令の方でありますかっ!?》


　跳び上がるように立って直立不動の姿勢を作った、穴のあいた胸の上の顔はまだ少年の顔だちの若い兵は、その横で架空の居きよ座ざに腰かけることで威厳を保っている将校の、従じゆう卒そつという役柄らしかった。


「指揮官は誰か」


　おうへいに返しながら、道与はカンテラを持ち上げて、自分の衿の大佐の階級章をしめしてやった。


《は、はいっ！》


　従卒は固い姿勢をさらにカチンと硬直させて、


《し、失礼いたしました、大佐殿っ！》と怒鳴った。


《中尉殿はこちらでお待ちでありますっ！　高村隆太郎中尉でありますっ！》


　自分の名が言われるのを待っていたように立ち上がった高村中尉は、兵学校を出てまだ二、三年といった感じの青年将校だった。


《南方軍……高村中尉であります》


　師団や部隊の名前が出てこなかったのは、それらの記憶は、吹き飛んでしまったほうの頭に入っていたのだろう。中尉の頭は、なかなかハンサムな顔ごと、半分がなかった。


「大だい本ほん営えい船舶輸送司令部付き、岡上大佐である」


　答えて真っ赤な噓っぱちを名乗りながら、道与は、上から片づけるのが順当か、下から切り崩すのが得策かと考えていた。


　婦女暴行殺人事件の犯人捜しは、もともとやるつもりもない。要は、五人目以降の被害者を出さない算段をするのが、道与の引き受けた仕事なのだ。むろん最初は、きっちり浄霊までしてやるつもりで、倉岡の祖母に書かせた短冊もそのための小道具だが、この人数が相手では欲ばらないほうが得策だろう。


「司令部からの命令を伝える」


　道与のセリフに、亡霊たちがざわりと期待の身を乗り出した。


「部隊はこれより移動する」


　しん……と気配は冷えこごった。


「ただし、いまから指名する二十名は、別途の移動となる。


　貴き様さま、姓名は」


　道与が指さしたのは、居並ぶ亡霊たちの中でもことさら妄もう執しゆうが深そうな連中の一人。


《岡島大五郎上等兵であります！》


　跳び上がるように直立不動の姿勢を作った妄霊の名前を、道与は、『まつとし聞かば』の和歌をしるした短冊の裏に書き込むと、呼び寄せた亡霊にさし出した。亡霊の手が短冊にふれた瞬間、すっとその姿がかき消え、短冊がわずかに重みを増した。


　一人……と、道与は岡島上等兵の霊を封じ込んだ短冊を束の後ろにまわした。


「次、貴様」


　タチの悪そうな奴から順に、名乗らせた姓名を書き込むことで短冊に封じ込んでいきながら、道与は、二十一人目以降の始末をどうつけようかと思案していた。


　出たとこ勝負だと決めたところで、最後の短冊が埋まった。


「別動隊は以上だ。残りの者は」


　まで言いかけたときだった。


《自分たちも帰りたいでありますっ！》


　一人が叫んだと思うと、亡霊たちは、風にあおられた煙のようにわらわらと混じり合いながら、道与にまとわりついてきた。


　どうやら、短冊に封じられた連中はいずれ郵送で帰郷の途につくことになるのを見破られたらしい。


「わかっている！　順次、手はずを取る！　静まれ！」


　言ってはやったが、


《大佐殿ォォ》


《自分たちはいつ帰郷できるのでありましょうかァァ》


《おふくろが待っているのでありますゥゥ》


《自分には身重の女房がァァ》


《大佐殿ォォォ》


　十と重え二十はた重えにまとわりついた亡魂たちの、声音も青ざめた恨めしげな訴えは、そんな口約束などには静まらなかった。


「ええいっ、聞き分けのねェッ」


　吐き捨てた瞬間だった。脇腹の、まだふさがりきらない弾たま傷きずに、氷の錐きりを刺し込まれたような激痛。


　とっさに傷をつかみ押さえた道与の顔は、シマッタという思いに歪んでいた。


　肉体を失って、しかも成仏する道を見失った亡魂は、寄る辺を求めてとかく生者の体に取り憑きたがる。これが日頃の道与なら、うかとも憑かせるものではないが、今夜は重大な弱点をかかえていた。病の弱りや、まして口のふさがっていない傷などは、さァここからお入りと戸口を開けてやっているようなものなのだ。


　それを充分にわかっていながらも、明日の新月を待たずに事を片づけようと、出直していて当然だった予定の狂いを無視して、自分から窮地に飛び込んでしまった。


（どうやらツキが落ちたんじゃなく、焼きがまわったと気がつくべきだったらしいぜ……）


　そんな思いを苦々しく嚙みしめるあいだにも、亡魂たちは陰惨な歓声をあげながら、道与の精気あふれる肉体に見つけた侵入口へと突貫してくる。むろん道与は、必要を母として身につけた心霊気功とでもいうような気合い術で防戦したが、文字どおり多勢に無勢の闘いのうえに、こうした霊的な戦闘は、生身の人間相手の格闘などより格段に消耗を強いる。


（こいつァやばいかもしれねェぜ……！）


　胸の中で吐き捨てた、脇腹を、死気にえぐられた。続いて。また。また！


　がくりと道与の膝が折れた。亡魂たちは歓喜に色めき立った。あと二体も入り込めば、さしものタフな肉体も死霊の陰力に生気のすべてを吸い取られて、ただの死体となってころがるほかはないことなど、おのれの執着だけしか眼中にない亡魂たちにはわからない。


　道与の命運もここまでか……と思われた、まさにそのとき。


「所長っ!!」


　と叫んで飛び込んできて、


「きゃあああっ!!」


　という超高音をほとばしらせるのと一緒に、手にしていた黒鞘の一刀も取り落とし、カックと腰を抜かした。


「ひっ、ひっ、ひとだまの山っ!!」


　道与に取りすがった死霊たちを、自分に見えたとおりにそう表現したのは、篠木健。


　飛び込んできた勢いの逆回転で逃げ出そうとしたが、あいにく腰が抜けている。助けを求めてアタフタとめぐらせた健の目が、鬼火に包まれてうずくまった軍服姿を見つけた。


「……所長？　……所長!?　所長っ!!」


　抜けた腰を忘れて跳び上がり、何十ともつかない鬼火の群れの中に飛び込んだのも気づかずに駆け寄って、健はひしと道与に抱きついた。


　が、地獄に不動尊のお助け砦とりでになってくれるはずの所長は、「大丈夫だ」と頼もしく健を抱きしめてくれるどころか、ぐらりと体をあずけてきたと思うと、そのままぐたりと倒れ伏した。


「しょ……所長？　所長っ!?　死んじゃったんですか!?　ちょっと、ねえ!!　うそでしょ!?　起きてよ起きてくださいよっ!!　明日はめずらしくお客さんのアポが入ってるんですよ!?　僕だけじゃどうしたらいいかわからないでしょっ!?　料金テキトーで契約しちゃってもいいんですか!?　ねえ、所長ったら!!」


　やっぱりこの子は……どこかズレている。


　と、


「わあっ」


　と健が道与から飛び離れた。……のではない、亡霊たちが、健を道与から引き離したのだ。


《オンナだぞォ！》


《オンナだと!?》


《おお、オンナだァ！》


「え、やだっ、なに!?　わあああっ！」


　それは、男ばかりの軍隊暮らしの中で、見目よい新兵に女のかわりを務めさせる楽しみを覚えていた男たちだったのだろう。


　たちまち健は、寄ってたかった見えない手たちにコートを引き剝がされ、シャツを破り脱がされ、ズボンを剝ぎ取られた。


　闇の底に白々とあらわれた若い肉体に、妄もう鬼きたちは淫欲もあらわな目を輝かせた。


《ええぞ、ええぞォ》


《ええ尻じゃ》


《ええオンナじゃあ》


　ドクリドクリと脈動している何十もの鬼火たちにかこまれて、健は、生きた心地もなく震えていた。


　なにが起きたのか……見たり聞いたりの霊能はゼロの健にとっては、小突きまわされる感触だけがあって、わけもわからないうちに裸になってしまっていた。


　闇の中を、ふぅっ、ふぅっと息づきながら飛びかい、ただよう、無数の鬼火。


　ぐったりと倒れたままウンでもスンでもない所長。


「しょ、所長、所長～っ、どうなってんですか～？　なんで僕……ねえ～……」


　恐ろしさにひそひそ声しか出せない健を、なにかが、ぐいとつかまえた。手首、足首、肘に膝に、つかまれたとおぼしい力がかかったと思うと、ぐいと押され、ひっぱられて、うつぶせにさせられた。ギシと押さえつけられた。


「え、なに？　や、やだっ、そんなっ」


　震え声で言っているあいだにも、健の体は健の意志ではない力で姿勢を変え、腹ばった尻を高々と突き出した獣姦の体勢に。


　そのときになってやっと、健は状況を理解した。気味が悪い以上に、所長しか知らない体を汚されることへの嫌悪感に、遅まきながらあばれ始めた。が、すでに手遅れ。押さえつける手から逃れようと、腰をくねらせ尻を振り立てて身悶える姿は、幽鬼たちの淫情をかきたて燃え盛らせた。


　一人が尻にむしゃぶりついた。温かい生身のそこに、妄もう執しゆうに怒ど張ちようさせた陰いん根こんをねじ入れた。


「ヒッ!!」


　物理的なものではない太さと冷たさを持ったそれは、現実の法則にはしたがわない自在さでやすやすと健の中に入り込んだ。


「いやっ、いやだっ！　ひいっ!!」


　氷のそれとはちがう冷気を帯びたそれは、なんとも言えない嫌らしさで健を縮み上がらせ、だが同時に、健の体はそれを性感への刺激と受け取っていた。


「あ、あっ、あっ！　んんっ!!」


　四人の女たちの心臓を止めた超常的な快感に、かん高い叫びを上げてのけぞった。男もまた、雄叫びを放って吐精した。と思うや、次の男が健の背中にのしかかった。あふっと健は息を詰め、やがて切れ切れの艶声をこぼし始め……


　そのありさまを、道与は、意識は（ちくしょう、ちくしょうっ）と怒り狂っているが、指一本動かせないエンスト状態の中で見ていた。


　船室のようすは一変していた。


　四隅に、それぞれ一列ずつの男たちの列ができていた。男たちはきちんと並んで座り、何かの順番を待っているらしかった。


　女だった。


　列の先に一人ずつ女がいて、順番が来た男に抱かれていた。女たちはぼんやりと目を見開いて、されるがままに男を受け入れ、揺すぶられていた。おそらく、この船で殺された四人の被害者にちがいない。死んでのちも、男たちの陰根の妄執に囚われて、抱かれ続けているのだった。


　従軍慰安婦という名の、誘拐同然に徴ちよう用ようされた者もあったという娼婦たちの体に、つかの間のなぐさめを求めた男たちは、五十年前にやったその非道を反省も悔やみもしないで、今またおなじことをくり返している。


「ばか……野郎いやがる女……抱いて……あんたらの思い……が……なぐさめ……られる……と……」


　ささやきが精いっぱいの声をしぼり出した道与の耳に、


《戦場を知らない貴様にはわかるまい》


　高村中尉の亡霊は、冷ややかに道与を見下ろしていた。


《自分たちは、お国のために命を捨てて戦った。泥水を飲み、草を食はみながらも、皇国のために最期まで歯を食いしばって戦った》


「だから……女ぐらい犯したって……かまわねェ……ってのかよ」


《男はお国のために命を捨てる。女は男のために身を捨てる。自分たちはそうして挙国一致の聖戦を闘い》


「負けたんだ」


　吐き出して、道与は、声をふりしぼった。


「昭和二十年八月十五日！　日本は無条件降伏し、戦争は終わった！


　……あんたらの戦争は五十年も前に終わってるんだ。そうだろ？　あんたはそれを知っている」


《負けてなどおらん！》


　憤然と言い返した高村の顔は、見るも恐ろしい形相に変わっていた。


《終わってなどおらん！　終わらせてたまるものか！　自分らの戦いが無意味だったなどとは、認めるものかァッ！》


　チッと道与は舌打ちした。


「これだから、帝国軍人ってやつらは嫌きれェなんだよ……」


　つぶやきをしたたらせた道与の背中が、ゴフリと大きく波打って、弛し緩かんした。


　ピシャ……ピシャ……と舷側を打つ波の音だけが聞こえる空間の、次元をへだてた場所で。


　男は妻の名を呼びながら、ぼんやり目を見開いた女の中に、つかのまの絶頂を放った。


　虚しさだけが降り積もっていく哀しみを、高村中尉は、じっと見つめていた。もうずっと、そうして過ごしていた。それ以外の時のかわしようは忘れてしまった……


　―――それが起きたのは、どちらが先で後だったのか。


　死んでもなお肉欲にすがりつく男たちの淫気に捕り込まれて、われをなくした風情で腰をくねらせていた健の手が、ふと、投げ出されたままになっていた叢雲丸の柄に触れた。


　指が曲がって、きりりと握りしめた。それとともに、ぼんやりかげらせていた目の中に光がともり、カッとみなぎった。


　ほとんど同時に、死人のように横たわる道与の口から、ぼやぼやと白いものが流れだした。煙のように立ち上がり、だが散り消えることはせずに形へと収束し始めたのは、霊体分離の現象、エクトプラズム……


「ええい、汚らわしいっ！」


　健の口が、健の声にはない凜りんとした威力を吐き出した。


「のけ!!」


　一声で、亡霊どもをやり払った。


　いまにも嘔おう吐としそうな顔つきですっくと立ち上がった健の手には、叢雲丸。


　すらりと抜き放って、まだそこいらを囲んでいる亡者どもに向かって、


「去ねい！」


　となぎ払った。


《ぎえっ》


《ぐおおお》


「ふん」


　と、健……ではないものは、あたりを睥へい睨げいした。


「軟弱者のうつけの間抜けめが」


　あざけった相手は、亡者たちではなかったようだ。


　一方、道与の口から吐き出され終えた白煙は、見る見るうちに形をととのえ、色味を差して、美しい女の姿になった。それも、吉原稀代の花魁、浮舟大夫の道中姿に。


　亡霊たちは、息を呑むかに静まった。


　その中を、先導の新しん造ぞうがつく突き棒の輪が鳴る音がシャリンと響いて、行列が動きはじめた。


　大夫は、透けるように白い素足には重たげな黒塗り三本歯の高下駄を外八文字に運びながら、しずしずと進んでいく。その後ろにはそれぞれに着飾った美女ぞろいの新造たちがしゃなりしゃなりとつきしたがう。


　行列は、いましも亡霊どもを一人残さぬ切り払いにかかろうとしていた健……その中身は、弦之進という謹厳木石の短気者だ……をめざし、取り囲んだ。


「なんのつもりだ」


　とは弦之進。


《ぬしさんのおつもりを、あちきに果たさせていただくのでありんすよ》


　しんなりと答えて、大夫は、絢けん爛らんの縫い取り散らした裲襠うちかけをするりと脱ぎ落とした。


　新造が取り上げて、弦之進の裸身に着せかけた。


「ええい、よけいな真似だ！」


《いえ。ここはどうでもあちきの出番。こらえなんしておくんなまし》


　ただにっこりと笑ったばかりに見えた目に大夫は何を語らせ、弦之進は何を読んだか。


　弦之進は憮然と横を向き、大夫は、あたりにむらがる吉原すずめ……ならぬ死苦まみれの兵隊たちに、艶然と視線をめぐらせた。


　大夫の紅色の唇から、たおやかな声が流れ出した。


《ねんぴーかんのんりき　にょーにちこーくーじゅー……》


　歌うように唱えていくのは観かん音のん経ぎようの一節。


　新造たちが唱和した。


《念彼観音力　咸卒起慈心　或遭王難苦　臨刑欲寿終》


　抹香臭い経きよう文もんというより、謡うたいか今いま様ようのように歌い唱えていく女たちの声の中から、大夫の笑みをふくんだ声音が抜け出した。


《郭くるわは女の苦く界がい、戦場は男の苦界。どちらも救いがいりなんす。お歯黒どぶの水に汚れたわっちらが、おまえさまがたのお観音をば務めようとは、如来様には聞かれてはならぬ僭せん越えつでありんすが……》


《念彼観音力　釈然得解脱》


《苦界の波に沈んだこの身でありんすから、おなじ波間に呑まれたおまえさまの苦しさ切なさ、ともに泣けるのでありんす。晴らしてあげましと願がんかけるのでありんす》


　大夫の白い手が、前立てに結んだ帯にかかるのを、男たちは絶えた息さえ呑む気ぶりで見守っていた。


　その目の前で、音もなく帯がほどけてすべり落ち、小袖の前が舞いほどけて、あらわれたのはぬめるように白い肢体。


《さあ、あちきの観音様にお願をかけておくんなまし。哀しい死に様お忘れなして、菩ぼ提だい浄土の蓮のうてなに眠りたいと心底願うて、あちきを抱いておくんなまし》


　新造たちも、それぞれに着物の前をひらいていた。


《うおおおっ！》


　おめいて一人がむしゃぶりかかった。


　女は男を、子を抱き取る母のしぐさで迎え入れ、抱き合いながら床に沈んだ。


《うあああっ》


《あおおおううっ》


　次々ともつれ合って抱き合いはじめる群れの中で、大夫はひっそりと立っていたが、やがてするりと白い素足を踏み出した。


　ぼんやりと居座に腰をかけたまま、じっとうなだれている中尉の肩に、そっと白い手を置いた。


《自分は女を知りません》


　そうつぶやいた唇に、しずかに指で封印した。ふわりと小袖でふたりを隠した。





　祈りの吐息のような喘ぎが静かに満ちては引いていく闇の底で。


「おたがい、こたびは不覚を取ったな」


　冷ややかな声をかけられて、道与は、横たわった身にもこたえている、ただでさえ衰えていた霊力のすべてを大夫に提供しているせいの脱力をこらえて、苦笑した。


「……試されたらしいな、俺たちは」


「こやつにとってはそのようだが、おぬしには灸きゆうを据えたつもりだろう」


「甘ったれるなというわけか……」


「比ひ翼よくの縁を結んだ気なら、死地には入らぬか、心中させても手放さぬかの覚悟しかあるまい。……というところだろう」


「なるほどな」


　苦笑いして目を上げて、


「……絶景だ」


　と道与はつぶやいた。


　新造たちが健に着せかけた裲襠は、もとより幻のよそおい。いまの道与の視力で見れば……


「えい、いまいましい！　その色好みで身を滅ぼせ！」


　赤くなって裸身をひるがえし、慣れない洋装をおおいそぎで着込みはじめた健の体の弦之進に、道与はのんびりと声をかけた。


「それより叢雲丸にもどったほうが早いと思うぜ」


「捨て置け！」


　という返事にクツクツと腹を波打たせて、


「ウチチチ……」


　と顔をしかめた。


　わが身の痛手を思い出したついでに、幽鬼に抱かれた健の身の危うさを思い出したが、


「こやつは俺が引き受ける」


　先回りに答えてきた弦之進に、「ああ、頼むぜ」と、うなずいた。


　そのために、弦之進は汚れた体をがまんしてくれているのだ。


　心中させても手放さない覚悟……か……


（とりあえず一本取られたことにしておくが……なあ、大夫……俺は、生きてるぴちぴちのこいつが気に入ってるのさ。妄鬼になったってかわいがってやれる自信もあるしな）


　胸の中でうそぶいて、道与は、闇の向こうに用心棒よろしく立っている健の姿を透かし見た。


（心配するな、健。亡者に犯られたことなんか、すぐに忘れさせてやるさ）





　明け方も間近になったころ、最後の一兵が荒あら魂たまを吐き尽くして、船内は静まった。


「大夫、姐ねえさんたち、ありがとうよ」


　正座の膝に手をついて頭を下げた道与に、観かん音のん行ぎようを果たした女たちは美しく笑って、闇のかなたに帰っていった。


　女たちの仮の姿に貸していたエクトプラズムを吸いもどして、道与はリモコンのスイッチを押した。


　カッと灯った白熱光に、弦之進の健がアッとよろめき、踏みとどまって、目をしばたいた。


「あ……れ……？」


　健にもどった健を引き寄せながら、道与は不意打ちの目つぶしを食らわせた命の恩人に向かって、片手拝みに陳ちん謝しやした。


「すまねェな弦之進さん。あんたにがんばってられると、こいつの手当てが始められねェんでね」


　窓という窓から皓こう々こうとした光をほとばしらせた『はるな』を見て、すわと駆けつけてきた倉岡は、抱き合ってアツアツぶりも熱烈なキスをしている二人の姿に真正面から遭遇して、ボッと顔から火を噴いた。


　コンマ〇〇二秒の早わざでまわれ右した背中に、


「片づいたぜ」


　という道与の声。


「りょ、了解」


　と答えるのがやっとで逃げ出した。


　どこかで大夫がクックッと笑った。


《あのだんなも、女をご存知ないようでありんすねえ》


　その初物食いの色気をしたたらせたつぶやきに、


「間夫が怒るぜ」


　と言い返して、道与は、健の清めの続きにもどった。


　物理的には犯された痕跡は残っていない、健の菊花にさぐりの指を入れ、案の定、陰気に冷えきっているそこに陽の精気を送り込んだ。


「あ……ん……」


　身悶えて腕をすがらせてきた健のズボンを脱がせてやって、たとえ死んでもこの恋人が相手なら勃たせられる自信のある雄根を剝き出して、またがせた。一気にズブリと突き入れた。


　柔やわ襞ひだを裂かれる衝撃に「ひっ！」と背を丸め、それでもすがった腕は離さずに、痛みに震える体に二撃三撃を突き込まれる激痛を耐えきって、健はハァ……と恋人の肩にひたいをあずけた。疼痛をこらえてもあまりある「愛されている」実感をむさぼるために、痙攣の走る腰をグラインドさせ始めた。


　そんな健を、その恋人は、死線にまたぎ込んだ片足をついさっき引き戻したばかりとは思えない勢いで上下入れ替えに押し倒し、以下同文の熱さを以下同文の激しさで、突き入れ引き抜き突き貫き……！





　なにやら妙なことがあったらしいとかぎつけて来た、マスコミ関係者との受け答えに悪知恵のかぎりを絞らされていた倉岡は、いかにもわけありげに色っぽく頰を染めて失神した美少年をかかえて、朝日の中、堂々と登場してくれた軍服姿の美丈夫に絶句し……岡上道与などという男に関わってしまった身の不幸を実感した。




怨念の彼方










「あれ……雨なのにセミが鳴いている……」


　いつにもましてぼーっとした舌っ足らず調で、健たけしがつぶやいた。イキ過ぎの失神から覚めたところだ。


「短い寿命だからな、雨なんかにかまっていられないんだろうさ」


　最後の一口の煙と一緒に吐き出して、道みち与のぶは健の肩越しの位置にある灰皿に、吸い終えたタバコを押し込んだ。灰皿の置き場所までの距離とリーチとの関係から、健の上にのしかかる格好になる。


　梅雨つゆ明け間近の蒸し暑さが湧かせている汗が、道与のたくましい胸を流れて、健の首筋に落ちた。エアコンはあるが取り替え時期をはるかに過ぎている代物なので、音ばかりうるさくてろくに効かないのだ。


「う……」


　と健が呻いたが、消しそこなったタバコのいがらっぽい煙たさが大嫌いな道与は、かまわず消火作業に専念した。


「ん、あ」


　もっとも健を呻かせているのは、のしかかっている道与の体重ではなく、まだ秘所にずっぷりと挿入されたままの道与のそれの体積である。


「よし、そろそろ行けそうだな、最終ラウンド」


　気が済むまで吸殻をひねり潰し終えた道与は、腕の中に抱え込むような格好になっている愛らしい美貌に向かってニヤリと笑った。そのまま顔を近づけて、逃げようとした健の唇を捕まえた。


「ん……や……あんっ」


　ディープにねちこっく口腔をむさぼられ、突っ込まれたままの豪剣をぬくりぬくりと蠢うごめかされて、健はたちまち色っぽく目元を染めたが、


「も……やっ」


　道与の口から唇をもぎ離し、


「ねェッ」


　と絶倫過ぎる恋人をにらみつけた。


「ごはんにしましょうってば、所長！　もうおなかペコペコで、死んじゃいますよォ」


「まだ出前が届かんだろうが」


　探偵事務所所長の岡おか上がみ道与は、まじめな口調でそう返して、ゆるゆると前後させていた豪剣の動きをリズミカルな突きに変えた。


「あ、や、あ、もっ」


　揺さぶられて色っぽい喘ぎ声をこぼしながらも、眉間の（もうやだ）ジワを消さない十七歳の恋人に、道与はフフンという顔で抜き差しのピッチを上げた。その何度目かを大きく引いて、グラインドを利かせつつグリッとねじ込んだ。


「ひっ！」


　と健がのけぞった。二度、三度とくり返されて、声こわ色いろが変わる。


「あーっ、あ～っ、ああ～んっ」


　この快感をもっと、と甘える響きをにじませた嬌きよう声せいをあふれさせる口を、苦しがると知っていて唇でふさいでやって、道与はお仕置を開始した。淫乱といっていい体で気を失なってもくわえ込んだモノは放そうともしないくせに、空腹なんぞを口実に逆らった罰だ。


「うっ、んっ、ふっ、ふっ！　んん！」


　口をふさがれている健の呻きがオクターブ高まった。そろそろ舌を咬まれる危険が近づいたと見て、解放してやった。


「ああっ！」


　と健の赤く濡れた唇が艶声をほとばしらせた。


「イ、イクッ、イク～～～ッ」


　健が叫び、道与をくわえ込んだ部分が卵を呑むヘビの喉のようにグッとせばまった。


　ちょうど、その時。


「天てん津しん軒けんです、まいど～！」


　そんな声と一緒に勢いよくドアがあいた。


　おかもちを片手に踏み込んできたニキビ面の兄ちゃんが、ギョッ！　と立ちすくんだ。


　それをちらっと振り向いて、


「ちょっと待っとけ」


　と道与。


「えっ？　わっ、きゃあっ」


　と健はあわてふためいたが、もうどうにも止まらないところまで来てしまっていた。


「いやあっ」


　と顔を手で隠そうとしたが、意地悪な恋人にすかさず手を押さえられてしまって、


「あ～んっ」


　と色っぽいベソかき声を上げつつイッた。その、羞しゆう恥ちに染まりながらも、男なら耐えられない恍惚に捕らわれた美貌の煽せん情じよう値は……


　ガシャンッと聞こえたのは、幸せ者か不幸者かは本人の考え方しだいの出前兄ちゃんが、おかもちを取り落とした音。


　自分も存分に健の中に吐き出してから、道与は、


「おいおい」


　としかめっ面を振り返らせた。


「俺たちのめしをワヤにする気か？」


　兄ちゃんは、落としたおかもちを取り上げようとあわてて体を折って、


「うっ」


　と名状しがたい表情で顔を歪めた。二つに折れたまま、よたよたとドアを目指そうとした。


「おい、金を払うからちょっと待て」


　兄ちゃんの事情は見抜きつつ、自分の都合でそう呼び止めて、道与は健から離れた。


　呼び止められて、つい振り向いてしまった兄ちゃんは、健の白くて小さい尻から、道与の凶器というべき豪剣が、粘りをしたたらせながらズルリと抜き出される瞬間を見てしまうことになった。


「うおっ」


　悲鳴に近いおめきを洩らして膝をついてしまったのは、目からの刺激だけにしても、彼女もいない独り者には強烈過ぎたからだ。うずくまった背中をブルッブルッと震わせた事情は、推して知るべし。


　その顔の前に、


「釣り」


　と千円札を突き出した道与は、後ろのソファベッドで恥ずかしさのあまりに悶死しそうになっている健の窮状にも、ニキビが白く浮いて見えるほど真っ赤になっている兄ちゃんの気の毒さにもおかまいなしのマイペース。ついでに、萎なえても凄いイチモツはフリーウォッチング・カモンのままだ。


　兄ちゃんは二千円ひく千五百二十円の計算に四苦八苦したあげく、六百八十円の釣りを置いてよたよた帰っていった。


「おい、健、めし来たぞ」


「……所長ったら、ひどいですっ」


　答えた健はベソかき声だ。


「俺が何かしたか？　あいつが勝手に入ってきて勝手に見たんじゃないか」


「ドアに鍵かけとけばよかったじゃないですか！」


「かけ忘れたのはおまえだぞ。俺はちゃんと言ってやった」


「う……」


　心当たりがあった健は一瞬黙ったが、


「だ、だって、所長が言った時って、もう、その」


「一秒だって我慢できなくて、おまえの鍵穴をふさいでもらうほうが先だったんだよな」


「い、意地悪っ」


　そうさせたのは所長じゃないですかと言いたいのだろう、恨みがましく睨にらんできた健の目がポロッとやるのを見て、道与はいじめっ子顔を苦笑に変えた。


「わかったわかった、俺が悪かったんだろ？　よしよし、ほら、めし食えって。唐揚げ定食だぞ」


　なだめ口調で言いながら、ベッドがわりのソファまで皿やら椀やらを運んでやって、いじけて毛布にもぐり込んでいる健を引っぱり出して座らせて、割ってやった割り箸を持たせてやって……


　恋人としては、強引でマイペースで意地悪くもあって最低といっていい道与だが、健が可愛くてしかたがない男でもあるのだ。チャンスと見れば……ないチャンスは作ってでも、一日と置かずに健を抱きたがるのは、ベタ惚れに惚れている結果だし、一度抱いたらなかなか放したがらないのも同じ理由。意地悪も、可愛いからつい苛いじめたくなるという構図である。


　そして健のほうも、何をされても何を言っても実は全部うれしい程度には道与に惚れている。まだ恨みっぽくグスンとか鼻をすすりながらも、所長が運んでくれた定食に箸をつけ始めた顔は満まん更ざらでもない。


「食ったらソファ拭いとけよ」


　自分の分の酢豚定食をガツガツ片づけながら、道与が命令した。


「はーい」


　と答えて、健は情けなさそうな顔でソファを見まわした。


　どっちが後始末の掃除をするのかという論争は、これを買い込んだ先週のうちに「汚した者が片づける」ということで決着していたが、いささか回転のゆっくりな健の頭でも言いくるめられたと感じた結論で、いまだに納得しているわけではない。


　それは確かに、ソファに飛び散っているのは健のそればかりだが、道与に掃除の責任が発生しないのは、道与はそれを健の中で出すからだ。でもって、健のそこからこぼれてソファを汚した場合でも、責任は健にかぶせられる。こぼれたものは確かに道与のものなのに、こぼした健が片づけ義務を負うのが当然だという論法なのだ。


「べつに掃除は嫌いじゃないし、ほかにはあんまりできる仕事ないんですから、いいですけどね」


　ぶつぶつと不平を言う権利ぐらいはあるはずだ。


「だいたい、こういう使い方するんなら、ビニール張りのにしてほしかったですよね～。布って沁みちゃうから、シミになっちゃって落ちないんだもん」


　しかし、その抗議も、


「ビニール張りは体にベタベタ張りついて気持ち悪いって言ったのはおまえじゃないか」


　と切り返されて、あえなくボツ。


「おっと、客が来るようだぞ」


　という道与の声に、ギョッと顔を上げた。


「なんだ、まだ半分も食ってないんじゃないか」


「の、残りはあとで食べますから」


　あたふたと健は立ち上がった。とたんに、内股をとろりと流れ落ちたもの。


　トイレが先か、服を着て掃除をやるのが先かと迷って、いまは来客対策が先だと判断した。そこら中に脱ぎ散らかしてあった服を、下着から順に拾っては身につけて、身じまいはＯＫ。


　まだ悠々と食事中の道与を、


「所長も早く着てくださいっ」


　とうながして、自分はぞうきんを取りにキッチンへ。テナント用の部屋なので、キッチンといってもスペースも設備もただの湯沸かし室なのだが、冷蔵庫もあればぞうきんもバケツも置いてある。


　濡らしてしぼったぞうきんで、昼めし前の情事の残ざん滓しをゴシゴシ拭き掃除して、ベッドにしてあったのをたたんでソファに戻して、床に落ちていたカバーを拾ってかぶせて。


「よし、オッケ」


　ほっとつぶやいたところへ、来客を告げるドアチャイムが鳴った。


「はーい」


　と駆けつけようとして、ウッと顔をしかめた。またトロトロ～っとナニが……


「俺が出る。シャワーして着替えてこい」


　言ってくれた所長が、ポンと健の尻をたたいた。


「じっとりシミになってるぜ」


「きゃあっ」


　ユニットバスを詰め込んである、元は物置だった部屋に逃げ込んだ健を見送って、


「そうそう誰にでもタダ見させてたまるか」


　とつぶやいて、道与は玄関口にあたるドアをあけた。健に片づけをやらせていたあいだに、自分はちゃっかりチノパンツにジャケットなんていう小こ粋いきな服装を整えている。


　天気のせいで小汚さが陰いん鬱うつさに沈み込んでいる薄暗い廊下に立っていたのは、下っ端の死に神かなんかじゃないかというような陰気な顔つきの、五十がらみの男だった。


「あー、岡上探偵事務所というのは」


「このドアでいいんですよ」


　ちゃんとそこに書いてあるだろうが、とは腹の中でつけくわえて、道与は一応愛想よく客を迎え入れた。顔つきが陰気で着ている物もショボくても、金になる話を持ってきた人間である可能性はある。


「私、こういう者ですが」


　男は名刺を差し出し、道与は用心深い顔つきで受け取った。商売をしに来たセールスマンのたぐいなら、即刻たたき出すつもりだ。


「お願いしたいことは、会社とは直接関係ないんですが」


　男がしゃべり出した。なるほど、取締役社長とある。下請け専門の町工場あたりのおやじだろうと、道与は踏んだ。


「運転免許をお見せするのも変だろうと思いまして」


　なるほど、名刺を出した説明か。


「つまりこれは自己紹介というわけですね」


　愛想を取り戻して話を受けてやった道与に、男はビクッと顔色を変え、


「あ、いえ」


　と頭頂まで後退しかけているひたいを手のひらでぬぐった。


「失礼。自己紹介のことをおっしゃったんですよね。どうもその、ジコと言われますと『事故』に聞こえてしまいまして」


　依頼もそのあたり関連か。


「会社と直接は関係ないとおっしゃると、交通事故でしょうかね」


　推理を言ってやった道与に、男は目を丸くしてみせた。


「おわかりになりますか!?」


　いまの日本で一番起こりやすい事故といったら交通関係だからという、単純な理由での推理だったことはおくびにも出さず、道与はうなずいてみせた。


「ええ」


「そうですか」


　男はほっとしたような不安なような複雑な顔をし、その顔をテーブルの上にずいと突き出してきた。


「やはり、ついてますか」


「は？」


　質問の意味がわからずに聞き返した道与に、男は自分の世界に入ってしまっている人間の表情でウンウンと首を振った。


「私もそうじゃないかと思ったんです。同じ場所で一か月に二回も事故を起こしそうになるなんて、普通では考えられないことですからね。なにしろもう三十年も毎日往復している道で、いままでは一度だってそんなことはなかった。こう見ても無事故無違反のゴールドカードですよ、私の免許は。


　ところが、同じ交差点で一か月に二回だ。


　いやね、あそこの道端に花が置いてあるのを見た時に、なんかいやな気分がしたんですよ。そういった事故現場を通ることなんて、べつに珍しいことじゃないんですが、あそこのあれは、見た時にひどくいやな気分がしたんだ。


　やっぱり、あれのせいですよね」


　勝手にしゃべって勝手にそう結論してみせた男に、道与は憮ぶ然ぜんとした気分を隠さずに言ってやった。


「どうも、ご用件はうちの専門外のような気がしますが」


　男は（そんなはずはない）という目つきで道与を見やった。


「こちらでは、そうした事件をあつかわれると聞いてきたんですよ？　たいへん力のある霊能者でいらっしゃると」


　やっぱりそれか……


「俺は拝み屋じゃありません」


　道与は言ってやった。


「看板のとおり、調査が専門の探偵で」


　男はやにわに必死な顔になって、


「しかしですね！」


　とさえぎってきた。


「おたくにお世話になった知人から、そういった件ならここへ行ってみろと紹介されて！」


　……だからいやなんだ、と思いながら、道与は男に向かって目を細めた。そら、どう見たって何もいやしない。


「まあ、成り行きでそうしたことになった場合もありますが、おたくの件は、警察か交通安全協会に持ち込むべきです」


「しかしですね！　一か月に二回も、同じ場所で事故を起こしそうになるなんて、霊障以外には考えられないじゃないですか！」


「偶然という可能性も充分ありますし、ほかの理由も考えられますよ」


　道与は冷ややかに言った。金にはならないとわかった客に愛想を振りまく必要はない。


「俺としては、仕事にならなくて残念ですが、おたくにゃべつにそういうことをやりそうなモノは憑ついてない。あいにくとね」


「だったら地縛霊なんでしょう。あの時に見た花束は、あそこで人身事故が起きたって証拠だ」


　男はあくまでもそっち方面に固こ執しつする顔だったが、道与にはもう相手にする気はなかった。


「考え過ぎです。お引き取りください」


「魔の交差点と呼ばれててもですか!?」


「車のブレーキを点検されるんですね。それと、そういう方面を気にされるなら、田舎にほったらかしてる墓の機嫌取りに行かれたほうがいいですよ。そちらのほうがむしろ重要です。


　それじゃ、お大事に。予定が詰まってるんで失礼します」


　立ち上がってドアを示した道与に、男は不満たらたらのふくれっ面をしたが、納得できなかろうと実際にそういう事件ではないのだから、しかたがない。道与がさっさと別室に引っ込んでしまったのを見ても、しばらく男はぐずぐずしていたらしいが、やがてドアが閉まる音がして、帰っていったと知れた。


　客にはならない依頼人を追い返すために引っ込んでみせた、六畳半といったスペースの元物置の自宅から事務所に戻りながら、道与は、背後の中空に向かって文句を言った。


「ああいう客は、遠慮なく追い返してもらっていいんだがな」


　道与の目には、部屋の天井近くの空中に３Ｄ映像程度にはくっきりと見えている、生前の気に入りだったらしい豪華な花おい魁らん衣装をまとった美女は、籬まがきの中にいるようにしどけなく横座りした格好で、


《おやおや》


　と皮肉っぽく笑った。


《あちきはいつからこなさんの番衆になりんしたかえ？》


「同居してりゃァ家族も同然ってことで、ちょいとは役に立ってくれてもバチは当たるまいって言ってるんだよ」


　……岡上道与は、何の修行をしたわけではないが、霊が見えるし会話もできるという特殊能力の持ち主である。


《ふふふ》


　と大夫たゆうはまた笑った。


《こなさんには、後朝きぬぎぬをじゃまされてご機嫌ななめでありゃんすか》


　だが、その美しい顔のこめかみのあたりには、かすかに剣けん呑のんな気配が漂っている。


　生きていた時は、花の吉原随一の花魁として一いつ世せいを風ふう靡びした女である大夫は、恐ろしくプライドが高く、命令調で口をきかれたり、ましてや八つ当たりの文句口をおとなしく腹に納めるタマではない。


　道与もそれはわかっているので、いつもは角突くようなことはしないのだが、


「わかってるんなら気をきかせろって言ってるんだ」


　そう言い返した。同時に、来るなら来いと眉み間けんのチャクラに覚悟をためた。


　だが大夫は襲っては来ず、かわりに背後から道与のうなじに冷たい手を這わせてきた。


「よせ、『気』が冷える」


　大夫は健の守護霊なのだが、死霊には違いなく、直接触れられたりしたらそれなりの影響を受ける。現象としては、生気を吸い取られた格好になるのだ。


　大夫はすぐに手を離したが、それは、道与の「よせ」という言葉にしたがったわけではなく、最初からちょっと触れてみただけだったらしい。


《こなさんの胸騒ぎは、確かに『知らせ』でありんすが、あの子にはかかわらないことでありゃんすそうざんすよ》


「坊主がそう言ってるのか？」


　聞かずもがなを聞き返した道与に、大夫は、


《あい》


　と答えた。これまた珍しいことだ。


「まだ死にたくはないからな。気合いを入れて注意しとこう」


　道与はそう返事をした。わざわざ坊主からの伝言を取り次いでくれた大夫の態度から言って、昨夜から始まった胸騒ぎは、かなりの危険を予告しているらしかったからだ。


　ちなみに『坊主』とは、道与自身の守護霊だが、つまらない雑霊でも目にできるほど能力の高い道与にして、まだ彼との直接コンタクトは経験していない。


　以前、大夫が教えてくれたところによると、菩ぼ薩さつ級の高僧だった彼と、煩悩まみれの生身の道与では、あまりに霊的な格が違い過ぎて、うっかりチャンネルを合わせると「お天道さんに照らされたろうそく」のようなハメになるからだという。だから道与への警告も虫の知らせぐらいのことにしておかなくてはならないらしい。


　もっとも道与に言わせれば、「他人の助けをあてにしたことなどはない」というものなのだが。


　さて、客を追い返したあとの応接セットでタバコをふかしていたところへ、デスクの上の電話が鳴った。


　タバコは持ったまま立ち上がりながら、まだ居住区から出てこない健に、


「取るぞ！」


　と断わりを入れた。健から、せめて電話番は自分の仕事にさせてくれと、うるうる目で懇こん願がんされて以来の習慣だ。


　返事はなかったが、異議が提出されないならばＯＫということだ。道与は（早く取れ）とせっついた音で鳴っている電話から受話器を取り上げた。


「迅速正確な調査をお約束する岡上探偵社です」


　たっぷりひと呼吸待ってもリアクションが来なかったので、いたずら電話だったかと、受話器を戻そうとした。


《岡上……》


　と受話器からの声が道与を呼び止めた。


　品性下劣そうないやな声だった以上に、それを聞いたとたんにゾクリと背筋を走った悪お寒かんが、道与にそれを直感させた。


「あんたか」


　そう返したのは、相手が誰かを聞き取ったゆえの返事ではなく、「あんたが虫の知らせの相手か」という意味だったのだが。


《そっちも覚えていてくれたとは、うれしいぜ》


　言葉が足りなければ、誤解は当然のごとく生じる。


《てめェが血祭りに挙げられる理由がわからねェままじゃ、死んでも気持ちがよくねェだろうと思って、思い出させてやろうと思ったんだが。安心したぜ》


　そして相手は電話を切った。


　道与も受話器を置きつつ、


「声だけでわかるか、ばかやろう」


　と吐き出した。もっとも、相手が誰だろうと、仕掛けてくる時はどうせ不意打ちか闇討ちだ。予告をしてきただけでも、親切過ぎて間が抜けているというものだ。


「さて、そんなお人好しとなると、縁の深い奴らじゃないな」


　道与とまともにぶつかるようなかかわり方をしていて、しかもシャバをうろうろできるような人間は、今のところ一人もいない。


「いや、敗者復活の可能性はあるか」


　この世という意味の娑しや婆ばからたたき出してやった連中はいざ知らず、俗に言うシャバから離れていただけの者たちは、刑期が明ければ当然舞い戻ってくる。また脱走という手で自由を得た可能性もある。


「ってことは、少なくとも二年以上は昔にかかわった奴ってことか……」


　道与が刑務所に送り込んでやった連中は、手みやげにつけてやった調査報告書のおかげで、全員が最低でも二年以上の実刑判決を受けている。刑期を終えて出獄してきて、道与への復讐を開始した人間ということなら、かかわりはそれ以前にさかのぼるわけだが……


「二年も前のことを誰がいちいち覚えてるかよ、ばかやろう」


　つぶやいて、道与はパチンコでもやりに出かけるべく、まだ着替えから戻ってこない健にその旨を伝えに、さっきはまだシャワーの音がしていた居住スペースに向かった。


　健は、狭い場所をユニットバスとビニールクロゼットと分け合っている米軍払い下げのベッドの上で、神妙な顔で座禅を組んでいた。


「なんだ、あんたが出てたのかい。どうりで健は心配ないわけだ」


　そう話しかけた道与に、健は半眼に閉じていた目をあけ、健のものではない目つきで道与を睨みつけて、桜色の唇をひらいた。


「いつまでたっても貴様の色いろ小こ姓しようなどやっておるから、危急の際にわが身を守ることさえおぼつかんていたらくだ」


　声は健の唇から出たが、声音も口調も健のものではない。


　だが道与は、そうした異変には驚きもせずに答えた。


「あんたの時代とは時代が違うんだよ、弦げん之の進しんさん。いまどき、自分で自分の身を守れるような腕を持った奴なんか、そうそういねェって」


　じつは道与にとっては、健の人格が交替するのは異変でも何でもない。むしろ日にち常じよう茶さ飯はん事じといったところだ。


　過去の千人斬りの遍歴の記憶をきれいさっぱり追い払ってしまったほどに、目下の道与にとっては最愛かつ唯一の恋人である篠しの木き健は、道与が生まれつき強力な霊能者であるのとおなじく、極端に敏感な霊体質を持っている。ちょっと乳首でも揉んでやればたちまち燃え上がる淫いん奔ぽんな体に仕込んだのは道与だが、霊的な体質のほうは生まれつきで、その特徴は取り憑かれやすいこと。性格がすなおで理性をつかさどる脳みそがのんびりしているからなのか、あるいは体質の影響でそうした人格にでき上がったのか……とにかく、道端のたいして力のない地縛霊にさえ依り憑かれてしまい、憑かれたら手もなく操られるだけという、まことにオメデタイ少年なのである。むろん、そうした地縛霊のちょっかい出しやらは、道与が指先のひと弾はじきで排除してやっているわけだが。


「憑かれやすいタチってのは、こういう時には助かるな」


　正直な感想をつぶやいた道与に、身分は健の守護霊の一人である弦之進は、


「フン」


　と答えて、座弾の体勢に戻った。


「おぬしが身から出たさびを片づけてくるまでには、こやつの修行もだいぶ進むだろう」


　そりゃァ長引くって忠告か？　と思いながら、道与はずけずけと言い返した。


「ああ、ぐあいがよくなるのは大歓迎だ。二枚腰にでも三枚腰にでも鍛えといてくれ」


「下げ司すがっ」


　苦々しげに吐き捨てた弦之進に、


「惚れた相手と枕を交わしたこともないあんたにゃ、妬やけるだろうがな」


　からかいではなくそう言って、道与はきびすを返した。


「それもこれも縁だか運命だかってやつだ。すまんが、健は頼むぜ」


「貴様に頼まれて守るわけではないわっ」


「よろしくな」


　弦之進は、没年齢の若さに似合わないガチガチの謹きん厳げんカタブツ居こ士じだが、そうなった原因は、青春の時間と情熱をすべて剣術の修行にあててしまったからであり、そのぶん切った張ったの腕は立つ。幕末の剣客として名が残らなかったのは、ひとえに、そうなる前に彼が自害を果たしてしまったからだ。その死に方というのも半端ではなく、十文字に腹をかっさばいた上に自分の手で心臓をつかみ出して、腹を切った愛刀と共に、遺書と上書きした白紙に添えて並べてあったという……つまり常人ではない意志の力も兼ね備えていたわけだ。


　そんな先祖を持つ健が、歯に衣を着せない言い方をするならば、弦之進の罵ば言げんどおりちょっといないほど柔弱なタチなのはおもしろいと、道与は思っている。


　体は並みより健康なぐらいだが……そうでなくては、いくら大夫の力添えがあるといっても、ほとんど毎日のように道与の絶倫を受け止めて無事であるはずがない……精神的には柔弱としか言いようがないのが、篠木健という少年だ。


　純で無邪気でばかがつくほど心根がやさしいのは美点だが、十七歳にもなる男が、ちょっと恐ろしい目に遭うと即座に失神してしまうというのは、あまりふつうとは言えない。また、いくら取り憑かれやすい体質といっても、善玉も悪玉も関係なく体に呼び込むというのは、これまたなかなかふつうではない。


　多くの場合、霊が憑ひよう依いするのは、憑かれる本人の中に呼応する要素があってこそ可能なのであって、悪霊が憑くのは、心の中になんらかの悪の芽や弱さを持っている人間と相場が決まっている。同様に、善にくみする霊を依り憑かせるには、祈りや修行などで依り代にふさわしい浄化を果たしている人間でないとまず無理だ。


　ところが健は、まるで無む造ぞう作さにそのどちらをも憑依させる。無造作にというより、無む作さく為いにというべきかもしれない。健が自分で霊を呼び込むわけではないからだ。


　健の側から言えば、彼らは勝手にやってきて勝手に彼の体に入り込み、用が済んで出ていくか第三者によってたたき出されたあとは、吹き去った風のごとし……健の人格その他には、まったく影響を残さない。


　これもまた、不思議なことであるかもしれない。健に残るのは、多少の疲労と、ある時間帯の記憶がとぎれているという経験だけで、霊が憑いた場合には少なからず起こる、霊障としてのひどい肉体の消耗や病的な状態に陥るといったことはない。そうした記憶喪失の「経験」や、それの説明として誰それから聞かされたあれこれによって、霊的な現象に対する絶大な恐怖心が作られたのは確かだが、それは憑依した霊自身の影響が精神的な傷を残したというのとはまるで違う。


　たとえば二年前の、結果的には健と道与を引き合わせることになった事件でもそうだった。





　その時、道与は、ある財界の有力者からの依頼で、身辺警護の仕事についていた。


　大学に入ってはみたものの、四年間通うほどのこともないと一年で見切りをつけて、ちょっとしたきっかけで、とある探偵社にアルバイトとして入ったのが、十九の時。以後、所長とトラブる社員とトラブる客とトラブるで、何度かクビになったり自分から飛び出したりしては、結局また古巣に舞い戻るという生活を五年ばかりやり、二十五の時に独立した。そのころには岡上道与の名は、おもに裏社会を中心にだが、事務所をひらいてもやっていけるまでに知られていたからだ。


　看板は『探偵事務所』だが、内実は何でも屋だった。一般的な調査、尾行調査、内部調査や家出人捜しはもちろんのこと、捕まれば法的には窃盗罪となる「強制的に書かされた契約書の取り戻し」や、住居不法侵入・暴行傷害を伴った「家出人の連れ戻し」や、カタギの弁護士の手には負えない交渉事や取り引きの代行や、各種の法律違反を駆使した人質救出など……いわば正義と悪事のボーダーラインを股にかけたグレーゾーンで顧客のために働くのが、道与の選んだ仕事だった。


　もっとも道与も、初めからそうした危ない橋を目指したわけではない。ただ彼には、都会というジャングルの中で、欲望という名の毒のあるつる草の茂みを相手に、正確に獲物をかぎ出し捕らえるハンターとしての稀け有うの才能があった。また彼自身が、平凡で安穏な人生を送るには、スリルと挑戦を好む冒険者気質であり過ぎたこともあって、いわば落ち着くべきところへ落ち着いたというわけである。


　さて、そんな道与が引き受けた身辺警護だから、むろん、任務の半ばはカバン持ちといったような気楽な仕事ではなかった。


　依頼の内容は、危害をくわえる目的でしつこくつけ狙ってくる女から、顧客を守ること。


　女といえども、襲撃を阻止しようとしたガードがすでに二人も傷つけられている腕達者だということで、そうした仕事には実績のある道与が雇われたのだ。


　その初顔合わせの時。


「犯人の心当たり？　そんなもんがありゃァ、とっくに警察を動かしとる」


　道与は立たせたまま、自分はソファにふんぞり返って葉巻なんぞをふかしながら偉そうに言った顧客に、道与は慇いん懃ぎんな無表情で言ってやった。


「たしかに、これまでの様子をうかがったところでは、相手も実行犯と依頼主のチームかもしれませんね」


「依頼主と実行犯？」


「仮にもプロのガードに怪我を負わせたとなると、まあ、そこいらへんのただの女じゃないでしょう。少なくとも、暴力ざたの経験がある不良少女上がりの女か、あるいは香港あたりのプロという可能性もないでもない」


　不良少女にはフンという顔をしたタヌキおやじだったが、プロと聞いて関心を持った顔をした。道与は興味を満たしてやることにした。


「俗にいう殺し屋ですよ」


「ハッハ！　まさか、きみィ！」


「ないとは言えません。日本のヤクザだって鉄砲玉と称する殺し屋を使ったりするでしょう。需要があれば供給も起こるのが、世の中ってもんですから」


　そして、道与の世渡りの評判を聞いたからこそ雇ったタヌキおやじは、わずかながらも青ざめた。


　ふつうの裏街道者なら、そこですかさず賃上げ交渉に結びつくような安請け合いでも持ち出すところだろうが、道与はそういうすなおな悪党ではない。


「念のための手は打っておいてくださいよ」


　と、かました。


「ねね、念のためとはどういうことかねっ」


「策や布ふ石せきに『万全』はあり得ないってことですよ。相手がそっち方面のプロだとしたら、俺だって返り討ちに遭わないともかぎらない。俺は、自分の葬式代分の保険はかけてますが、しくじった場合の賠償請求なんかをされても、支払い能力はありませんよ。


　そういう念のためです」


「し、しかし、そそ、それじゃ」


「もちろん、請けた仕事は命がけでやりますよ。しかしタマ支払っても足りなかった分の責任までは取れませんや。


　おっと、こっちの賠償はいりませんよ。俺には遺産を受け取るような相続人はいないんでね」


　いまやすっかり青ざめたタヌキおやじに向かって、腹の中で（ざまァみろ）と舌を出してやりながら、道与は気分よく仕事についたのだった。


　そして二日後。


『女』はあらわれた。


　雨の朝で、道与はタヌキおやじの傘持ち役を務めながら、屋敷内の小道をガレージに向かっていた。


　気配は玄関を出る前から感じていた。雨の音と同じぐらいにはっきりと感じ取れるほどの殺気が、そこにわだかまっていたからだ。


　玄関を出て、二十歩あまり。襲撃者は、タヌキおやじが乗り込むはずの車の陰から飛び出してきた。


　それが、聞いていたような『女』ではないことをまずは見て取りつつ、予定の行動で傘をたたみ、タヌキおやじをグイと自分の背後にかばい込みながら、


（なるほど）


　と道与は思った。


（こいつァ並みの奴じゃ相手できねェや）


　見かけは、いかにも華きや奢しやな少年だ。たぶん中学生か、高校生だとしても一年生ぐらい。胸の前に両手で握り締めているサバイバルナイフは剣呑だが、それさえ取り上げればチョロイ相手だと、前任者たちは思ったのだろう。


　ところが、どっこいだ。


　体ごと突っかかってきたのを、とりあえずナイフはたたんだ傘で受け止め、本体の突進は手首をつかんで押し止めた。


　少年が、もぎ離そうと腕を振った。ふつうならびくともするはずがない道与の手は、簡単に振り払われた。それも、体ごと宙に跳ね飛ばされるという勢いで。


「ひゅうっ」


　と感嘆の息を吐きつつ受け身を取って着地するや、このために手放さなかった傘を、タヌキおやじに襲いかかろうとしている少年の脚めがけてブンと投げた。狙いは外れず、傘は突進する少年の脚のあいだに飛び込んで、ものの見事にもんどりうたせた。


　少年が、転んでも痛みを知らない人形よろしく、バネ仕掛けの素早さで立ち上がった時には、おなじく瞬速の反撃に出た道与の腕が、少年を羽交い絞めに捕らえていた。実戦のための格闘テクニックだから、一方の腕は首に巻きつけ、捕らえたと同時に絞めを開始している。


「さあ、ねえちゃん、捕まえたぜ」


　道与が言った相手は、もちろん少年……ではなく、道与の一風変わった視力によれば少年の姿と二重写しのように見えている、形ぎよう相そう凄まじい二十五、六の女だ。


　そして少年は、とても彼のものとは思えない異様なしわがれ声で叫び返した。


「放してよォッ！　あたしのじゃまをしないでェッ！　あたしにはあいつを殺す権利があるんだァッ！」


　道与は顔をしかめた。腕力には自信があるし、絞めのポイントの捕らえ方も的確だ。すなわち、もうとっくにオチていてもいいはずなのに、少年の暴れ方はいっこうに弱まりもしない。それだけ女のパワーが強力なのだ。


「社長！」


　と、道与はタヌキおやじに声をかけた。


「死にたくなきゃ、さっさと車に乗って出かけちまってください！」


「ふん。じたばたと暴れよる」


　てっきりカタはついたと思い込んでいるらしいタヌキおやじは、道与の警告を無視して近づいてこようとした。


「ばかやろう!!」


　と道与は怒鳴りつけた。


「こいつは怨霊憑きだ！　近づくと喉笛咬み切られるぞ！」


「怨霊だ？　なにをばかな」


　嗤わらいかけたタヌキおやじに、少年があのしわがれ声でわめいた。


「ああ、そうさァッ！　あんたに食らいついて、かじり殺してやるゥッ！　あたしには権利があるんだよォッ！」


　道与が怒鳴り返した。


「権利があるって言うんなら、あんたの名は!?　誰なんだか言ってみろ！」


「ミツ子よォッ！　忘れたなんて言わせないわよォッ！」


　少年はわめき、タヌキおやじの顔色が変わった。


　すかさず道与はたたみかけた。


「ミツ子じゃわからん！　名字は!?　どこの誰だかわかるように言え！」


「ミツ子よォ……あんたがお店を持たせてくれるって口説いた……銀座の『よし乃』のミツ子じゃないのォ」


「ひっ!?」


　と声を上げたのはタヌキおやじだったが、道与も（やばいっ）と焦っていた。捕まえている体が不意におとなしくなったことと、怨霊女の声から力が抜けたことから、憑依されている少年の命が断ち消えようとしているのを悟ったからだ。


　とりあえず、いきなり元気を盛り返されない程度に腕の力を抜いた。扼やく殺さつはまぬがれた憑依体のいまやなけなしの生命力を、怨霊女は自分の恨み言をしゃべるために消費しにかかった。


「あんたを信じて、あたしは、お店を開く準備にすべてを懸けたわァ……あの子の父親とも切れて、貯金も全部つぎ込んだァ……でも土壇場でェ……あんたはハツ美に乗り換えたァ……たった二つ若いだけでェ、ママなんて器うつわじゃないハツ美なんかにはお店を持たせてやってェ……あたしを捨てたァッ！　あの店はァ、あたしのお店になるはずだったァッ！　あんたが約束したからァッ！　あたしはァ、好きだったあの人とも別れたんだァッ！　でもあんたはァッ！　あんたは、あたしを裏切ってェッ！　夢だったのにィ!!　すべてパアじゃないのォッ!!」


「それで、あんたは自殺したわけだ」


　憑依されているだけの少年は殺さないように、憑依している女のパワーをセーブしようと苦労しながら、道与は、タヌキおやじに返事を聞かせてやるための問いを放った。


「そうよォ……」


　女は認めて、すすり上げた。


「あの子を引き取って一緒に暮らしたかったのにィ……もうなんにもないィ……だから、あんたを連れていくんだ。あたしから何もかも奪ったあんたが、のうのうと生きてるなんて許せない！　あんたも死ぬんだよォッ!!」


「うお!?　っとと」


　危うく逃げられかけた、捕まえ心地は華奢な憑依体を抱き捕らえ直して、道与は、告発への心当たりは十二分以上にあるらしいタヌキおやじに（行け！）と頭を振った。


「こいつは俺が何とかする！　ただし割り増しはもらいますよ！」


「わ、わかったっ」


　恐怖に顔を引き攣らせて、タヌキおやじは運転手付きの車のバックシートに這い込み、ブウッと逃げ出していった。


「ちきしょ～ッ、待てェッ!!」


　絶叫して、車を追いかけようとしたミツ子の背中を、道与は、気を込めた手のひらでドンと押した。


「逃げられるぜ、追えよ！」


　怨霊女はギッと道与を振り向いた。少年の体は、まだ道与が捕まえているからだ。


　道与は「急げ！」と顎をしゃくった。


「だめだっ、逃げられちまうぜ！」


　声音と口調を焦しよう燥そうにうわずらせた道与の名演技が、ミツ子の焦りにシンクロして増幅した。


「追うんだっ！」


　叫びと同時にふたたび気で背中を押されて、ミツ子は、動きのとれない少年の体から飛び出した。


《待てェ～ッ！》


　獲物を追いかける怨霊女の姿は、たちまち道与の視界から走り去った。


　それを片目で見送りながら、道与は腕の中でがっくりと喪そう心しんしている少年を抱き上げた。


「さて、こっちも急がねェとな」


　とりあえず怨霊はタヌキおやじについて行かせたが、生身を持たない不便さに気づけばまた戻ってくるだろう。それまでに何か手を打っておかないと、少年はふたたび体を乗っ取られることになる。


「しかし自慢じゃねェが、俺は経も読めなきゃ護符なんてもんも書けねェんだよな」


　どうしたもんかと思いながら、泊まり込みでの警護のためにあてがわれている粗末な三畳間に少年を運び込んだ。


　まずは当人を呼び覚まそうとした。意識さえしっかりしていれば、怨霊といえどもそう簡単には入り込めないはずだ。


「おい、目を覚ませ、おい！」


　だが他人の思し惟いに取り憑かれ操られていたダメージは深いらしく、少年は横たえられた畳の上でぐったりと体を投げ出したままだ。


　ふと道与は、彼がめったにないほどの美貌の持ち主なのに気がついた。美しく整った卵形の輪郭……少女めいたやさしいラインの眉……閉じたまぶたは長いまつげに縁どられ、すっと鼻び梁りようの通った高過ぎず低過ぎずの形のいい鼻。淡い血色を帯びた色白の頰……そして、やや厚めのふっくらとした唇。


　その唇から、目が離せなくなった。


　全体の造作は、人形のそれのような整い過ぎた冷たさを感じさせる顔だちの中で、唇だけが印象を違たがえていた。肉感的……というより、淫らという言葉を塗りつけてやりたいような気分にさせる……奪われて濡れひらき、むさぼられて喘ぐための、ふっくらした肉づき……


　気づいた時には、唇に唇を重ねていた。閉じた唇のぽってりした感触を唇と舌先でしばらく楽しんでから、顎に手をかけて口をあけさせた。舌を差し入れて甘い口腔を舐めさぐり、見つけた肉片をすくい取って吸いしゃぶった。それはピクリと反応した。


「ん……」


　ディープなキスが少年の意識を目覚めさせたようだ。


　と、その時、


《その子を抱いておくんなまし》


　ささやくような女の声が道与に言った。


《ならんぞ、大夫！》


　気色ばった若い男の声は、道与にささやいた女に向かって言ったものらしい。


《抱いてやっておくんなましっ》


　見ればいつの間にか、横たわる少年の頭の横に花魁姿の女が座っていた。


　女は、道与が自分に気づいたと知ると、まっすぐに道与の目に視線を当ててきながらくり返した。


《その子をぬしさんのものにしてやっておくんなさいまし！　でないと、また》


「あの女に横取りされる、か？」


《あい》


《大夫！　そんな男に健を任せる気か!?　…俺は認めんぞ！》


　こちらは、少年をはさんで花魁とは反対の側の場所に正座した、若侍姿の霊だった。道与が思わずゴクリとなったような水もしたたる男ぶりだが、道与を睨みつけている表情は剣呑そのもので、おまけに左手にはすでに鯉口を切った大刀。かいま見えている白刃からは、妖気といってもいいような霊的な力が漏れ出しているのがわかる。


　しかし花魁と若侍の関係は、対等か、


《ええっ、やかましゅうござんすえ、弦之進殿！》


　と女のほうが叱りつけたところを見ると、むしろ花魁のほうが上らしい。


《あちきらではどうにもできなかったじゃァござんせんか！　ここはどうでも》


「わかったから！　守護霊同士で喧嘩なんかせんでくれ！


　それより、あの女が戻ってくるぞ。いくら俺でも、いっぺんに両方の相手は無理だ」


《……女は引き受ける》


　弦之進とやらが憮然と言って、すっくと立ち上がった。


《貴様を認めたわけではないがなっ》


　そんな捨てぜりふを残してスッと消えた。怨霊女を迎え撃ちに行ったのだ。


《ならばぬしさん、いまのうちに》


　うながしてきた花魁に、


「あんたは行かねェのか」


　と言ったのは、あっちに行ってろの意味。


《見られていては勃たぬ御お刀かたなでありんすか？》


　揶や揄ゆで返してきた花魁は、声音も目の色も隠そうともしない淫欲に濡らしていた。


「俺はかまわんが、ぼーやのあとで『あちきも』なんぞとねだられても、幽霊とのやり方は知らんからな」


《ふふふ》


　と花魁は愉しげに笑った。


《ぬしさんならば、生き身でのうても夢中にさせてくんなましょうえ》


　いかにも女郎の手管風の、ねっとりとからみつくような口調で言ってきた花魁に、


「それで、精どころか生気を搾り尽くされて干し殺しってか？」


　皮肉たっぷりに返してやって、道与は、


「ンなみっともねェ死に方はごめんだな」


　と鼻の前で手を振った。


　花魁はますます愉しげに笑み崩れた。


《ぬしさんの気を吸い尽くそうと思うなら、蛇淫というてもウワバミでのうては、かなうものではござんせんよ》


「女の世辞には耳を貸すなってのが、死んだじいさんのたった一つの遺言でね。よっぽどひどい目に遭ったらしい」


《ふふ、情の強こわいお人でありんす》


「ああ。あんたがいくら極楽仕込みの秋しゆう波はをくれたって、俺の気はこのぼーやにしか向かんようだな」


《縁というもんでござんすねェ》


　なにやら子し細さいありげな表情でつぶやくように言った花魁が、ふとその顔を引き締めて、弦之進が怨霊女を食い止めている玄関のほうを振り返った。


「若様一人じゃてこずるようだな」


　道与は言った。


　弦之進の苦戦ぶりが、霊的な振動というか波紋というか、とにかく伝わってきている。


「さっき女がジジイを追ってった時に、女の振り乱した髪にからめ捕られてる二、三歳ぐらいのガキの霊が見えた。好いた男は捨ててでも一緒に暮らしたかった子供を、無理心中に殺して道連れにしてきたらしいな。


　そんな女の妄執を相手にするにゃァ、あの若様は経験不足なんじゃねェのか？」


《あい》


　と花魁もうなずいた。


《あちきが加勢に行くざんす》


　すっくと立ち上がって、絢けん爛らんとした裲襠うちかけをはらりと脱ぎ捨てると、すすっと宙を踏んで部屋を横切り、壁に消えた。通り抜けて行ったのだ。


「こっちも急げ、か」


　道与はあらためて、少年の美貌に目を落とした。


　青みを帯びるほどに透き通った白目に囲まれた瞳が、不思議なパープルの光を帯びて道与を見上げていた。少年はすっかり意識を取り戻している。


　だが、そのぱちりと見開いた目には草食動物の従順さしか浮かんでいないのを見て取って、道与はそれをやるべきなのを悟った。


「おまえ、セックスの経験は？」


　少年にしたら、目が覚めたら自分の上に男が覆いかぶさっていて、しかもいきなりそんな質問だ。驚くなりあわてるなりするのがあたりまえの状況だが、少年の反応は違った。こくんとうなずいてみせたのだ。


「そうか、じゃあ俺が最初の男ってわけだ。おまえを俺のものにする。怪我はさせたくないから、おとなしくしてろ」


「は……い」


　少年は、かすかながらもそう答え、すべてを任せるというふうに目を閉じた。


　道与は、玄関の外あたりでやり合っているらしい、霊たちの三つどもえの様子をうかがい、急ぐに越したことはないと判断した。


「やぼ用を片づけてから、あらためてちゃんと可愛がってやるからな」


　そう言い渡しておいて、少年の下半身の衣服を剝ぎ取った。手続きはすっ飛ばして、両足を抱え上げて押しひらき、あらわれた秘蕾にせめてたっぷりとつばを塗り込んだ。


「すまんな、馴らしてやってる暇がない」


　そう詫びつつ、三桁のオーダーの女や男を昇天させてきた豪のモノを引き出し、先走りがぬめらせている切っ先をあてがうや、蕾の花芯を一気に貫いた。


「ひいっ！」


　かん高い悲鳴をほとばしらせてのけぞり逃れようとした華奢な瘦身を、力ずくで抱き押さえて、強引に根元まで突き入れた。


「い、痛いっ、痛い～っ」


　局所を襲っているあまりの激痛に、うわごとのようなささやきしか洩らせないでいる少年に、


「泣き叫んでかまわんぞ」


　と非情なアドバイスを言ってやって、道与は、食いちぎらんばかりに締めつけてくる狭い秘腔をギシギシと犯し始めた。


　大夫が「抱け」と言ったのは、少年の体内に道与の精気を注ぎ込めということだ。道与が少年の中で気をやるまでは、コトは完成しない。


「ひっ！　ひっ！　ひいっ！　ひい～っ!!」


　おそらくは、体をそこから二つに裂かれる心地だろう。痛ましいばかりの悲鳴に耳をふさいで、道与はイクことに専念した。


　よし……出るっ。


「おまえは、俺のものだ！」


　呪言として働くはずの宣言と共に、グッと最奥まで突き入れて、ビュクと撃ち出した。抱きしめた瘦身がビクンッと跳ねた。それをしっかりと抱き留めながら、下腹の筋肉をグッグッと締めて最後の一滴まで搾り出し、すべて少年の中に注ぎ込んだ。


　コトは済んだ。


　道与はすばやく、しかしできるだけやさしく、一回ぐらいの放出ではまだ萎えてはいないモノを抜いてやり、絶え絶えながら息はしている少年の耳に、


「終わったぞ」


　と告げてやって、起き上がった。


「さァて、あっちはどうなった？」


　やり合っていた気配は消えているが、かといって治まったというのではないようだ。三つどもえが膠着して睨み合っている、というところか。


　二、三秒の逡巡にケリをつけて、道与は少年に目を向けた。


「俺は岡上道与だ。おまえを抱いた男の名は『岡上道与』だぞ、いいな？」


　少年はまだ涙をあふれさせている目で道与を見上げて、


「岡上……さん？」


　と復唱した。


「そう、道与だ。おまえの名前は？」


「篠木……健……です」


　その瞬間にわき上がった名状しがたい愛しさは、道与が生まれてこのかた味わったことのない強烈な衝動として道与を支配し、おそらく生涯のあいだ魂を囚え続けるだろう甘い酔いとして根づいた。


「俺のものだ、健……」


　そう告げながらのくちづけを、少年も自分から唇をひらいて受け入れた。


　見知らぬ男との、突然の強姦にひとしい性交を受け入れたのとおなじく、かけらほどの拒否も疑いも戸惑いも見せないそのすなおさは、道与にある確信をいだかせた。すなわち、自分とこの少年とは、大夫の言う『縁』ある間柄で、シチュエイションとしては異常だが、なるべくしてこうなったのだ……という。


　ふたりは熱くからめ合った舌と舌とで、たがいをたがいのものとする契約を結んだ。


「じゃあ、ちょいとヤボ用を済ませてくるからな。戻ってくるまで、ここでおとなしくしてるんだぞ」


　言ってやった道与に、


「動けませんよ、痛くって」


　と、ぼやく調子で返してきた少年のひたいにキスを贈って、道与は立ち上がった。


　出ていった玄関先では、怨霊女と、健の二人の守護霊が、案の定の睨み合いをやっていた。


　道与はズカズカと霊たちのあいだに割り込むと、怨霊女に向かって顔をしかめた。


「あんたも母親なら、第二ラウンドをおっぱじめる前に、その子をどうにかしてやれよ。かわいそうに、とばっちりで傷だらけじゃねェか」


　その子と聞いて、怨霊女はギクッとしたふうに道与に目を向けた。


《何のことよ》


「何のことだはねェだろう。あんたのその髪のあいだから、かすみ網にからまっちまった小鳥みてェにちっちぇェ手を出して、『痛い、助けて』って泣いてンのは、あんたの可愛い子供じゃねェのかい？」


《いいかげんなことを言うんじゃないっ！　ミチルは天国に行ったわっ！》


　怨霊女は言い返してきた。


「そうかい。じゃあ、ヒックヒック聞こえてる泣き声も、あんなに悲しそうな泣き顔も、俺の気のせいだってことか。母親のあんたに聞こえも見えもしてねェんなら、そういうことだろうな」


　道与のおだやかな口ぶりに、怨霊女はかえって不安になったようだった。耳を澄ませる様子をしたが、すぐにまた道与を睨みつけた。


《なんにも聞こえやしないわよっ。あたしを騙だまそうったって、そうはいくもんかっ》


　道与は肩をすくめてみせた。


「騙してンのは、あんただろ？　自分をよ。てめェに都合の悪いものは聞こえない耳ってなァ便利な代物だが、それでいねェことにされちまうチビは哀れなもんだぜ。


　おい、チビ。ミチルちゃん……だっけか？　そんな自分勝手で薄情なかあちゃんにくっついてたって、つらいだけだぜ。にいちゃんのとこへ来な」


　言って、すっと手を差しのべた道与に、怨霊女はギクリと凍りつき、健の二人の守護霊たちも《あっ》と洩らして、まぶしさを防ごうとするように顔の前に袖をかざした。


《おぬしっ、何者だ！》


　叫んだのは弦之進。


　道与は、霊たちをひるませた自分の手のひらから発する金色の霊光を、怨霊女にあびせながら、


「さてな」


　と口をひん曲げた。


「俺にも、なんで自分がこんなことをできるのかはわからん。わからんでも使えるし、こうして役にも立つ力だから、便利に使ってるだけさ」


　言いながら、手のひらをかざしたまま怨霊女に歩み寄り、無造作に女の髪のあいだに手を突っ込んで、引き出した……のは、ピンクハウスの服を着た愛らしい幼女。ただし、服も手足も顔も傷だらけだ。


　髪という形で彼女を捕らえていた母親の妄執から引き剝がしてやった幼女を、道与は自分の懐の中に抱き込んだ。


「さあ、ミチル、もう痛いのはおしまいだぞ。わからず屋のかあちゃんは放っといて、にいちゃんといいところへ行こうな」


　片手で抱けてしまうような小柄だが、魂としての姿や顔だちがはっきりしているということは、三歳にはなっていたのだろう。幼女は、殺されたあとも苦しめられていた母親の盲愛から救ってくれた道与の胸に、ありがとうと言うように頭をもたせかけてきたが、その目がすがるように見つめているのは、自分を殺した母親のほうだった。


「どうした、あんなかあちゃんがまだ気になるのか？」


　その母親は、ミチルの無垢な魂が放つ輝きがまぶしくてたまらないらしく、両手で顔を覆っていたが、


《ほ……ほんとにそれはミチルなの？》


　とおずおずたずねてきた。


「だろうとそうじゃなかろうと、あんたとはもう縁が切れてる」


　道与は冷ややかにやり返した。


「あんたは、子殺しのうえに自殺した救いようのねェ霊で、しかもいまじゃ立派な怨霊ときてる。遅かれ早かれ、行き着く先は無む間げん地獄と決まってるが、この子はすぐにも上に昇っていけるだろう。いったんは母娘だったかもしれねェが、こうなっちゃァもう縁は終わりだ。


　ほら、ミチル、かあちゃんだったばかな女に、せめてバイバイをしてやんな」


《いやーっ！》


　叫んだのは、ミチルだった。道与の腕から抜け出そうともがきながら、泣き叫んだ。


《ママ！　ママ～！　みーたん、ママといる～！　いい子にちゅるから、みーたんどっかにややないで～！》


《ミ……ミチル～ッ！》


　道与の腕から娘を奪い取ろうと駆け寄って、女は十メートルも弾かれた。何度駆け寄っても弾き返されて、ついに泣き声をあげた。


《ミチルはあたしの子よっ、返してくださいっ》


「俺は何もしてない」


　道与は言ってやった。


「あんたが娘にさわれないのは、あんたが怨念なんてェもんで汚れちまってるからさ」


《いやだ、いやだっ》


　女は髪をかきむしった。


《あたしはミチルを離したくなくって、死んでも離したくなくって、だからこの手で首を絞めたんだ。ママと一緒に行こうねって言ったら、ミチルはにっこり笑って目をつぶって……だから、あたしはっ》


「あんたは、未来永劫そのどす黒い恨みに苦しみ続ける地獄への道行きに、こんな可愛い子を引きずり込もうってわけだ」


《え……》


「あんたと一緒に、この子にも地獄の底を這いずりまわらせてェってことだろ。あんたの娘なんだから、あんたとおんなじ苦しみをなめるのが当然ってェ理屈だ。違うか？」


《あ、あたしは……》


　口ごもった女に向かって、ミチルが、


《ママ～！》


　と手を差しのべ、身をよじった。


《みーたん、ママのとこ行く～！》


「よかろう」


　道与が言って、腕の中の幼女の霊を放そうとした。


「あんな母親でも恋しいならば、一緒にどこへでも堕おちるがいい」


《待って！》


　と女が叫んで、あとずさった。


《だめよ、ママはだめなのっ、みっちゃんを抱っこできない！》


《ママ～！》


《あんた！　そこのあなた！》


　女は道与に向かって両手をしぼった。


《お願いですっ、どうかその子をつれて行って！　ミチルはなんにも悪いことはしていないんですっ！　あたしみたいな女から生まれたのが不運だっただけなんですっ。ですからどうか、幸せな体に生まれ変われるところへ行かせてやってくださいっ、お願い～！》


「それで、あんたはどうするんだ？」


　ひどくやさしい道与の声は、アーンアーンと泣き叫んでいたミチルを泣きやませ、がっくりとうずくまった女の顔を上げさせた。


《あたし……？　あたしは……》


「あの男は、永遠の苦しみと引き替えにしてでも取り殺さなきゃならねェほど、値打ちのある奴か？　あいつがあんたにした仕打ちは、因いん果が応おう報ほうの摂せつ理りにしたがって、放っておいてもいずれあいつの上に戻って行くだろう。それとも、このうえ二度と娘とは巡り会えねェって犠牲を払ってでも、どうでも地獄への道行きをやりてェ男か？　どうなんだ、ミツ子」


　もう怨霊の物凄まじい形相ではなくなっている女は、道与の問いにうなだれた。


《でもあたしは、ミチルを殺しました……》


「ああ、もちろん罪は罪だ。たとえ殺されたミチルのほうはあんたを許してようがな。しかし罪に罪を重ねるか、思い止まって恨みを捨て、犯した罪が浄化されるのを待つかを、選ぶことはできる。まだ今ならな。さあ、どうするね」


《……あたしは……あたしは、ミチルと幸せになりたかった……あたしの願いはそれだけだった……》


「よしよし」


　道与はうずくまっている女の霊に近づいて、そのざんばらの乱れ髪を手でなでた。


「じゃあ、この子の光を見失わないようについて行け。振り向くんじゃねェぞ。


　よし、ミチル、おまえの大好きなかあちゃんを、おまえの光でみちびいてやれ。行き先は、明るいほうをめざして行きゃわかる」


　そして道与は、小鳥を空に放つように、幼女の魂を天へと投げあげた。無垢なる魂は、背中に翼のある輝く子供の姿になって、暗鬱な雨空に美しい軌跡を描いて舞い上がり、怨念を捨てた女の霊も、まだ輝きは濁ってはいるものの一条の薄い光となって、娘の魂を追って行った。


「やれやれ」


　と道与は頭に手をやり、


「こちとら、すっかりびしょ濡れだぜ」


　とぼやいた。


　家の中に戻ろうと振り向いたところで、二人の守護霊たちが消えているのに気がついた。


　愛想のねェ奴らだぜと肩をすくめて、道与は家に入った。


　健少年は、残してきた玄関脇の三畳間で、おとなしく道与を待っていた。置いて出た時の格好のままでパンツも穿かずにころがっているという、おとなしいにもほどがある待ち方だったが。


「あのー、今日って何日ですか？」


　道与を見るなり、そんなことを聞いてきたのも変わっている。そして道与の返事を聞いた応えは、


「うっそー」


「噓じゃねェよ」


「じゃあ僕、今回は二週間も記憶喪失～？　やだな～、そのあいだどこにいたんだろ。学校には行ってたのかなァ～。二週間もさぼっちゃってたなら、こんどのテストは全滅だよ～」


　どうやら霊に憑かれていたあいだは本人の記憶がなくなるらしく、しかもそういう目に遭ったのは初めてではないらしい。それどころか、慣れている？


　そこで道与は、なくしている記憶のかわりに事情を説明してやろうと、


「おまえさんに憑いてたのは、この家のタヌキおやじに恨みを持って自殺した女の霊でな」


　と話し始めた。


　そのとたん、


「やめて～っ!!」


　少年は悪霊も逃げて行きそうな派手な絶叫をほとばしらせて、道与にしがみついてきた。


「いやっ、やめて、やめて！　そんなの聞いちゃったら、怖くってトイレに行けなくなっちゃうし家を出られなくなっちゃうし、部屋にいたって怖くって、死にたくなっちゃいます～！」


　涙目で見上げてきながら必死に言いつのる少年は、できるだけぴったりとしがみつこうとするあまりに、あぐらをかいて座った道与の膝の上にまたがり乗っていて、その見るからにすべすべの白い尻はまだプリンと剝き出しのままだ。


　道与のスケベ心がぞわりと勃起した。


「わかった、わかった。だがな、このままじゃまたすぐ」


「いや～っ！『霊』とか『憑く』とかは言わないで～っ！　きゃ～っ、言っちゃった～！」


「まあ落ち着けって。じゃあ、ナニは『客』でナニされるのは『客が来る』って言えば、怖くないだろ？」


「あー……」


「とにかくだ、次の客が来ないようにする方法がある。やってみるか？」


「あー……それって、もしかして……」


「心配するな。こんどは痛くないようにしてやるから」


「……あの、それって明日か明後日じゃダメですか？」


「さっきのがまだ痛いか？」


「かなり……」


「しかし、客も待ってくれるとは限らないからなァ」


　さりげなく脅してやった効果はてきめんだった。


「わ、わかりましたっ、お、お願いしますっ」


　そして、たっぷりと時間をかけての第二ラウンドで、健のすなおな体は早くもアナルセックスの快感を会得し……





「岡上ィッ！」


　プッと回想を断ち切った、怒鳴るというよりわめく調子で自分の名を呼んだその声が耳に入ったのと同時に、道与は、さりげなく距離を計算してあった自動販売機の向こうへと体を投げ込んだ。バレーボールでいうなら回転レシーブ、体操競技でいうなら床運動の飛び込み前転の要領で、頭から飛び込んでくるりと一転し、足がついた地面を蹴った。自動販売機から五メートルばかりのところにある、ビルとビルのあいだの犬走りのような狭さの路地にすべり込み、そのまま横の壁に張りついた。だが、まだ道与の足は動いている。革靴の踵を、走り去るリズムで踏み鳴らしているのだ。


　男は、


「くそっ」


　という下品な前ぶれを先に立てて、路地に飛び込んできた。九十度の角度での急旋回を道の角に当たるビルのコンクリート壁に手を突くことでこなして、速度を落とさないままの方向転換に成功し、ダッシュを続行しようとした。


　道与はひょいと足を突き出した。


　囮おとりの足音の行方にすっかり気を取られていた男は、道与が張った子供のいたずらのような罠に、ものの見事に引っかかった。


　足を払うというほどの働きもしなかった道与の足に、われとみずからつまずいて、ダッシュの勢いそのままに顔から地面に突っ込んだのだ。


「ンガァッ！」


　という声は、ドサッともグシャッとも聞こえた着地音のあと。アッと声を上げる間もない転倒だったわけである。少なくとも前歯の二、三本は折れたに違いない。


　そういうひどい運命を男に見舞った張本人は、壁に寄りかかって立った場所から、いたって涼しい顔で男を見下ろし、


「さて、誰だ？」


　とつぶやいた。


　男の意図したところは明白だし、例の襲撃を予告する電話をかけてきた律りち義ぎ者ものに違いないが、素す性じようはまだ不明である。


　のしと踏み出して、地面につぶれている男の尻をゲシと蹴り飛ばしながら、どうでもよさそうに声をかけた。


「おい、てめェ、死んじゃいねェだろ」


「ふぐぐ……」


　どうやら鼻もつぶれたらしい。


「お面めん相そう、見せろや」


　負傷者の窮状はまったく勘かん案あんしない冷血ぶりで、道与は、這いつくばったままの男をあおむけに蹴り転がした。隠す意図ではなく顔を押さえている手を踵で蹴りやって、覗き込んだ。


「ふん、見た気もする顔だが、こう崩れちまってちゃな」


　……自分でやっておいて、どこまでも不人情な男である。


　ともかく、どこの誰かはべつだんどうでもいいことだが、ツルんでいる仲間がいるのかどうかは、聞けるものなら聞き出しておいたほうが得策だ。


「おい」


　と、その旨を質問しかけた時だった。


「野郎っ」


　背後からの叫びと同時に、パン、パンッと爆竹がはじけたほどの音が響き、左肩の肩甲骨のあたりにボッと灼熱感。


「ちっ」


　振り向くと同時に、ジャケットの胸に手をすべり込ませたのは、そこに常備のバタフライナイフで反撃に出るためだ。


　路地の出口にはすでに銃撃者の姿はないのを見て取りつつ、走り出すのと同時にナイフを取り出し、折畳式のブレードをシャキンとスタンバイして、タッと表の道に踏み出した。拳銃などという派手な代物は、人通りの多い場所でやたらと振りまわせるものではないと知っている。


　撃たれてから道に飛び出すまでの所要時間は、ほんの五秒ほど。相手の後ろ姿ぐらいは拝めるはずだったのだが。


「うわっ!?」


　と声を上げた相手を「おっ」とよけた次の瞬間に、道与の手の中のナイフは手品のように姿を消した。


　あわや衝突しかけた相手が、警官だったからだ。


　たくましい長身の肩に巡査の階級章をつけた、まだ若い警官は、道与に向かって、


「いまこのあたりで」


　と言いかけて、道与の背後の路地に倒れている男に気づいた。


「きみっ!?」


　と顔色を険けわしくした。


「被害者だ、俺は」


　道与は右手を上げて、その手で左肩を押さえた。


「あの男とベつの男が揉めてるところへ通りかかって、何が何だかわからんうちに」


　ガクッとひざを折った道与に、若い巡査は公僕の立場をわきまえたあわてぶりで、


「きみっ!?」


　と肩をつかんできた。それもごていねいに弾を食らった左肩をだ。


「ウチッ！」


「え？」


「撃たれた……みたいなんだ」


「ええっ!?」


　おそらく銃撃事件の処理などは初めてだろうが、巡査の対応はなかなかの有能ぶりで、十分後には道与は、二台呼ばれた救急車のうちの一台に収容され、警察病院に運ばれた。


　二十二口径あたりだろうと見当をつけていた銃弾の摘出手術を受け、麻酔から覚めた病室で怪我人割引のきいた簡単な調書を取られて、くわしい事情聴取は明日以降にという予約を入れられた。


　道与は、友人に連絡を取りたい旨を申し出た。


「警視庁捜査一課の倉くら岡おか警部補に会いたいんだが」


「一課の倉岡……」


　同じ課の人間が同僚の名前を覚えていないはずはない。


「じゃあ、警部に昇進したかな？　それとも警視まで行ってるかもしれんが。ここしばらく会ってなかったからな」


「もしかして、第四課長の倉岡警部のことでありましょうか？」


　相手の口調が一段階ていねいに変わったのに（ふふん）と思いながら、


「たぶんそうだろう。岡上が連絡をつけたがってると伝えてみてくれ」


　五分後、看護婦が電話機を持ってきて部屋のジャックにつなぎ、道与に受話器を渡して、内線ボタンを押した。


「やあ、警部に昇進したんだってな」


　いきなりそう始めた道与に、キャリア組のエリート警部殿は、


《やっぱり、きみか》


　とうんざりしている声を返してきた。


「そろそろ盆も近いことだし」


　道与は言ってやって、まずは自分が倉岡の弱点をつかんでいる男であることを思い出させてやった。弱点とは、倉岡が霊の存在を信じているということ。


　道与にとっては、あたりまえのことをあたりまえに話せる相手というわけだが、倉岡が身を置いている『世間』では、それは「妙なことを言う人間」と解されるせいで、あたりまえが弱点に利用できるという余得が生まれることになる。


　そのうえで、用件を切り出した。


「四課に配転になってたなら、ちょうどよかった。俺と一緒に救急車で運ばれた奴の素性が洗えたなら知らせてくれ。


　それと、今日中に退院の許可が欲しいんでよろしくな」


《きみの事件は一課が担当していると聞いているが？》


　暗に、（なんで自分がそんな面倒な役回りを引き受けなくちゃならんのだ）と言ってきた倉岡に、


「ああ。ここにいるのは一課サンだがな」


　こちらも暗に（他人の耳のあるところから電話してるんだぜ）と告げてやって、道与は続けた。


「うっかり、面めんを確かめる前に盛大に人相を変えちまったんで、いまいち確実な情報じゃないんだが、あいつが鳥と羽ば組の三み好よしだったとしたら、あんたの管轄だろう？」


　鳥羽組という暴力団組織は確かに存在するが、三好という組員は、少なくとも現在の構成員の中にはいない。そもそも、出した名前はどちらも当てずっぽうだ。


　そして、キャリア組の中でもカミソリの異名を持つ切れ者の倉岡は、道与の謎掛けを読み取った。


《わかった……好きな時に退院できるように手配する。だから、僕を巻き込むなっ》


「ああ、俺は、可愛いラバーの待ってる家に早く帰りたいだけさ」


《ふんっ》


　というあいさつで電話は切れ、道与はカラカラと笑いながら、従者よろしく話が終わるのを待っていた一課員に受話器を返した。


「俺の身元は倉岡警部が保証人だ。ってことで、帰らせてもらうぜ。世話ンなったな」


「あ、いや、しかし」


　手続きが済むまで引き止めたいらしい一課の下っ端の四の五のは無視して、もうさっそく点滴のチューブをはずしてベッドから降りながら、


「シャツがねェな」


　と道与はぼやいた。


　ふつうに脱げると主張した患者の言い分よりも、マニュアルどおりを尊重した医者の命令で、気に入っていたカッターシャツはハサミで切り開かれてゴミ箱行き。もっとも、血はクリーニングできても弾があけた穴を繕って着るわけにもいかなかっただろうから、どっちにしろ廃棄処分ではあっただろうが。


「あんた、俺のチノパンとジャケットの行方を知らねェか」


　刑事を顎で使って退院の支度を整えて、病院前からタクシーに乗ったのは、夕方五時過ぎのことだった。





　その深夜、道与はふたたびタクシーのバックシートに収まっていた。


　弱点をつかまれている人間の分をわきまえた倉岡の協力で、道与を襲おうとして前歯を失った間抜けの正体が判明したので、善は急げとばかりに、その仲間の、道与に銃じゆう創そうを負わせることに成功した不幸者の目星をつけに立ちまわって、結果を楽しみに自宅でもある探偵事務所に戻ろうという帰り道だ。


「ありゃりゃ、しまったなァ」


　という運転手の声に、痛み止めが切れ始めている体調をカバーするために沈み込んでいた、熱っぽいまどろみから引き戻された。


「一斉取り締まりか？」


　思いつきで答えながら、どのあたりだろうと窓の外を見やった。


　閉じたシャッターに『（有）○○機械』だの『△△工業』だののロゴが読み取れる町工場街を、タクシーは走っていた。


「いえね、この先の交差点が」


　言いかけて言いよどんだ運転手に、これまた思いつきを返した。


「『魔の交差点』とかって評判してる場所だとか？」


　思いつきの起点は、半日前に追い返した客のセリフにあった言葉で、そんなものを世間話の受け答えとして口にしたのは、肩に食らった弾傷の痛みが気を紛らせる必要を訴えていたからだ。


「おや、ご存じだったんで」


　黙っていることもできるが根は話好きらしい運転手は、すぐさま会話に乗ってきた。


「この二か月ばかりのあいだに、立て続けに何件もの人身事故が起きたってことでね。そんな評判が立ってるんですよ。見通しが悪いってわけじゃないし、信号もある交差点なんですがねェ。カッパの祟たたりだって話にゃ笑いましたが、気持ちはよくないよねェ」


「カッパってことは、川でも埋め立てた場所かい？」


　しゃべって気を紛らすために言った返事への答えは、


「さあ～。道路に沿って用水路みたいなドブはありますけどね。そういえば半年ばかり前に、そのドブで警官が」


　しゃべりながら運転手は、くだんの交差点の信号だろう青い灯火が黄色に変わるのを認めつつ、そのまま車を進行させた。


　道与もそれをあたりまえと思った。


　黄色信号は、道路交通法では『注意』であり、急ブレーキを踏んででも停止しなければならない『止まれ』ではない。ドライバーの一般常識では『黄色は急げ』で、道与自身もイエロー信号ではアクセルを踏む。


　だが……


　運転手が、


「なんでや!?」


　という驚愕の声を放った時には、ドシンッと襲ってきた衝撃の原因だろうガチャンッという音がして、キキイィッ！　という急ブレーキの音と急停止のショックが続いた。


　とっさの腕と足の突っ張りで、緊急停車によるムチ打ち症レベルの衝撃にどうにか耐えて、（なにが起こった!?）と頭を上げた。


　道与が乗ったタクシーは交差点の中ほどあたりでエンストしていて、その原因は、車体の後部トランクに横合いからフロントを食い込ませている衝突車のせいで……


　コツコツと窓ガラスをノックする音に振り向いた。


　警察官の制帽をかぶった若い顔が、コンタクトを求めていた。


　道与は何気なく窓をあけた。


《だいじょうぶですか？》


　警官が聞いてきた。


　道与は、まあまあ美形の部類で誠実な人柄の持ち主らしい、若い巡査の顔を眺めた。


「あんた、こんなところにいるような人じゃないだろう」


　警官は、どこかそぞろな目つきで道与を見返して、


《あいつを》


　とつぶやいた。


《止めてやらないと》


　そして、スッと消えた。霊がよくやる瞬間消滅だ。


「お客さん、怪我はなかったですか？」


　運転手が首の後ろをさすりさすり言ってきた。


「いやァ、まさか自分がやっちゃうとは思わなかったねェ。


　すぐに社に連絡とって、替わりの配車を」


　最後まで聞かずに、道与は車を降りた。


　衝突した二台は、ほぼ交差点の真ん中で『く』の字に組み合っていて、事故車を徐行でよけて行きながらの通行が再開されていた。


　ドライバーたちは、みんなこちらを興きよう味み津しん々しんで見ていくが、車を止めて手を貸しに来ようとする者はいない。


　運転手も降りてきて、自分の車の惨状に頭をかきながらぼやいた。


「やっぱり呪われてるとかってことなんですかねェ」


「何か知ってるのか？」


　道与は聞き返した。そういう場所ならば、それなりに感じるはずなのに、道与の五感や六感には何も引っかかってこないのだ。


「あそこの角に花が供えてあるのを何度か見かけましたから、死亡事故があったんでしょうけど」


　運転手が指さした先に目をやったが、やはり何もいる気配はなかった。


　ぶつかってきたほうの車のドアがあいて、運転手が降りてきた。サラリーマン風の若い男は、まずは自分の車の様子を調べ、それからつかつかとこちらへやってきた。


「あんた、信号無視したろ！」


　開口一番にそう嚙みついて来た。


「黄色信号でしたよ。そっちこそ青になんの確認しないで出たでしょ！」


　運転手がやり返した。


「俺は青になったから出たんだよ！　そこへそっちが飛び込んできたんじゃないか」


「そんなわけないでしょ!?　こっちの信号は確かに黄色だったんですから！　ねえ、お客さん!?」


「ああ。黄色だったな」


　それは道与もはっきり確認している。それも青から黄色に変わったばかりで、だから当然のこととして交差点に入ったのだ。


「じゃあ、信号機が故障してたとでも言うのか!?　……ほら、見ろ、ちゃんと正常に動いてるじゃないか！」


　サラリーマンの言うとおり、信号機は青から黄色になって赤に変わり、二秒間のインターバルを置いて、赤かったほうの信号が青になった。正常だ。誤作動はしていない。


　だが事故が起きた時の状況を振り返ると、こちらが黄色で進入したと同時ぐらいに、相手の車も発進してきている。そしてそれが、信号が青に変わるのを見たから出たというのが本当ならば……怪談だ。


　パトカーのサイレンが近づいてきて、赤い回転ランプがやって来るのが見え始めた。


「俺は青だったから出た」


　サラリーマンが確信を持っている顔でくり返し、


「こっちは黄色だったんです」


　タクシーの運転手が、道与も証言できる事実を言い返した。


　警察官の事情聴取でも二人の主張は変わらなかったが、道与は、自転車でかけつけて来たもよりの交番詰めらしい巡査が、


「またか」


　とつぶやくのを耳に入れた。


「またって？」


　と水を向けた。


「いえね」


　中年の巡査は帽子を持ち上げて頭をかき、


「ここで起きる事故は、こうなんですよ。いや、全部じゃないですけどね。夜のこのぐらいに起きた事故は、どうしてだか、当事者たちの証言がおんなじように食い違うんだ」


「ふむ……」


　道与はあらためて、交差点とその周囲をじっくりと見渡してみた。


「……そういうことをやりそうなヤツはいないんだがなァ」


　だが自分でも経験したあの状況が、何度も続けて起きているというのは、何らかの作為が働いているとしか考えられない。


「そういえば、ここで起きた死亡事故というのは？」


　巡査は、


「はあ」


　と眉をしかめた。事故はあったが、話したくないという風ふ情ぜいだった。


「まあ、本署へ行けば調べられるな」


　カマかけとかいうつもりではなくそう言った道与に、巡査は、


「陰惨な事故でしたので」


　と話したくなかった前置きをし、しゃべり出した。


「亡くなったのは交通課の巡査でしてね。昨年の年末取り締まりの時でした。飲酒運転の取り締まりをやっておったんです。ところがおそらく逃げようとした車に撥はねられたんでしょうな、道脇の用水路に落下しまして」


「打ちどころが悪かった？」


「だったらまだしもなんですが……」


　巡査は言いよどみ、声を低めて続けた。


「溺でき死しなんですよ」


「水が深かったわけか」


「いや、その……外傷の程度からすると、ちょっと気を失った程度だったろうというんです。が、うつぶせに用水路に落ちて、顔が浸かるぐらいの水は流れていた」


「すぐに助け上げていれば、どうという事故じゃなかったわけか」


「ええ。しかも、彼が落ちたのを見ていた人間はいるはずなんです。つまり、たぶんその直前ぐらいに、巡回のパトカーが取り締まり中の彼の姿を見ておりましてね。五、六台の車が検問待ちをしていたと……」


「だが、警官が撥ねられて用水路に落ちたのを見ても」


「誰一人、様子を見に行きさえしなかった」


「その巡査は単独で取り締まりをやってたのか？」


「ええ。忘年会シーズンの金曜の夜だったんで、検問地点を増やさなきゃならない分、このぐらいの交通量のところは一人で見る体制だったんですよ。あの事故以来、必ず二人以上で組んで取り締まりにあたることになりましたがね。藤ふじ木きくんにとっちゃ後の祭りで」


「知り合いだったのか？」


「いい青年でしたよ。まじめで、交番勤務の時代には町内のアイドルみたいになってたんです。なんで、あんな死に方をしなきゃならなかったんだか」


　道与は、事故の直後に窓ガラスをたたいて声をかけていった、若い巡査の幽霊の顔を思い浮かべた。たぶんあれが、藤木だろう。


　そして道与の見たかぎりでは、そうした悲惨な死に方をしたことでの恨みつらみや、現世への怨念といったようなものは感じなかった。ただ……何か未練は残しているふうだったが。


　あいつを止めてやらないと……


　彼はあの時、そう言って消えた。


「藤木巡査には恋人はいたんですかね」


　たずねてみた道与に、巡査は、


「さあ……」


　と首をかしげた。


「下しも村むらくんなら知ってるかも」


　と言いかけて、


「ところで、おたくは」


　と不審尋じん問もん用の目を向けてきた。


　道与は胸のポケットから名刺を出して渡してやりながら、


「じつはさっき、藤木巡査らしい霊に会いましてね」


　と打ち明けてやった。


「探偵……」


「ええ、本庁の四課の倉岡警部に聞いていただくとわかりますが、俺は心霊事件をあつかうんです。まあ、霊なんて頭から信じない人が多いですがね」


　だが巡査は少数のほうの信じる派だったようだ。


「では一連の事故は、まさか藤木くんが？」


　言いながら、気味悪そうにそっと後ろを振り向いた。人間は恐怖を感じると、まず背後が気になるのだ。


「いえ、彼じゃありませんね」


　道与はきっぱりと言ってやった。


「彼は事故を起こした人間を心配して、様子を見に来たんです。『だいじょうぶか』とたずねていきましたよ。怨念で事故を引き起こしているような霊は、そんなことはしない」


「そうですか……」


　巡査はいかにもほっとしたようにうなずいた。


「でも、出てきたってことは、まだ成仏してないってことでしょうね。可哀想になァ。ほんとにいい青年だったんですよ。人当たりだってよくってねェ、反感を買うような男じゃなかったのに。それが最期は、助かるはずを見殺しにされたようなことになっちまって……」


「ところで、藤木巡査が亡くなった用水路というのは？」


　巡査に案内させて、行ってみた。幅も深さも七十センチほどの、なんの変哲もないコンクリート張りの用水路だった。だが横たわる格好ですっぽりはまり込んでしまったなら、道を行く車からは、遭難者の姿は見えないだろう。


「ちょうどこの場所ですね。こっちを頭にして、こう」


　巡査が指したあたりの用水路際ぎわに、まだそう古くはない花束が枯れていた。


　道与が目を留めたのに気づいて、巡査が説明してくれた。


「同僚だった下村巡査が置いてるんです。仲がよかったですからね、ふたりは」


　道与は眉をしかめた。何日か前にここに置かれた花束から、かすかな残留思念を感じ取ったのだ。


「では、下村巡査も交通課なんですね？」


「異動してなければ、そのはずですよ」


　巡査に情報の礼を言って、ちょうどやってきた空車のランプに向かって手を上げた。


「あ、すいません、あっちの事情聴取にもう少しご協力を」


「もうしわけないんですが、傷が痛み始めてしまって」


　道与は吊っている左腕を示してみせた。


「俺の目撃では、こっちの運転手が言ってることは噓じゃありません。信号は確かに黄色に変わったばかりだった。


　ほかに何かあれば、差し上げた名刺の電話番号にご連絡を」


「わかりました。岡上道与さん……ですね？　怪我をされた上に事故に遭うとは、厄日でしたね。お大事に」


　敬礼してくれた巡査に「どうも」と苦笑を返して、道与は待っていたタクシーに乗り込んだ。


　痛んでいるのは、肩の傷ではなく、花束にこびりついていた痛切な感情にシンクロしたらしく不安な動どう悸きを打っている胸なのだが。


　健の顔を見るまでは治まりそうにない動悸が、肩の傷をうずかせているのも、また事実だった。





　それから三日後、道与はふたたび倉岡に電話して、問題の「下村巡査」捜しを押しつけた。一口に警官といっても、警視庁全体では千三百人からいるし、外部の人間がそうした内部的な人事情報を引き出すのは、警察が処理した交通事故の記録を調べあげるよりも、しこたま面倒だからだ。


「去年の暮れに街頭取り締まり中に殉じゆん職しよくした藤木という巡査の、親友だった『下村』だ」


　同姓の人間がいた場合の判断材料を提供して、返事を待った。


　倉岡は三十分とは待たせなかった。


《下村純すみ基き巡査、二十五歳。地域課所属。現在の勤務署は……》


「サンクス、さすがに警部さんは頼りになるな」


　たまにすなおに礼を言ってやれば、


《まだ何かあるのか？》


　と、しかめっ面が見えるような口調で言ってきた。


「たぶんな。情じよう状じよう酌しやく量りようによる事件のもみ消し、なんてネタはどうだ」


　倉岡は数秒間沈黙し、そのまま電話を切った。


　うまいやり方だ、と道与は思った。答えなかったことで、聞かなかったことにしてくれるというわけだ。


　さて、ではいよいよ、下村巡査とのご対面だ。


　もうかなり回復しているがまだ痛みはある傷の養生のために、転がっていたベッドから起き上がって、ふと眉間に指をあてた。


　あの日に感じていた胸騒ぎが消えているのを確かめて、よしと立ち上がった。この件には健が必要だ。そして、そう考えても胸が騒がないということは、健をつれていっても差し支えないはずだ。


「で、どこにいるんだ？」


　中身も健の健ならば、所長命令で使いにでも出さないかぎり道与の半径十メートル以内にはいるのだが、いまの健は弦之進と人格を交替している。となると……


「上か」


　つぶやいて、道与は廊下へのドアを押した。


　弦之進が健を鍛えると言い出したら、その方法は、彼が知ってる唯一の鍛錬法……つまり、生前の彼が愛用していた叢むら雲くも丸まるという銘の真剣での、素振りと決まっている。


「幕末にジョギングブームが起きてなくてラッキーだった、ってか」


　現代人が思いつくトレーニング法ナンバーワンの「走り」にでも出かけられてしまったなら、呼び戻すのは骨の折れる仕事だが、刀を振りまわしても警察を呼ばれないで済む場所というと、このビルの屋上ぐらいだ。


　錆びてきしむ非常口をあけて、案の定「ヤッ！　トウ！」とトレーニング中だった美少年に、


「弦之進さん」


　と声をかけた。


「出動するんで、大夫と交替してほしいんだが」


「大夫と、とな？」


　それでいったい健の体をどう使う気だ、という顔で睨んできた弦之進に、道与はしゃあしゃあと噓をついた。


「女子高生相手の聞き取り調査なんだが、うまくやれるなら、あんたでもかまわんが？」


「女子高生っ」


　口の中にハエでも飛び込んだような顔で吐き捨てると、弦之進は手にしていた抜き身をチンと黒鞘に納めた。


「参ろう」


　さっさと歩き出した横顔には、苦虫をかみつぶして呑み込んでしまったような表情を張りつかせている。


　作戦成功と、道与は腹の中で舌を出した。女嫌いの弦之進にとっては、女子高生とは、キャラキャラとかしましくわけのわからない言語をあやつり、突発的に凶暴な行動に出る理解不能の生物で、イメージとしては変身したグレムリンというあたりらしい。たぶん、健の体で行動していたいつかのどこかで、「きゃ～っ、うっそ～！　かっわいい～！」と押し倒されかけた経験でもしたのだろう。


　弦之進と大夫が健の「中身」を交替したところで、道与はおおまかな話を打ち明けた。


「まあ、下村と藤木がどういった仲だったのかは、まだ推量でしかないんだが、こいつが下村の物だったとしたら、弦之進さんよりあんたにいてもらったほうがいいと思ってな」


　昨日の再調査で、現場から見つけてきた物を、手の中に出してみせた。


「指輪……でござんすか？」


「ああ。藤木が死んだっていう溝の中で見つけた。偶然の落とし物の可能性もあるが、男と女が結婚したしるしに嵌はめるやつなんでね」


「それじゃあ……」


「もしアタリなら切り札に使える。ちょいと手を」


　左手を出させて、薬指に嵌めてやった。


「ぬしさん……」


「なにか感じるかい？」


「あい。けど、これは……」


「ああ」


　道与はうなずいてみせた。


「だから、お節介をやる気になったのさ」


「承知いたしゃんしたでござんす」


　目と目で同意を確かめあって、二人の共犯者たちは事件解決に向かったのだった。





　下村巡査は、突然の見も知らない訪問者に戸惑いつつも、民主警察の名に恥じない感じのいい態度で二人を迎えたが、快活そうに見える笑顔の下に秘めた内心の暗さは、道与にも大夫にも一目瞭然だった。


　恨みの念というのは、見る目を持つ者には見間違えようのない特有の陰かげりとなって、オーラを濁らせるのだ。


　そして、もう一つ、道与と大夫には見えたもの……あれ以来、横死したという交差点には気配もなかった藤木巡査は、下村の背後に寄り添うようにたたずんでいた。


　その、うつむいて自分だけの思念に囚われている姿に向かって、道与はパチッと指を鳴らした。指し弾だんの音は霊の耳にも届く。


　ゆらりと顔を上げた藤木に、（俺にはあんたが見えてるぞ）と目くばせしてやって、道与は下村との話を始めた。


「殉職された藤木巡査のことでうかがいました」


　とたんに下村の顔色が変わった。


「できれば、じゃまの入らない場所で話したいんですが」


「奥に宿直室が、あります」


「では、そこで」


　真っ昼間に宿直室を使用する人間はいないからだろう。そこは明かり取りの窓もない部屋で、だが道与には都合がよかった。物事にはそれなりの演出が必要な場合もある。


　だから、案内されて部屋に入ると同時に、その点を指摘してやった。


「ああ、この部屋は日ざしゼロですね。ちょうどよかった」


　というふうに。


「は？」


　と下村は不審顔をした。道与は疑問に答えてやった。


「霊が活動するには、やはり日の光というのはじゃまなもんなんで」


「レイ……？」


「幽霊とか亡霊の『霊』ですよ。下村さんは信じないタイプのようですが、あんたと話したがってる霊がいてね」


　一気に核心までたたみかけて、道与は大夫を振り返った。


「タケシ？」


　だが、目が合ったのは健……外側も中身もオリジナルの健だ。


（え!?）と思った道与に、いつの間にかオリジナルに戻っていた健が言った。


「バアさん、じゃない、浮うき舟ふねさんから話は聞きました。『僕』じゃないとうまく行かないだろうからって。あの、覚悟はできてます。ええと、藤木晴はる彰あきさん？　どうぞ」


　体は取り憑かれ体質だが、その反動だろう極端な霊恐怖症で、自分の守護霊ですら存在を感知すればパニックする健は、いまにも泣き出しそうに青ざめていたが、そう言って、ふわりと目を閉じた。初めて道与に抱かれたあの時のように。


　そして、下村の背後に立っていた藤木の姿がすうっと流れ、健のまぶたがふたたびひらかれた時、その目には別人の光が宿っていた。


　その目は道与を一いち瞥べつすることもなく、まっすぐに下村を捜し当てた。


「やっと、きみと話せる」


　道与にはなじみの現象である、本来の健とはまったく違った口調で、健は言った。いや『藤木』と呼ぶべきだろう。声は健のそれでも、その声を出している声帯の使用者は藤木なのだから。


「下村、僕だよ。わかるだろ？」


「……藤木……？」


　呆然とつぶやいて、下村は、目で道与に説明を求めた。


「タネも仕掛けもない」


　と道与は肩をすくめてみせた。


「あんたには信じられないことだろうが、霊は存在し、その子は超絶優秀な霊れい媒ばいだ。『霊媒』はわかるか？　自分の体に他人の霊魂を呼び込むことができる、特殊能力者さ。


　で、今その子の中に来てるのは、あんたが言った人物だ。あんたと話したがってたんでチャンスを作った」


「しかし、まさか……そんなことが！」


「まあ、ハイそうですかとは信じられんだろうな。不審尋問でも人定質問でも、あんたの気が済むまでやっていいぞ」


　下村は、どう対処していいのかわからない顔で、道与とその連れとに何度か視線を往復させ、


「あー……」


　と口をひらいた。


「……な、名前は？」


「藤木晴彰、二十五歳」


「住所は？　家族構成は？　あー……高校一年の時の担任の名前は？」


　思いついたことをたずねているといった下村の質問の一つ一つに、藤木は落ち着いて答えを返し、下村の頭の中に本人だという証明を築いていった。


　やがて、


「じゃあ、本当におまえなのか？　藤木？」


　その言葉が下村の口から出るのを待っていたように、健の体を借り受けた藤木はにっこりとほほえんだ。


「わかってもらえてよかった。きみにどうしても言わなくちゃならないことがあって」


　その肩をガシとつかんで、下村が叫んだ。


「ああ！　俺も、会えるもんなら聞きたいと思ってた！　おまえを撥ねた車のナンバー、いや車種でもドライバーの特徴でも何でもいい！　覚えてることがあったら教えてくれ！　俺はおまえの仇を討ちたいんだっ！」


　藤木が哀しげに目を見張った。


「下村……」


「おまえを見殺しにして死なせた奴らに償つぐないをさせたい！　なんでもいいから、覚えてることを言ってくれ！」


　しだいに悪鬼の表情になっていきながら、下村巡査は言いつのった。


「俺はどんなことでもやって、必ず奴らを突き止める！　突き止めて自分が何をやったのか思い知らせてやるんだ！　おまえの恨みを俺が晴らしてやるっ！」


「下村……！」


　つぶやくように言った藤木の顔つきも、変わり始めていた。下村の、藤木への哀あい惜せきのあまりの激しい怨念が、哀しみは抱えていても自分の死を運命として受け入れ、穏やかに鎮まっていた藤木をも引き込もうとしている。


「その前に」


　道与はそう割り込んだ。


「あんたら二人に聞きたいことがある」


「あとにしてくれ！」


　と下村は怒鳴り返してきた。藤木も（じゃまをするなっ）という目で睨んできた。


　かまわず道与は続けた。


「あの交差点の信号機に細工をしたのは、あんたらのどっちなんだ？」


「信号機……っ」


　と、藤木は何かを思い出しかけた体ていで息を呑んだ。


「知らん！」


　と下村はつっぱねてきた。


「やっぱりあんたか、下村巡査」


　断定して、道与は言葉を継いだ。


「信号機に細工して、一日に一度だけ……藤木巡査が死亡した時刻の一回だけ、信号に従えば交差点内で事故るような設定にした。


　あんたがやったことは、りっぱなテロ行為だぜ。無む辜この市民に、無差別に生命の危険をばらまいたんだからな」


「無辜の市民だって？」


　下村は怒りに胸を喘がせつつ、恐ろしい形相でせせら笑った。


「そいつらが藤木に何をした！」


　道与が「そいつら」の代表であるかのように詰め寄ってきながら、下村は吐き出すように続けた。


「俺たちは『市民のため』に働くのを誇りとして、いつだって懸命に任務に励んできた。どんな危険だって引き受けて、ばかな酔っ払いから権力のイヌ呼ばわりされて唾を吐かれたって、根も葉もなくポリ公なんぞと罵倒されたって、笑って腹に納めてきた。


　だがそういう俺たちの努力を、どれぐらいの市民サマが理解してる？　俺たちが誰のために危険を冒し、憎まれ役を引き受けてるのかを、わかろうともしない人間のほうが多いんだ！


　藤木の事件がそうだ！　連中が何を考えたのか、俺にはわかる！　あいつらの身の安全を守るために、俺たちは交通取り締まりをやる！　だがあいつらは、そうやって捕まえることで危険から遠ざけてやった俺たちに、感謝なんかしやしない！　逆恨みするんだ！


　藤木を撥ねた奴は、（うまくやった）と舌でも出しながら逃げやがったんだろうよ。飲酒運転で免停になるよりは、警官一人怪我させるほうがマシだってな。で、それを見てた連中は、ザマァミロって調子で藤木を見捨てた。『ポリ公め、いい気味だ』って！


　撥ねられてドブに落ちた藤木をそんなふうに嗤わらって！　様子を見てやりもしないで行っちまいやがったのに違いないんだ！　藤木が、奴らの嫌う取り締まりをやってたから！　ポリ公め、ザマァミロ！　それが奴らの腹ン中だったんだ!!　藤木は、奴らに殺されたんだ!!」


「下村っ、下村！」


　藤木が火を吐くように激しく喘いだ。下村がほとばしらせる怨念の劫ごう火かが、藤木の魂に燃え移ったのだ。


　みるみる顔つきを変えていきながら、藤木は喘ぎと一緒にしぼり出した。


「死にたくなかった……俺は死にたくなかったっ……まだ死にたくなんかなかったァ！」


「藤木っ!!」


　ガシッと握り合おうとした二人の手を、体を割り込ませて阻止したのは、道与。下村の髪をひっつかんでグイと藤木との距離を取らせて、怒鳴った。


「見ろ！　あいつの顔を見るんだ！」


「きさまっ」


　つかまれた髪を放させようと暴れかけたのを、首に巻きつけた腕の力で押さえ込んで、


「やかましい！　その目ン玉ひん剝いて、おまえが藤木にやったことを見てみろ!!」


　そう怒鳴りつけながら、下村の顔を力ずくで藤木のほうへ向けさせた。


　そこに立っているのは、人が持つ表情の中ではもっとも醜く恐ろしい、恨みと未練と我執とに凝り固まった『怨』の形相の……


　見ろと言われてそれを見て、そうしたモノに出会った時の人類共通の反応でギョッと息を詰めた下村に、道与は容赦なく告げた。


「ありゃァ、ギャアギャアわめいてた時のあんたの顔だ。そいつが藤木に乗り移った。


　目をそらすな！　しっかり見るんだ！　純粋で誠実で、心根のやさしい好い奴で、さわやかな笑顔をしてたあいつを、あんな顔にさせちまったのは、おまえなんだからな!!」


「ち、違う」


「いや、そうなんだよ、下村純基！　あんたは自分の未練で、もう死んじまって戻る道はない藤木を、逝かせてやりもせずに引き止めて、あんた自身の恨みつらみを藤木に引き受けさせた！　その結果があの顔だ！


　見ろ!!　おまえの恨みを引き受けて怨霊に昇進した藤木の、あの救われない形相を見てやれ!!　自分のために罪を重ねるおまえを、どうにかして思い止まらせようと、それが未練で成仏できなかった藤木を、おまえは、自分と同じ怨念地獄に引きずり込むのに成功したんだ!!　本ほん望もうだろう!!　うれしいだろう!!


　もう信号機に細工するなんてチャチな手に頼る必要はない。あれだけの怨念を抱えた奴なら、人間を取り殺すのなんざ朝めし前だ。自分の仇討ちだ、おまえも手伝ってやってどんどん殺やらせるがいい。一人殺せば一人分、あいつの魂は罪を背負って重くなり、永えい劫ごうに救われない地獄の底へと沈んでいくが、二人で堕ちるなら本望ってやつだろう？


　そして十人も殺るうちには、あいつは自分が誰かも見失う。藤木晴彰の怨霊は、めでたく血に飢えた悪霊に昇進だ。あとはもう、生きてる奴らへの闇雲な憎悪だけが、『元は藤木晴彰』だったモノの存在理由だ。もちろんあんたもそいつにとっては、生きてるって理由で憎しみをかき立てるターゲットだ。五体ばらばらに引き裂かれるか食い殺されるか、そいつは藤木の趣味しだいだがな。


　下村サン、それが、今あんたの目の前にいる奴の末路だ。


　いい話だろう？　どうなんだよっ!!」


「噓だ……噓だっ」


「じゃあ、あいつに聞いてみろ。


　おい、藤木晴彰、あんたの今の望みはなんだ」


　凄まじい形相を苦しげに歪めて、藤木は、怨念に押しつぶされたしわがれ声で答えた。


「俺は奴らに殺された……恨んでやるゥ……呪ってやるゥッ……俺の無念を思い知らせてやるゥッ！」


「誰に、だ？　誰に思い知らせる」


　道与が突っ込みを入れた。


「あんたを見殺しにした連中のことだろうが、相手はわかってるのか？」


　藤木は、人間性を失った者のケモノじみたしぐさで目をギョトギョトとさまよわせ、


「知るもんかァ」


　と道与を睨んだ。


「あの交差点を通る奴らを……片っ端から事故らせてやるゥ……俺はあそこで殺されたんだァ……だからあそこで殺してやるのさァ」


　そして藤木は、もはや悪霊と化すまでに魂を腐敗させたかのような、恐ろしい笑い声をほとばしらせた。


「ふ……藤木……！」


　その邪悪そのものの物凄まじさに絶句した下村に、道与は言ってやった。


「さあ、どうするんだ？　このまま奴に本ほん懐かいを遂げさせるのか？　あんたが決めろ」


「……あ、あんなのは……晴彰じゃないっ」


　はらわたからしぼり出すように答えた下村の、心底からの悔かい恨こんをにじませた声に、道与も口調を変えた。


「だったら、なんであんたが、あいつを助けなかった連中を殺したいほど恨むのか、その本当のわけを教えてやるんだな」


「本当の……わけ……？」


「あいつの手に嵌はまってる指輪が見えるか？　あれは俺が、藤木の死んだ場所で見つけて拾ってきた物だ。あそこにあれを投げたのはあんたなんだろう？


　あの指輪に籠めた思いを、あんたの怨念の核になってる本当の本音を、あいつに言ってやれ。それしか、あいつを救う道はない」


「あ……」


　下村はためらい、心を決めようと喘ぎ、ぎゅっと目を閉じて口をひらいた。


「……あ、愛してた！　晴彰、おまえを俺は愛してた！　恋愛って意味で愛してた!!　でも、だからおまえには言えなくて！　後悔した！　おまえがあんなふうに俺の前からいなくなっちまうのがわかってりゃ、軽蔑されようが嫌われようが、言っとくんだった！　俺がどんなにおまえって男を好きだったか、せめて聞いてもらっとくんだった!!


　それが未練で！　悔しくって、せつなくってよォッ!!　いまだって、いまだってまだ、こんなに愛してンのによォ～……っ！」


　そして床に頽くずおれて男泣きに慟どう哭こくし始めた下村から、藤木に目を移して、道与はうなずいてみせた。


「ああ。あんたの未練をかなえるがいい。死んでも死にきれねェほど、こいつのことが心配だった、あんたのほうの理由を言ってやんな」


　下村の告白を聞くうちに、怨念の形相を取り落とし、驚きから歓喜へ、そして悲しみながらも諦めを受け入れた表情へと顔つきを変えていた藤木は、道与のうながしに静かにうなずき、下村の前にひざをついた。


　肩を震わせて泣きじゃくっている下村の手を両手ですくい取って、自分の頰へと押し当てた。


「僕たちはおたがいに、臆病でチャンスを逃がしてしまったんだね」


　ハッと顔を上げた下村に、哀しくほほえんで、藤木はそれを告げた。


「僕もきみが好きだった。同僚としてじゃなく、恋の対象としてね。


　違反キップを切られまいとして停止命令を無視した車に撥ねられた瞬間、僕が思ったのは、きみと飲みに行く約束がだめになるって心配だった」


「藤……は、晴彰……」


「……告白する予定だったんだよ。ほら、配転の噂が出てただろ？　めったに会えなくなってしまったりするなら、その前にと思って……当たって砕けてもいい覚悟で、言うだけは言ってみるつもりだった。


　僕たちは、あとちょっとのところで、すれ違ってしまったんだね。残念だよ……こんなことなら……」


「ああ、ああっ」


　ドラマチックに盛り上がったところで、


「待った」


　と道与は口をはさんだ。


「今あんたらが腹ン中に持ったのは、それこそ一番始末に悪いタイプの未練だ。だから、この場できっぱり断ち切らせてやる。


　下村、あんた藤木を抱いてやれ」


「えっ？」


「そいつの外側が、俺の可愛いラバーなのは我慢しろ。俺もできねェ我慢をしてやるんだからな。二人とも、この先へ未練を引きずってかなくて済むように、今ここで思いのたけを遂げちまうんだ。


　無粋な部屋だが、あんたらの最後の逢い引き場所にはふさわしいだろ？　藤木をしっかり昇天させてやれよ」


　そして道与は、そこにあった折りたたみ椅子を一つさらって、部屋を出た。ドアの前に椅子を置いてどっかり座り込んだのは、誰にも二人のじゃまをさせないためだ。


　やがて、背にしたドアの向こうで、ひそやかな情交の気配が始まり、息づかいが喘ぎに高まり、マットレスがギュッギュッと鳴る音がし始め……


「ったく、俺って男の、人がいいのにも呆れるぜ」


　目の前の壁の禁煙のプレートを無視して、くわえたタバコに火をつけながら、道与は自分に向かってぼやいた。


　フゥッと吐き出した煙と一緒に、救われるべき値打ちを持った人間二人の魂を救うために払っている犠牲へのあきらめをつけて、ほかのことでも考えていることにした。


　たとえば、健がかくも優秀な霊媒である理由とか……


　藤木の霊は、本人の性格だろうが、そう強い力を持っていたわけではなかった。自力で他人に取り憑くなどはまず無理で、だから健の体内に入れたのも、入った体を自在に操れるのも、健がそうさせてやったからだ。


　むろん、正真正銘の幽霊嫌いの健が、自分の意志としてそんなことをできたわけはないが、あるいはそれらは、健の柔弱な性格がプラスに働いたおかげではあるかもしれないと、道与は思う。さらにあるいは、もともとそのために持って生まれた柔弱さであるのか、とも。


　健の霊能力は、言ってみればスポンジのようなものだ。水に会えば吸い込み、吸い込んだ水を搾り出せば元に戻る。それが彼を守護する善霊だろうが、危険な悪霊だろうが、憑かれるのも解放されるのもまるで無造作なのは、彼が本来、やわやわと柔らかいからこそ可能なことなのかもしれない。





　健に戻った健が、具合悪げに目をそらした下村に送り出されて道与の腕に帰ってきたのは、二箱目のタバコも終わろうという頃だった。


　藤木と交替していたあいだの記憶はなくても、体に残っているあれこれから、いくら頭がのんびりした健にも何が起きたのかは察せられているのだろう。


「所長……」


　と唇をわななかせたままうつむいた健を、道与はやさしく抱きしめてやった。


「よくやった。おまえは世界一有能な助手だよ」


「そう……なんですか？」


　おずおずと見上げてきた目から、唇で涙を吸い取ってやって、道与は健の肩を押した。


「帰ったら、俺が全部きれいにしてやるからな。おまえはよくやった。偉いぞ」


「……はい、あの……うれしいです」


　その夜、約束どおりに体内の禊みそぎもふくめてすべてきれいにしてやって、特別サービスの子守り歌で眠らせてやった健の寝顔をながめながら、道与はかなり長いこと考え込んでいた。


　健をなぐさめるために、好きな物を買ってやる約束をしたのだが、その軍資金をどうするか……


　方法としては二通りあった。一つは、例の魔の交差点の調査を依頼してきたおやじに、「じつはやはり霊障だった」ということにして請求書を送る手。もう一つは、「下村の不祥事を知られたくなければ」と、倉岡に払わせる手。


「ふん。どっちもどっちだな」


　とつぶやいて、道与は迷いにケリをつけた。





　翌日、下村が事務所に訪ねて来た。私怨で傷害事件を引き起こした責任を取って、辞表を出してきたという。


「俺はあれは、当然の怒りだったと思ってるぜ」


　道与は言ってやった。


「まあ、やり方は間違ってたが、あんたらには憤慨する権利はあった。見て見ないふりってのも、りっぱに罪のうちさ」


「やっとどうにかあきらめをつける気になったのに、そんなことを言わんでくれ」


　懇願調で言ってきた下村に、


「未練を持ってきどころさえ間違わなきゃ、あきらめる必要はないだろう」


　道与は言って、続けた。


「思い続けて、次の転生先で捕まえ直すって手もある。自然に忘れるか、あんたが死ぬまで、藤木を愛し続けといてやれよ」


　自分こそがそうやって、たがいに転生をくり返しながらも今のこの世でふたたび愛した魂とめぐり会い、アツアツの恋人関係をゲットしている見本だとは、道与はまだ知らないままだが、それでも説得力はあったようだ。


「ああ、そうするよ」


　うなずいて帰っていった下村の後ろ姿を、


「健の体が忘れられねェほどぐあいがよかったのは、俺が苦労して仕込んだからだぜ？　だいいち自分の可愛いラバーを、そうホイホイ貸してやると思うのか、ばかやろう」


　道与はそうアカンベーして見送った。


　下村と入れ違いのジャストタイミングで、健が帰ってきた。


「請求用紙、買ってきましたァ」


「おう。こいつが切れてちゃ仕事にならねェって」


　さっそく道与は、二通の請求書を書き始めた。


　宛先は、例のおやじと、倉岡。


　結果としては、どちらの役にも立ってやったのだから、どちらからも報酬を受け取る権利があるというものではないか。






この作品はフィクションであり、実在の人物、団体等とは一切関係ありません。（編集部）




怨おん念ねんの彼方かなた


霊感探偵の事件ファイル
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